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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データを出力する立体画像データ
出力部と、
　上記左眼画像データおよび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報のデータ
を出力する重畳情報データ出力部と、
　上記左眼画像データおよび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフト
させて視差を付与するための視差情報を出力する視差情報出力部と、
　ペイロード部に上記立体画像データ出力部から出力される立体画像データを含み、ヘッ
ダ部のユーザデータ領域に上記重畳情報データ出力部から出力される重畳情報のデータと
上記視差情報出力部から出力される視差情報とを含むビデオエレメンタリーストリームを
送信する送信部とを備え、
　上記ビデオエレメンタリーストリームのヘッダ部のユーザデータ領域に含まれる上記重
畳情報のデータおよび上記視差情報は、ユーザデータ識別情報により識別可能とされてい
る
　立体画像データ送信装置。
【請求項２】
　上記視差情報には、上記左眼画像データによる画像に重畳する重畳情報および上記右眼
画像データによる画像に重畳する重畳情報のうち該視差情報に基づいてシフトさせる重畳
情報を指定するシフト対象指定情報が付加されている
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　請求項１に記載の立体画像データ送信装置。
【請求項３】
　上記視差情報は、上記重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで順次
更新される視差情報である
　請求項１に記載の立体画像データ送信装置。
【請求項４】
　上記視差情報は、上記所定数のフレーム期間の最初のフレームの視差情報と、２番目以
降の、前のフレームの視差情報に対するオフセット情報とからなる
　請求項３に記載の立体画像データ送信装置。
【請求項５】
　上記視差情報は、上記重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで共通
に使用される視差情報である
　請求項１に記載の立体画像データ送信装置。
【請求項６】
　上記視差情報は、上記重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで共通
に使用される視差情報であるか、または上記記重畳情報が表示される所定数のフレーム期
間の各フレームで順次更新される視差情報であり、
　上記視差情報には、上記各フレームで共通に使用される視差情報であるか、上記各フレ
ームで順次更新される視差情報であるかを示すフラグ情報が付加されている
　請求項１に記載の立体画像データ送信装置。
【請求項７】
　ペイロード部に左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データを含み、ヘ
ッダ部のユーザデータ領域に、上記左眼画像データおよび上記右眼画像データによる画像
に重畳する重畳情報のデータと、上記左眼画像データおよび上記右眼画像データによる画
像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するための視差情報を含み、上記ヘッダ
部のユーザデータ領域に含まれている上記重畳情報のデータおよび上記視差情報がユーザ
データ識別情報により識別可能とされているビデオエレメンタリーストリームを受信する
受信部と、
　上記受信部で受信された上記ビデオエレメンタリーストリームのペイロード部から上記
立体画像データを取得する立体画像データ取得部と、
　上記受信部で受信された上記ビデオエレメンタリーストリームのヘッダ部のユーザデー
タ領域から上記重畳情報のデータを取得する重畳情報データ取得部と、
　上記受信部で受信された上記ビデオエレメンタリーストリームのヘッダ部のユーザデー
タ領域から上記視差情報を取得する視差情報取得部と、
　上記立体画像データ取得部で取得された上記立体画像データに含まれる上記左眼画像デ
ータおよび上記右眼画像データと、上記重畳情報データ取得部で取得された上記重畳情報
のデータと、上記視差情報取得部で取得された上記視差情報とを用い、左眼画像および右
眼画像に重畳する同一の上記重畳情報に視差を付与し、上記重畳情報が重畳された左眼画
像のデータおよび上記重畳情報が重畳された右眼画像のデータを得る画像データ処理部と
　を備える立体画像データ受信装置。
【請求項８】
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データを出力する立体画像データ
出力部と、
　上記左眼画像データおよび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフト
させて視差を付与するための視差情報を出力する視差情報出力部と、
　上記立体画像データ出力部から出力される立体画像データおよび上記視差情報出力部か
ら出力される視差情報を送信する送信部とを備え、
　上記視差情報には、上記左眼画像データによる画像に重畳する重畳情報および上記右眼
画像データによる画像に重畳する重畳情報のうち該視差情報に基づいてシフトさせる重畳
情報を指定するシフト対象指定情報が付加されている
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　立体画像データ送信装置。
【請求項９】
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データと、上記左眼画像データお
よび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するた
めの視差情報とを受信する受信部を備え、
　上記視差情報には、上記左眼画像データによる画像に重畳する重畳情報および上記右眼
画像データによる画像に重畳する重畳情報のうち該視差情報に基づいてシフトさせる重畳
情報を指定するシフト対象指定情報が付加されており、
　上記受信部で受信された上記立体画像データに含まれる上記左眼画像データおよび上記
右眼画像データと、上記受信部で受信された上記視差情報と、該視差情報に付加されてい
る上記シフト対象指定情報を用い、左眼画像および右眼画像に重畳する同一の上記重畳情
報に視差を付与し、上記重畳情報が重畳された左眼画像のデータおよび上記重畳情報が重
畳された右眼画像のデータを得る画像データ処理部をさらに備える
　立体画像データ受信装置。
【請求項１０】
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データを出力する立体画像データ
出力部と、
　上記左眼画像データおよび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフト
させて視差を付与するための視差情報を出力する視差情報出力部と、
　上記立体画像データ出力部から出力される立体画像データおよび上記視差情報出力部か
ら出力される視差情報を送信する送信部とを備え、
　上記視差情報は、上記重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで順次
更新される視差情報である
　立体画像データ送信装置。
【請求項１１】
　上記視差情報は、上記所定数のフレーム期間の最初のフレームの視差情報と、２番目以
降の、前のフレームの視差情報に対するオフセット情報とからなる
　請求項１０に記載の立体画像データ送信装置。
【請求項１２】
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データと、上記左眼画像データお
よび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するた
めの視差情報とを受信する受信部を備え、
　上記視差情報は、上記重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで順次
更新される視差情報であり、
　上記受信部で受信された上記立体画像データに含まれる上記左眼画像データおよび上記
右眼画像データと、上記受信部で受信された上記視差情報を用い、左眼画像および右眼画
像に重畳する同一の上記重畳情報に視差を付与し、上記重畳情報が重畳された左眼画像の
データおよび上記重畳情報が重畳された右眼画像のデータを得る画像データ処理部をさら
に備える
　立体画像データ受信装置。
【請求項１３】
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データを出力する立体画像データ
出力部と、
　上記左眼画像データおよび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフト
させて視差を付与するための視差情報を出力する視差情報出力部と、
　上記立体画像データ出力部から出力される立体画像データおよび上記視差情報出力部か
ら出力される視差情報を送信する送信部とを備え、
　上記視差情報は、上記重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで共通
に使用される視差情報であり、
　上記視差情報には、上記各フレームで共通に使用される視差情報であるか、上記各フレ
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ームで順次更新される視差情報であるかを示す情報が付加されている
　立体画像データ送信装置。
【請求項１４】
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データと、上記左眼画像データお
よび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するた
めの視差情報とを受信する受信部を備え、
　上記視差情報は、上記重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで共通
に使用される視差情報であり、
　上記受信部で受信された上記立体画像データに含まれる上記左眼画像データおよび上記
右眼画像データと、上記受信部で受信された上記視差情報を用い、左眼画像および右眼画
像に重畳する同一の上記重畳情報に視差を付与し、上記重畳情報が重畳された左眼画像の
データおよび上記重畳情報が重畳された右眼画像のデータを得る画像データ処理部をさら
に備える
　立体画像データ受信装置。
【請求項１５】
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データを出力する立体画像データ
出力部と、
　上記左眼画像データおよび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフト
させて視差を付与するための視差情報を出力する視差情報出力部と、
　上記立体画像データ出力部から出力される立体画像データおよび上記視差情報出力部か
ら出力される視差情報を送信する送信部とを備え、
　上記視差情報は、上記重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで共通
に使用される視差情報であるか、または上記記重畳情報が表示される所定数のフレーム期
間の各フレームで順次更新される視差情報であり、
　上記視差情報には、上記各フレームで共通に使用される視差情報であるか、上記各フレ
ームで順次更新される視差情報であるかを示すフラグ情報が付加されている
　立体画像データ送信装置。
【請求項１６】
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データと、上記左眼画像データお
よび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するた
めの視差情報とを受信する受信部を備え、
　上記視差情報は、上記重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで共通
に使用される視差情報であるか、または上記記重畳情報が表示される所定数のフレーム期
間の各フレームで順次更新される視差情報であり、
　上記視差情報には、上記各フレームで共通に使用される視差情報であるか、上記各フレ
ームで順次更新される視差情報であるかを示すフラグ情報が付加されており、
　上記受信部で受信された上記立体画像データに含まれる上記左眼画像データおよび上記
右眼画像データと、上記受信部で受信された上記視差情報と、該視差情報に付加されてい
る上記フラグ情報とを用い、左眼画像および右眼画像に重畳する同一の上記重畳情報に視
差を付与し、上記重畳情報が重畳された左眼画像のデータおよび上記重畳情報が重畳され
た右眼画像のデータを得る画像データ処理部をさらに備える
　立体画像データ受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、立体画像データ送信装置および立体画像データ受信装置に関し、特に、ク
ローズド・キャプション情報、サブタイトル情報、グラフィクス情報、テキスト情報等の
重畳情報の表示を良好に行い得る立体画像データ送信装置等に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　例えば、特許文献１には、立体画像データのテレビ放送電波を用いた伝送方式について
提案されている。この場合、左眼用画像データおよび右眼用画像データを含む立体画像デ
ータが送信され、テレビ受信機において、両眼視差を利用した立体画像表示が行われる。
【０００３】
　図１０８は、両眼視差を利用した立体画像表示において、スクリーン上におけるオブジ
ェクト（物体）の左右像の表示位置と、その立体像の再生位置との関係を示している。例
えば、スクリーン上に図示のように左像Ｌａが右側に右像Ｒａが左側にずれて表示されて
いるオブジェクトＡに関しては、左右の視線がスクリーン面より手前で交差するため、そ
の立体像の再生位置はスクリーン面より手前となる。ＤＰａは、オブジェクトＡに関する
水平方向の視差ベクトルを表している。
【０００４】
　また、例えば、スクリーン上に図示のように左像Ｌｂおよび右像Ｒｂが同一位置に表示
されているオブジェクトＢに関しては、左右の視線がスクリーン面で交差するため、その
立体像の再生位置はスクリーン面上となる。ＤＰｂは、オブジェクトＢに関する水平方向
の視差ベクトルを表している。さらに、例えば、スクリーン上に図示のように左像Ｌｃが
左側に右像Ｒｃが右側にずれて表示されているオブジェクトＣに関しては、左右の視線が
スクリーン面より奥で交差するため、その立体像の再生位置はスクリーン面より奥となる
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－６１１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述したように立体画像表示において、視聴者は、両眼視差を利用して、立体画像の遠
近感を認知することが普通である。画像に重畳される重畳情報、例えば、クローズド・キ
ャプション情報、サブタイトル情報、グラフィクス情報、テキスト情報等に関しても、２
次元空間的のみならず、３次元の奥行き感としても、立体画像表示と連動してレンダリン
グされることが期待される。
【０００７】
　例えば、画像にクローズド・キャプション情報あるいはサブタイトル情報である字幕を
重畳表示(オーバーレイ表示)する場合、遠近感でいうところの最も近い画像内の物体（オ
ブジェクト）よりも手前に表示されないと、視聴者は、遠近感の矛盾を感じる場合がある
。また、他のグラフィクス情報、あるいはテキスト情報を画像に重畳表示する場合にも、
画像内の各物体の遠近感に応じて視差調整を施し、遠近感の整合性を維持することが期待
される。
【０００８】
　この発明の目的は、クローズド・キャプション情報、サブタイトル情報、グラフィクス
情報、テキスト情報等の重畳情報の表示において、画像内の各物体との間の遠近感の整合
性の維持を図ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明の概念は、
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データを出力する立体画像データ
出力部と、
　上記左眼画像データおよび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報のデータ
を出力する重畳情報データ出力部と、
　上記左眼画像データおよび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフト
させて視差を付与するための視差情報を出力する視差情報出力部と、
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　ペイロード部に上記立体画像データ出力部から出力される立体画像データを含み、ヘッ
ダ部のユーザデータ領域に上記重畳情報データ出力部から出力される重畳情報のデータと
上記視差情報出力部から出力される視差情報とを含むビデオエレメンタリーストリームを
送信する送信部とを備え、
　上記ビデオエレメンタリーストリームのヘッダ部のユーザデータ領域に含まれる上記重
畳情報のデータおよび上記視差情報は、ユーザデータ識別情報により識別可能とされてい
る
　立体画像データ送信装置にある。
【００１０】
　この発明において、立体画像データ出力部により、左眼画像データおよび右眼画像デー
タを含む立体画像データが出力される。また、重畳情報データ出力部により、左眼画像デ
ータおよび右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報のデータが出力される。ここで
、重畳情報は、字幕を表示するクローズド・キャプション情報、サブタイトル情報など、
画像に重畳される情報を意味している。また、視差情報出力部により、左眼画像データお
よび右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するための
視差情報が出力される。
【００１１】
　そして、送信部により、ペイロード部に上述の立体画像データを含み、ヘッダ部のユー
ザデータ領域に上述の重畳情報のデータと上述の視差情報とを含むビデオエレメンタリー
ストリームが送信される。このようにビデオエレメンタリーストリームのヘッダ部のユー
ザデータ領域に含まれて送信される重畳情報のデータおよび視差情報は、ユーザデータ識
別情報により識別可能とされている。
【００１２】
　このように、この発明においては、立体画像を表示するための左眼画像データおよび右
眼画像データを含む立体画像データがビデオエレメンタリーストリームのペイロード部に
含まれて送信されると共に、このビデオエレメンタリーストリームのヘッダ部のユーザデ
ータ領域に重畳情報のデータおよび視差情報が識別可能な状態で含まれて送信される。そ
のため、受信側においては、このビデオエレメンタリーストリームから、立体画像データ
を取得できる他に、重畳情報のデータおよび視差情報を取得できる。
【００１３】
　受信側においては、左眼画像および右眼画像に重畳される同一の重畳情報（クローズド
・キャプション情報、サブタイトル情報など）に、視差情報を用いて、適切な視差を付与
できる。そのため、重畳情報の表示において、画像内の各物体との間の遠近感の整合性を
最適な状態に維持できる。
【００１４】
　この発明において、例えば、視差情報には、左眼画像データによる画像に重畳する重畳
情報および右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報のうち、この視差情報に基づい
てシフトさせる重畳情報を指定するシフト対象指定情報が付加されていてもよい。このシ
フト対象指定情報により、左眼画像に重畳する重畳情報のみをシフトさせること、右眼画
像に重畳する重畳情報のみをシフトさせること、あるいは、左眼画像および右眼画像の双
方に重畳する重畳情報をシフトさせることが可能となる。
【００１５】
　また、この発明において、例えば、視差情報は、重畳情報が表示される所定数のフレー
ム期間の各フレームで順次更新される視差情報であってもよい。この場合、受信側におい
ては、重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで、順次更新される視差
情報により重畳情報に視差が付与されるため、重畳情報に付与する視差を画像内容の変化
に連動して動的に変化させることが可能となる。
【００１６】
　また、この発明において、例えば、各フレームで順次更新される視差情報は、所定数の
フレーム期間の最初のフレームの視差情報と、２番目以降のフレームの、前のフレームの
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視差情報に対するオフセット情報とからなるようにしてもよい。この場合、視差情報のデ
ータ量を抑制することが可能となる。
【００１７】
　また、この発明において、例えば、視差情報は、重畳情報が表示される所定数のフレー
ム期間の各フレームで共通に使用される視差情報であってもよい。この場合、視差情報の
データ量を大幅に抑制することが可能となる。
【００１８】
　また、この発明において、例えば、視差情報は、重畳情報が表示される所定数のフレー
ム期間の各フレームで共通に使用される視差情報であるか、または重畳情報が表示される
所定数のフレーム期間の各フレームで順次更新される視差情報であり、視差情報には、各
フレームで共通に使用される視差情報であるか、各フレームで順次更新される視差情報で
あるかを示すフラグ情報が付加されていてもよい。この場合、各フレームで共通に使用す
る視差情報または各フレームで順次更新される視差情報を、例えば、画像内容に応じて、
選択的に、送信することが可能となる。すなわち、画像の動きが大きい場合には、各フレ
ームで順次更新される視差情報を送信して、受信側において、重畳情報に付与する視差を
画像内容の変化に連動して動的に変化させることができる。また、画像の動きが小さい場
合には、各フレームで共通に使用する視差情報を送信することで、視差情報のデータ量を
抑制できる。
【００１９】
　また、この発明の他の概念は、
　ペイロード部に左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データを含み、ヘ
ッダ部のユーザデータ領域に、上記左眼画像データおよび上記右眼画像データによる画像
に重畳する重畳情報のデータと、上記左眼画像データおよび上記右眼画像データによる画
像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するための視差情報を含み、上記ヘッダ
部のユーザデータ領域に含まれている上記重畳情報のデータおよび上記視差情報がユーザ
データ識別情報により識別可能とされているビデオエレメンタリーストリームを受信する
受信部と、
　上記受信部で受信された上記ビデオエレメンタリーストリームのペイロード部から上記
立体画像データを取得する立体画像データ取得部と、
　上記受信部で受信された上記ビデオエレメンタリーストリームのヘッダ部のユーザデー
タ領域から上記重畳情報のデータを取得する重畳情報データ取得部と、
　上記受信部で受信された上記ビデオエレメンタリーストリームのヘッダ部のユーザデー
タ領域から上記視差情報を取得する視差情報取得部と、
　上記立体画像データ取得部で取得された上記立体画像データに含まれる上記左眼画像デ
ータおよび上記右眼画像データと、上記重畳情報データ取得部で取得された上記重畳情報
のデータと、上記視差情報取得部で取得された上記視差情報とを用い、左眼画像および右
眼画像に重畳する同一の上記重畳情報に視差を付与し、上記重畳情報が重畳された左眼画
像のデータおよび上記重畳情報が重畳された右眼画像のデータを得る画像データ処理部と
　を備える立体画像データ受信装置にある。
【００２０】
　この発明において、受信部により、ビデオエレメンタリーストリームが受信される。こ
のビデオエレメンタリーストリームには、ペイロード部に左眼画像データおよび右眼画像
データを含む立体画像が含まれている。また、このビデオエレメンタリーストリームには
、ヘッダ部のユーザデータ領域に、重畳情報のデータと視差情報が、ユーザデータ識別情
報により識別可能に含まれている。
【００２１】
　そして、立体画像データ取得部により、上述のビデオエレメンタリーストリームのペイ
ロード部から立体画像データが取得される。また、重畳情報データ取得部により、上述の
ビデオエレメンタリーストリームのヘッダ部のユーザデータ領域から重畳情報のデータが
取得される。また、視差情報取得部により、上述のビデオエレメンタリーストリームのヘ
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ッダ部のユーザデータ領域から視差情報が取得される。上述したように、重畳情報のデー
タと視差情報は、ユーザデータ領域に、ユーザデータ識別情報により識別可能に含まれて
いる。そのため、このユーザデータ領域から、ユーザデータ識別情報に基づいて、重畳情
報のデータと共に、視差情報を、良好に取得できる。
【００２２】
　画像データ処理部により、左眼画像データおよび右眼画像データと、重畳情報のデータ
と、視差情報とが用いられ、左眼画像および右眼画像に重畳する同一の重畳情報に視差が
付与され、重畳情報が重畳された左眼画像のデータおよび重畳情報が重畳された右眼画像
のデータが得られる。
【００２３】
　このように、この発明においては、左眼画像および右眼画像に重畳される重畳情報（ク
ローズド・キャプション情報、サブタイトル情報など）に、この重畳情報に合った視差情
報を用いて、適切な視差を付与できる。したがって、重畳情報の表示において、画像内の
各物体との間の遠近感の整合性を最適な状態に維持できる。
【００２４】
　また、この発明の他の概念は、
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データを出力する立体画像データ
出力部と、
　上記左眼画像データおよび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフト
させて視差を付与するための視差情報を出力する視差情報出力部と、
　上記立体画像データ出力部から出力される立体画像データおよび上記視差情報出力部か
ら出力される視差情報を送信する送信部とを備え、
　上記視差情報には、上記左眼画像データによる画像に重畳する重畳情報および上記右眼
画像データによる画像に重畳する重畳情報のうち該視差情報に基づいてシフトさせる重畳
情報を指定するシフト対象指定情報が付加されている
　立体画像データ送信装置にある。
【００２５】
　この発明において、立体画像データ出力部により、左眼画像データおよび右眼画像デー
タを含む立体画像データが出力される。また、視差情報出力部により、左眼画像データお
よび右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するための
視差情報が出力される。ここで、重畳情報は、字幕を表示するクローズド・キャプション
情報、サブタイトル情報など、画像に重畳される情報を意味している。
【００２６】
　そして、送信部により、立体画像データ出力部から出力される立体画像データおよび視
差情報出力部から出力される視差情報が送信される。このように立体画像データと共に送
信される視差情報には、左眼画像データによる画像に重畳する重畳情報および右眼画像デ
ータによる画像に重畳する重畳情報のうちこの視差情報に基づいてシフトさせる重畳情報
を指定するシフト対象指定情報が付加されている。
【００２７】
　このように、この発明においては、立体画像を表示するための左眼画像データおよび右
眼画像データと共に視差情報が送信される。そのため、受信側においては、左眼画像およ
び右眼画像に重畳される同一の重畳情報（クローズド・キャプション情報、サブタイトル
情報など）に、視差情報を用いて、適切な視差を付与できる。そのため、重畳情報の表示
において、画像内の各物体との間の遠近感の整合性を最適な状態に維持できる。
【００２８】
　また、この発明においては、受信された視差情報にはシフト対象指定情報が付加されて
いる。そのため、受信側においては、このシフト対象指定情報により、左眼画像に重畳す
る重畳情報のみをシフトさせること、右眼画像に重畳する重畳情報のみをシフトさせるこ
と、あるいは、左眼画像および右眼画像の双方に重畳する重畳情報をシフトさせることが
可能となる。
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【００２９】
　また、この発明の他の概念は、
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データと、上記左眼画像データお
よび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するた
めの視差情報とを受信する受信部を備え、
　上記視差情報には、上記左眼画像データによる画像に重畳する重畳情報および上記右眼
画像データによる画像に重畳する重畳情報のうち該視差情報に基づいてシフトさせる重畳
情報を指定するシフト対象指定情報が付加されており、
　上記受信部で受信された上記立体画像データに含まれる上記左眼画像データおよび上記
右眼画像データと、上記受信部で受信された上記視差情報と、該視差情報に付加されてい
る上記シフト対象指定情報を用い、左眼画像および右眼画像に重畳する同一の上記重畳情
報に視差を付与し、上記重畳情報が重畳された左眼画像のデータおよび上記重畳情報が重
畳された右眼画像のデータを得る画像データ処理部をさらに備える
　立体画像データ受信装置にある。
【００３０】
　この発明において、受信部により、左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画
像と、視差情報とが受信される。この視差情報は、左眼画像データおよび右眼画像データ
による画像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するためのものである。この視
差情報には、左眼画像データによる画像に重畳する重畳情報および右眼画像データによる
画像に重畳する重畳情報のうちこの視差情報に基づいてシフトさせる重畳情報を指定する
シフト対象指定情報が付加されている。
【００３１】
　画像データ処理部により、左眼画像データおよび右眼画像データと、視差情報とが用い
られ、左眼画像および右眼画像に重畳する同一の重畳情報に視差が付与され、重畳情報が
重畳された左眼画像のデータおよび重畳情報が重畳された右眼画像のデータが得られる。
この場合、シフト対象指定情報に基づいて、左眼画像に重畳する重畳情報のみをシフトさ
せること、右眼画像に重畳する重畳情報のみをシフトさせること、あるいは、左眼画像お
よび右眼画像の双方に重畳する重畳情報をシフトさせることが行われる。
【００３２】
　このように、この発明においては、左眼画像および右眼画像に重畳される重畳情報（ク
ローズド・キャプション情報、サブタイトル情報など）に、この重畳情報に合った視差情
報（シフト対象指定情報付き）を用いて、適切な視差を付与できる。したがって、重畳情
報の表示において、画像内の各物体との間の遠近感の整合性を最適な状態に維持できる。
【００３３】
　また、この発明の他の概念は、
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データを出力する立体画像データ
出力部と、
　上記左眼画像データおよび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフト
させて視差を付与するための視差情報を出力する視差情報出力部と、
　上記立体画像データ出力部から出力される立体画像データおよび上記視差情報出力部か
ら出力される視差情報を送信する送信部とを備え、
　上記視差情報は、上記重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで順次
更新される視差情報である
　立体画像データ送信装置にある。
【００３４】
　この発明において、立体画像データ出力部により、左眼画像データおよび右眼画像デー
タを含む立体画像データが出力される。また、視差情報出力部により、左眼画像データお
よび右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するための
視差情報が出力される。ここで、重畳情報は、字幕を表示するクローズド・キャプション
情報、サブタイトル情報など、画像に重畳される情報を意味している。
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【００３５】
　そして、送信部により、立体画像データ出力部から出力される立体画像データおよび視
差情報出力部から出力される視差情報が送信される。このように立体画像データと共に送
信される視差情報は、重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで順次更
新される視差情報とされる。
【００３６】
　このように、この発明においては、立体画像を表示するための左眼画像データおよび右
眼画像データと共に視差情報が送信される。そのため、受信側においては、左眼画像およ
び右眼画像に重畳される同一の重畳情報（クローズド・キャプション情報、サブタイトル
情報など）に、視差情報を用いて、適切な視差を付与できる。そのため、重畳情報の表示
において、画像内の各物体との間の遠近感の整合性を最適な状態に維持できる。
【００３７】
　また、この発明においては、受信された視差情報は、重畳情報が表示される所定数のフ
レーム期間の各フレームで順次更新される視差情報とされる。そのため、受信側において
は、重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで、順次更新される視差情
報により重畳情報に視差を付与できる。したがって、重畳情報に付与する視差を画像内容
の変化に連動して動的に変化させることが可能となる。
【００３８】
　この発明において、例えば、各フレームで順次更新される視差情報は、所定数のフレー
ム期間の最初のフレームの視差情報と、２番目以降のフレームの、前のフレームの視差情
報に対するオフセット情報とからなるようにしてもよい。この場合、視差情報のデータ量
を抑制することが可能となる。
【００３９】
　また、この発明の他の概念は、
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データと、上記左眼画像データお
よび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するた
めの視差情報とを受信する受信部を備え、
　上記視差情報は、上記重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで順次
更新される視差情報であり、
　上記受信部で受信された上記立体画像データに含まれる上記左眼画像データおよび上記
右眼画像データと、上記受信部で受信された上記視差情報を用い、左眼画像および右眼画
像に重畳する同一の上記重畳情報に視差を付与し、上記重畳情報が重畳された左眼画像の
データおよび上記重畳情報が重畳された右眼画像のデータを得る画像データ処理部をさら
に備える
　立体画像データ受信装置にある。
【００４０】
　この発明において、受信部により、左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画
像と、視差情報とが受信される。この視差情報は、左眼画像データおよび右眼画像データ
による画像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するためのものである。この視
差情報は、重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで順次更新される視
差情報とされる。
【００４１】
　画像データ処理部により、左眼画像データおよび右眼画像データと、視差情報とが用い
られ、左眼画像および右眼画像に重畳する同一の重畳情報に視差が付与され、重畳情報が
重畳された左眼画像のデータおよび重畳情報が重畳された右眼画像のデータが得られる。
【００４２】
　このように、この発明においては、左眼画像および右眼画像に重畳される重畳情報（ク
ローズド・キャプション情報、サブタイトル情報など）に、この重畳情報に合った視差情
報（シフト対象指定情報付き）を用いて、適切な視差を付与できる。したがって、重畳情
報の表示において、画像内の各物体との間の遠近感の整合性を最適な状態に維持できる。
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また、この発明においては、重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで
、順次更新される視差情報により重畳情報に視差を付与できる。したがって、重畳情報に
付与する視差を画像内容の変化に連動して動的に変化させることが可能となる。
【００４３】
　また、この発明の他の概念は、
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データを出力する立体画像データ
出力部と、
　上記左眼画像データおよび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフト
させて視差を付与するための視差情報を出力する視差情報出力部と、
　上記立体画像データ出力部から出力される立体画像データおよび上記視差情報出力部か
ら出力される視差情報を送信する送信部とを備え、
　上記視差情報は、上記重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで共通
に使用される視差情報であり、
　上記視差情報には、上記各フレームで共通に使用される視差情報であるか、上記各フレ
ームで順次更新される視差情報であるかを示す情報が付加されている
　立体画像データ送信装置にある。
【００４４】
　この発明において、立体画像データ出力部により、左眼画像データおよび右眼画像デー
タを含む立体画像データが出力される。また、視差情報出力部により、左眼画像データお
よび右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するための
視差情報が出力される。ここで、重畳情報は、字幕を表示するクローズド・キャプション
情報、サブタイトル情報など、画像に重畳される情報を意味している。
【００４５】
　そして、送信部により、立体画像データ出力部から出力される立体画像データおよび視
差情報出力部から出力される視差情報が送信される。このように立体画像データと共に送
信される視差情報は、重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで共通に
使用される視差情報とされる。
【００４６】
　このように、この発明においては、立体画像を表示するための左眼画像データおよび右
眼画像データと共に視差情報が送信される。そのため、受信側においては、左眼画像およ
び右眼画像に重畳される同一の重畳情報（クローズド・キャプション情報、サブタイトル
情報など）に、視差情報を用いて、適切な視差を付与できる。そのため、重畳情報の表示
において、画像内の各物体との間の遠近感の整合性を最適な状態に維持できる。
【００４７】
　また、この発明においては、受信された視差情報は、重畳情報が表示される所定数のフ
レーム期間の各フレームで共通に使用される視差情報とされる。そのため、視差情報のデ
ータ量を大幅に抑制することが可能となる。
【００４８】
　また、この発明の他の概念は、
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データと、上記左眼画像データお
よび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するた
めの視差情報とを受信する受信部を備え、
　上記視差情報は、上記重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで共通
に使用される視差情報であり、
　上記受信部で受信された上記立体画像データに含まれる上記左眼画像データおよび上記
右眼画像データと、上記受信部で受信された上記視差情報を用い、左眼画像および右眼画
像に重畳する同一の上記重畳情報に視差を付与し、上記重畳情報が重畳された左眼画像の
データおよび上記重畳情報が重畳された右眼画像のデータを得る画像データ処理部をさら
に備える
　立体画像データ受信装置にある。
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【００４９】
　この発明において、受信部により、左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画
像と、視差情報とが受信される。この視差情報は、左眼画像データおよび右眼画像データ
による画像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するためのものである。この視
差情報は、重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで共通に使用される
視差情報とされる。
【００５０】
　画像データ処理部により、左眼画像データおよび右眼画像データと、視差情報とが用い
られ、左眼画像および右眼画像に重畳する同一の重畳情報に視差が付与され、重畳情報が
重畳された左眼画像のデータおよび重畳情報が重畳された右眼画像のデータが得られる。
【００５１】
　このように、この発明においては、左眼画像および右眼画像に重畳される重畳情報（ク
ローズド・キャプション情報、サブタイトル情報など）に、この重畳情報に合った視差情
報（シフト対象指定情報付き）を用いて、適切な視差を付与できる。したがって、重畳情
報の表示において、画像内の各物体との間の遠近感の整合性を最適な状態に維持できる。
また、この発明においては、重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで
共通に使用する視差情報とされている。そのため、処理負荷を軽減でき、またこの視差情
報を記憶しておくメモリの容量を抑制できる。
【００５２】
　また、この発明の他の概念は、
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データを出力する立体画像データ
出力部と、
　上記左眼画像データおよび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフト
させて視差を付与するための視差情報を出力する視差情報出力部と、
　上記立体画像データ出力部から出力される立体画像データおよび上記視差情報出力部か
ら出力される視差情報を送信する送信部とを備え、
　上記視差情報は、上記重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで共通
に使用される視差情報であるか、または上記記重畳情報が表示される所定数のフレーム期
間の各フレームで順次更新される視差情報であり、
　上記視差情報には、上記各フレームで共通に使用される視差情報であるか、上記各フレ
ームで順次更新される視差情報であるかを示すフラグ情報が付加されている
　立体画像データ送信装置にある。
【００５３】
　この発明において、立体画像データ出力部により、左眼画像データおよび右眼画像デー
タを含む立体画像データが出力される。また、視差情報出力部により、左眼画像データお
よび右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するための
視差情報が出力される。ここで、重畳情報は、字幕を表示するクローズド・キャプション
情報、サブタイトル情報など、画像に重畳される情報を意味している。
【００５４】
　そして、送信部により、立体画像データ出力部から出力される立体画像データおよび視
差情報出力部から出力される視差情報が送信される。このように立体画像データと共に送
信される視差情報は、重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで共通に
使用する視差情報であるか、または重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレ
ームで順次更新される視差情報とされる。そして、視差情報には、各フレームで共通に使
用される視差情報であるか、各フレームで順次更新される視差情報であるかを示すフラグ
情報が付加される。
【００５５】
　このように、この発明においては、立体画像を表示するための左眼画像データおよび右
眼画像データと共に視差情報が送信される。そのため、受信側においては、左眼画像およ
び右眼画像に重畳される同一の重畳情報（クローズド・キャプション情報、サブタイトル
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情報など）に、視差情報を用いて、適切な視差を付与できる。そのため、重畳情報の表示
において、画像内の各物体との間の遠近感の整合性を最適な状態に維持できる。
【００５６】
　また、この発明においては、各フレームで共通に使用される視差情報または各フレーム
で順次更新される視差情報を、例えば、画像内容に応じて、選択的に、送信することが可
能となる。すなわち、画像の動きが大きい場合には、各フレームで順次更新される視差情
報を送信して、受信側において、重畳情報に付与する視差を画像内容の変化に連動して動
的に変化させることができる。また、画像の動きが小さい場合には、各フレームで共通に
使用する視差情報を送信することで、視差情報のデータ量を抑制できる。
【００５７】
　また、この発明の他の概念は、
　左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データと、上記左眼画像データお
よび上記右眼画像データによる画像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するた
めの視差情報とを受信する受信部を備え、
　上記視差情報は、上記重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで共通
に使用される視差情報であるか、または上記記重畳情報が表示される所定数のフレーム期
間の各フレームで順次更新される視差情報であり、
　上記視差情報には、上記各フレームで共通に使用される視差情報であるか、上記各フレ
ームで順次更新される視差情報であるかを示すフラグ情報が付加されており、
　上記受信部で受信された上記立体画像データに含まれる上記左眼画像データおよび上記
右眼画像データと、上記受信部で受信された上記視差情報と、該視差情報に付加されてい
る上記フラグ情報とを用い、左眼画像および右眼画像に重畳する同一の上記重畳情報に視
差を付与し、上記重畳情報が重畳された左眼画像のデータおよび上記重畳情報が重畳され
た右眼画像のデータを得る画像データ処理部をさらに備える
　立体画像データ受信装置にある。
【００５８】
　この発明において、受信部により、左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画
像と、視差情報とが受信される。この視差情報は、左眼画像データおよび右眼画像データ
による画像に重畳する重畳情報をシフトさせて視差を付与するためのものである。この視
差情報は、重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで共通に使用される
視差情報であるか、または記重畳情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで
順次更新される視差情報であり、この視差情報には、各フレームで共通に使用される視差
情報であるか、各フレームで順次更新される視差情報であるかを示すフラグ情報が付加さ
れている。
【００５９】
　画像データ処理部により、左眼画像データおよび右眼画像データと、視差情報とが用い
られ、左眼画像および右眼画像に重畳する同一の重畳情報に視差が付与され、重畳情報が
重畳された左眼画像のデータおよび重畳情報が重畳された右眼画像のデータが得られる。
このように、この発明においては、左眼画像および右眼画像に重畳される重畳情報（クロ
ーズド・キャプション情報、サブタイトル情報など）に、この重畳情報に合った視差情報
を用いて、適切な視差を付与できる。したがって、重畳情報の表示において、画像内の各
物体との間の遠近感の整合性を最適な状態に維持できる。
【００６０】
　また、この発明においては、各フレームで共通に使用される視差情報または各フレーム
で順次更新される視差情報が受信されるが、いずれを受信したかは、フラグ情報により判
断できる。そして、受信された視差情報が各フレームで順次更新される視差情報である場
合には、重畳情報に付与する視差を画像内容の変化に連動して動的に変化させることが可
能となる。また、受信された視差情報が各フレームで共通に使用する視差情報である場合
には、処理負荷を軽減でき、またこの視差情報を記憶しておくメモリの容量を抑制できる
。
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【発明の効果】
【００６１】
　この発明によれば、左眼画像および右眼画像に重畳される重畳情報（クローズド・キャ
プション情報、サブタイトル情報、グラフィクス情報、テキスト情報など）に、この重畳
情報に合った視差情報セットを用いて、適切な視差を付与でき、重畳情報の表示において
、画像内の各物体との間の遠近感の整合性を最適な状態に維持できる。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】この発明の実施の形態としての立体画像表示システムの構成例を示すブロック図
である。
【図２】放送局における送信データ生成部の構成例を示すブロック図である。
【図３】１９２０×１０８０ｐのピクセルフォーマットの画像データを示す図である。
【図４】立体画像データ（３Ｄ画像データ）の伝送方式である「Top & Bottom」方式、「
Side By Side」方式、「Frame Sequential」方式を説明するための図である。
【図５】左眼画像に対する右眼画像の視差ベクトルを検出する例を説明するための図であ
る。
【図６】視差ベクトルをブロックマッチング方式で求めることを説明するための図である
。
【図７】視差ベクトル検出部で検出される、画像内の所定位置おける視差ベクトルＶＶの
一例を示す図である。
【図８】視差ベクトルの伝送内容を示す図である。
【図９】視差検出ブロック例と、その場合の視差ベクトルの伝送内容を示す図である。
【図１０】視差ベクトルを検出して伝送するタイミングの例を説明するための図である。
【図１１】視差ベクトルを検出して伝送するタイミングの例を説明するための図である。
【図１２】送信データ生成部において多重化される各データのストリーム例を示す図であ
る。
【図１３】放送局における送信データ生成部の他の構成例を示すブロック図である。
【図１４】放送局における送信データ生成部において多重化される各ストリームの一例を
示している。
【図１５】放送局における送信データ生成部の他の構成例を示すブロック図である。
【図１６】放送局における送信データ生成部において多重化される各ストリームの一例を
示している。
【図１７】伝送方式が第１の伝送方式（「Top & Bottom」方式）の場合における、左眼グ
ラフィクス情報および右眼グラフィクス情報の重畳位置等を説明するための図である。
【図１８】伝送方式が第１の伝送方式（「Top & Bottom」方式）の場合における、左眼グ
ラフィクス情報および右眼グラフィクス情報の生成方法を説明するための図である。
【図１９】伝送方式が第２の伝送方式（「Side By Side」方式）の場合における、左眼グ
ラフィクス情報および右眼グラフィクス情報の生成方法を説明するための図である。
【図２０】伝送方式が第２の伝送方式（「Side By Side」方式）の場合における、左眼グ
ラフィクス情報および右眼グラフィクス情報の生成方法を説明するための図である。
【図２１】放送局における送信データ生成部の他の構成例を示すブロック図である。
【図２２】放送局における送信データ生成部の他の構成例を示すブロック図である。
【図２３】ピクセル（画素）毎の視差ベクトルの値を各ピクセル（各画素）の輝度値とし
て用いた場合の画像例を示す図である。
【図２４】ブロック（Block）毎の視差ベクトルの一例を示す図である。
【図２５】送信データ生成部の視差情報セット作成部で行われるダウンサイジング処理の
一例を示す図である。
【図２６】画像上におけるサブタイトルおよびアプリケーショングラフィクスの表示例お
よびその遠近感を示す図である。
【図２７】ディスパリティ・シーケンスＩＤ（Disparity_Sequence_id）を説明するため
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の図である。
【図２８】ケース（１）（汎用目的の視差情報セットのみを送る（特定サービスとの関連
を持たない場合））で作成される視差情報セットの一例を示す図である。
【図２９】ケース（１）において、画像データの各一定期間の画像データに対応した複数
の視差情報セットの集合（Packed Disparity Set）がまとめて送信されること等を示す図
である。
【図３０】ケース（２）（汎用目的の視差情報セットのみを送る（特定サービスとの関連
を持つ場合））で作成される視差情報セットの一例を示す図である。
【図３１】ケース（２）において、画像データの各一定期間の画像データに対応した複数
の視差情報セットの集合（Packed Disparity Set）がまとめて送信されること等を示す図
である。
【図３２】コンポーネント・エレメントＩＤと視差ベクトルとの関連付け情報（Componen
t_Linked_Info）の一例を示す図である。
【図３３】ケース（２）において、画像データの各一定期間の画像データに対応した複数
の視差情報セットの集合（Packed Disparity Set）がまとめて送信されること等を示す図
である。
【図３４】コンポーネント・エレメントＩＤと視差ベクトルとの関連付け情報（Componen
t_Linked_Info）の一例を示す図である。
【図３５】ケース（３）（汎用目的の視差情報セットと特定サービス用途向けの視差情報
セットの双方を送る）で作成される視差情報セットの一例を示す図である。
【図３６】ケース（３）において、画像データの各一定期間の画像データに対応した複数
の視差情報セットの集合（Packed Disparity Set）がまとめて送信されること等を示す図
である。
【図３７】コンポーネント・エレメントＩＤと視差ベクトルとの関連付け情報（Componen
t_Linked_Info）の一例を示す図である。
【図３８】ケース（４）（特定サービス用途向けの視差情報セットのみを送る）で作成さ
れる視差情報セットの一例を示す図である。
【図３９】ケース（４）において、画像データの各一定期間の画像データに対応した複数
の視差情報セットの集合（Packed Disparity Set）がまとめて送信されること等を示す図
である。
【図４０】ＤＶＢサブタイトルの場合において、エレメンタリＰＩＤ（Elementary PID）
を用いた、サブタイトル・セグメント（SubtitleSegment）と、視差ベクトルデータ（Dis
parity Data）との関連付けを説明するための図である。
【図４１】ビデオエレメンタリーストリームの構造例を概略的に示す図である。
【図４２】ＭＰＥＧ２、Ｈ．２６４　ＡＶＣ、ＶＣ－１の各符号化方式におけるユーザデ
ータの構成例を示す図である。
【図４３】ディスパリティ・シーケンスＩＤ（Disparity_Sequence_id）とサービスとを
関連付けするディスパリティ・リンケージ・デスクリプタ（Disparity_Linkage_Descript
or）の構成例を示す図である。
【図４４】ディスパリティ・リンケージ・デスクリプタ（Disparity_Linkage_Descriptor
）おける各情報の内容を示す図である。
【図４５】視差情報セットを画像データストリームのユーザデータ領域に挿入して受信側
に送る場合、および視差情報セットを含む視差ベクトルのエレメンタリーストリーム（Ｐ
ＥＳ）を他のストリームと多重化して受信側に送信する場合における、ＰＩＤの一例を示
す図である。
【図４６】「Disparity_Sequence_id＝１」が付加された視差情報セットがサブタイトル
と関連付け（リンク）される例、および「Disparity_Sequence_id＝2」が付加された視差
情報セットがクローズド・キャプションと関連付け（リンク）される例を示す図である。
【図４７】視差情報セットがサブタイトルと関連付けされる場合を示す図である。
【図４８】視差情報セットがサブタイトルと関連付けされる場合を示す図である。
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【図４９】視差情報セットがクローズド・キャプションと関連付けされる場合（ただし、
クローズド・キャプションデータが画像データストリームのユーザデータ領域に挿入して
受信側に送られる）を示す図である。
【図５０】視差情報セットがクローズド・キャプションと関連付けされる場合（ただし、
クローズド・キャプションデータが画像データストリームのユーザデータ領域に挿入して
受信側に送られる）を示す図である。
【図５１】視差情報（Disparity_Information）を含むユーザデータの詳細構成の一例を
示す図である。
【図５２】視差情報（Disparity_Information）の構成例を示す図である。
【図５３】視差情報データ（Disparity_Information_Data）に含まれるＤＳＬ（Disparit
y_Information_Link_Information）の構成を示す図である。
【図５４】視差情報データ（Disparity_Information_Data）に含まれるＤＨＩ（Disparit
y_Header_Information）の構成を示す図である。
【図５５】視差情報データ（Disparity_Information_Data）に含まれるＤＨＩ（Disparit
y_Header_Information）の構成を示す図である。
【図５６】視差情報データ（Disparity_Information_Data）に含まれるＤＤＳ（Disparit
yData Set）の構成を示す図である。
【図５７】ＤＳＬ，ＤＨＩ，ＤＤＳおける各情報の内容を示す図である。
【図５８】ＤＳＬ，ＤＨＩ，ＤＤＳおける各情報の内容を示す図である。
【図５９】ＤＳＬ，ＤＨＩ，ＤＤＳおける各情報の内容を示す図である。
【図６０】ＤＳＬ，ＤＨＩ，ＤＤＳおける各情報の内容を示す図である。
【図６１】ＤＨＩに含まれる「Paｒtition」の情報を説明するための図である。
【図６２】放送局における送信データ生成部の他の構成例を示すブロック図である。
【図６３】放送局における送信データ生成部の他の構成例を示すブロック図である。
【図６４】視差情報を含むユーザデータの詳細構成の一例を示す図である。
【図６５】視差情報を含むユーザデータの詳細構成内の各情報の内容を示す図である。
【図６６】視差情報の詳細構成の一例を示す図である。
【図６７】視差情報の詳細構成内の各情報の内容を示す図である。
【図６８】視差情報の詳細構成内の各情報の内容を示す図である。
【図６９】視差情報の構成におけるデータ量（データサイズ）の計算例を示す図である。
【図７０】伝送方式が第２の伝送方式（「Side By Side」方式）の場合における、左眼グ
ラフィクス情報および右眼グラフィクス情報の重畳位置を示す図である。
【図７１】左眼画像、右眼画像に対して、ビットストリームデータから抽出された従来方
法により伝送されるグラフィクスデータによるグラフィクス画像をそのまま重畳した状態
を示す図である。
【図７２】時刻Ｔ０，Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３における３つのオブジェクト位置の視差ベクトル
（View Vector）を示す図である。
【図７３】画像上における字幕（グラフィクス情報）の表示例と、背景、近景オブジェク
ト、字幕の遠近感を示す図である。
【図７４】画像上における字幕（グラフィクス情報）の表示例と、字幕を表示するための
左眼グラフィクス情報ＬＧＩおよび右眼グラフィクス情報ＲＧＩを示す図である。
【図７５】視差ベクトルとして、画像内の複数位置で検出された視差ベクトルのうち、そ
の重畳位置に対応したものを使用することを説明するための図である。
【図７６】視差ベクトルとして、画像内の複数位置で検出された視差ベクトルのうち、そ
の重畳位置に対応したものを使用することを説明するための図である。
【図７７】視差ベクトルとして、画像内の複数位置で検出された視差ベクトルのうち、そ
の重畳位置に対応したものを使用することを説明するための図である。
【図７８】画像内にＡ，Ｂ，Ｃの各オブジェクトが存在し、これら各オブジェクトの近傍
位置に、各オブジェクトの注釈を示すテキスト情報を重畳することを示す図である。
【図７９】立体画像表示システムを構成するセットトップボックスの構成例を示すブロッ
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ク図である。
【図８０】セットトップボックスを構成するビットストリーム処理部の構成例を示すブロ
ック図である。
【図８１】視差ベクトルＶＶ１が、テレビディスプレイに向かって左側のビデオオブジェ
クトの方が大きい場合のスピーカ出力制御例を示す図である。
【図８２】放送局から送られてくる各データストリームと視差ベクトルとの対応関係を示
す図である。
【図８３】放送局から送られてくる各データストリームと視差ベクトルとの対応関係を示
す図である。
【図８４】放送局から送られてくる画像データ、クローズド・キャプションデータ、グラ
フィックスデータおよび視差情報セットとの対応関係を示す図である。
【図８５】セットトップボックスを構成するビットストリーム処理部の他の構成例を示す
ブロック図である。
【図８６】放送局から送られてくる各データストリームと視差ベクトルとの対応関係を示
す図である。
【図８７】放送局から送られてくる各データストリームと視差ベクトルとの対応関係を示
す図である。
【図８８】放送局から送られてくる各データストリームと視差ベクトルとの対応関係を示
す図である。
【図８９】放送局から送られてくる画像データ、クローズド・キャプションデータ、グラ
フィックスデータおよび視差情報セットとの対応関係を示す図である。
【図９０】セットトップボックスを構成するビットストリーム処理部の他の構成例を示す
ブロック図である。
【図９１】セットトップボックスを構成するビットストリーム処理部の他の構成例を示す
ブロック図である。
【図９２】セットトップボックスを構成するビットストリーム処理部の他の構成例を示す
ブロック図である。
【図９３】各フレームで順次更新される視差情報に基づいて、左眼画像、右眼画像に重畳
されるクローズド・キャプション情報に視差を付与する処理の一例を示す図である。
【図９４】セットトップボックスの他の構成例を示すブロック図である。
【図９５】左眼画像および右眼画像へのサブタイトル情報およびグラフィクス情報の重畳
例を示す図である。
【図９６】立体画像表示システムを構成するテレビ受信機の構成例を示す図である。
【図９７】ＨＤＭＩ送信部（ＨＤＭＩソース）とＨＤＭＩ受信部（ＨＤＭＩシンク）の構
成例を示すブロック図である。
【図９８】ＨＤＭＩ送信部を構成するＨＤＭＩトランスミッタと、ＨＤＭＩ受信部を構成
するＨＤＭＩレシーバの構成例を示すブロック図である。
【図９９】ＴＭＤＳ伝送データの構造例（横×縦が１９２０ピクセル×１０８０ラインの
画像データが伝送される場合）を示す図である。
【図１００】ソース機器およびシンク機器のＨＤＭＩケーブルが接続されるＨＤＭＩ端子
のピン配列（タイプＡ）を示す図である。
【図１０１】Ｅ－ＥＤＩＤのデータ構造例を示す図である。
【図１０２】Vender Specific領域（HDMI Vendor Specific DataBlock）のデータ構造例
を示す図である。
【図１０３】立体画像データのＴＭＤＳ伝送データ構造の一つであるフレームパッキング
方式の３Ｄビデオフォーマットを示す図である。
【図１０４】立体画像データのＴＭＤＳ伝送データ構造の一つであるラインオルタネイテ
ィブ方式の３Ｄビデオフォーマットを示す図である。
【図１０５】立体画像データのＴＭＤＳ伝送データ構造の一つであるサイド・バイ・サイ
ド（Ｆｕｌｌ）方式の３Ｄビデオフォーマットを示す図である。
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【図１０６】コンポーネント・エレメントＩＤに、視差ベクトルを関連付けする他の方法
を説明するための図である。
【図１０７】立体画像表示システムの他の構成例を示す図である。
【図１０８】両眼視差を利用した立体画像表示において、スクリーン上におけるオブジェ
クトの左右像の表示位置と、その立体像の再生位置との関係を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００６３】
　以下、発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」とする）について説明する。
なお、説明を以下の順序で行う。
　１．実施の形態
　２．変形例
【００６４】
　＜１．実施の形態＞
　［立体画像送受信システムの構成例］
　図１は、実施の形態としての立体画像送受信システム１０の構成例を示している。この
立体画像送受信システム１０は、放送局１００と、セットトップボックス（ＳＴＢ：Set 
Top Box）２００と、テレビ受信機３００を有している。
【００６５】
　セットトップボックス２００およびテレビ受信機３００は、ＨＤＭＩ(High Definition
 Multimedia Interface)ケーブル４００を介して接続されている。セットトップボックス
２００には、ＨＤＭＩ端子２０２が設けられている。テレビ受信機３００には、ＨＤＭＩ
端子３０２が設けられている。ＨＤＭＩケーブル４００の一端はセットトップボックス２
００のＨＤＭＩ端子２０２に接続され、このＨＤＭＩケーブル４００の他端はテレビ受信
機３００のＨＤＭＩ端子３０２に接続されている。
【００６６】
　［放送局の説明］
　放送局１００は、ビットストリームデータを、放送波にのせて送信する。このビットス
トリームデータには、左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データ、音声
データ、重畳情報データ、さらには視差情報（視差ベクトル）などが含まれる。ここで、
重畳情報データは、クローズド・キャプションデータ、サブタイトルデータ、グラフィク
スデータ、テキストデータなどである。
【００６７】
　「送信データ生成部の構成例」
　図２は、放送局１００において、上述のビットストリームデータを生成する送信データ
生成部１１０の構成例を示している。この構成例は、視差ベクトルを数値情報として送信
する例である。この送信データ生成部１１０は、カメラ１１１Ｌ，１１１Ｒと、ビデオフ
レーミング部１１２と、ビデオエンコーダ１１３と、視差ベクトル検出部１１４と、視差
ベクトルエンコーダ１１５を有している。
【００６８】
　また、この送信データ生成部１１０は、マイクロホン１１６と、オーディオエンコーダ
１１７と、サブタイトル・グラフィクス発生部１１８と、サブタイトル・グラフィクスエ
ンコーダ１１９と、テキスト発生部１２０と、テキストエンコーダ１２１と、マルチプレ
クサ１２２を有している。なお、この実施の形態において、テキスト発生部１２０は、ク
ローズド・キャプションデータの発生部を兼ねているものとする。このクローズド・キャ
プションデータは、クローズド・キャプションの字幕表示をするためのテキストデータで
ある。
【００６９】
　カメラ１１１Ｌは、左眼画像を撮影して立体画像表示のための左眼画像データを得る。
カメラ１１１Ｒは、右眼画像を撮影して立体画像表示のための右眼画像データを得る。ビ
デオフレーミング部１１２は、カメラ１１１Ｌで得られる左眼画像データおよびカメラ１
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１１Ｒで得られる右眼画像データを、伝送方式に応じた状態に加工処理する。
【００７０】
　［立体画像データの伝送方式例］
　ここでは、立体画像データ（３Ｄ画像データ）の伝送方式として、以下の第１～第３の
方式を挙げるが、これら以外の伝送方式であってもよい。ここでは、図３に示すように、
左眼（Ｌ）および右眼（Ｒ）の画像データが、それぞれ、決められた解像度、例えば、１
９２０×１０８０ｐのピクセルフォーマットの画像データである場合を例にとって説明す
る。
【００７１】
　第１の伝送方式は、「Top & Bottom」方式で、図４（ａ）に示すように、垂直方向の前
半では左眼画像データの各ラインのデータを伝送し、垂直方向の後半では左眼画像データ
の各ラインのデータを伝送する方式である。この場合、左眼画像データおよび右眼画像デ
ータのラインが１／２に間引かれることから原信号に対して垂直解像度は半分となる。
【００７２】
　第２の伝送方式は、「Side By Side」方式で、図４（ｂ）に示すように、水平方向の前
半では左眼画像データのピクセルデータを伝送し、水平方向の後半では右眼画像データの
ピクセルデータを伝送する方式である。この場合、左眼画像データおよび右眼画像データ
は、それぞれ、水平方向のピクセルデータが１／２に間引かれる。現信号に対して、水平
解像度は半分となる。
【００７３】
　第３の伝送方式は、「Frame Sequential」方式で、図４（ｃ）に示すように、左眼画像
データと右眼画像データとをフィールド毎に順次切換えて伝送する方式である。
【００７４】
　図２に戻って、ビデオエンコーダ１１３は、ビデオフレーミング部１１２で加工処理さ
れた立体画像データに対して、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣ、ＭＰＥＧ２、ＶＣ－１等の符号化を
施して符号化ビデオデータを得る。また、ビデオエンコーダ１１３は、後段にストリーム
フォーマッタ１１３ａを備える。このストリームフォーマッタ１１３ａにより、ペイロー
ド部に符号化ビデオデータを含むビデオのエレメンタリーストリームを生成する。
【００７５】
　視差ベクトル検出部１１４は、左眼画像データおよび右眼画像データに基づき、画像内
の所定位置において、左眼画像および右眼画像の一方に対する他方の視差情報である視差
ベクトルを検出する。ここで、画像内の所定位置は、全ての画素位置、複数画素からなる
各領域の代表位置、あるいは、重畳情報、ここではグラフィック情報やテキスト情報を重
畳する領域の代表位置等である。
【００７６】
　［視差ベクトルの検出］
　視差ベクトルの検出例について説明する。ここでは、左眼画像に対する右眼画像の視差
ベクトルを検出する例について説明する。図５に示すように、左眼画像を検出画像とし、
右眼画像を参照画像とする。この例では、（xi,yi）および（xj,yj）の位置における視差
ベクトルが検出される。
【００７７】
　（xi,yi）の位置における視差ベクトルを検出する場合を例にとって説明する。この場
合、左眼画像に、（xi,yi）の位置の画素を左上とする、例えば８×８あるいは１６×１
６の画素ブロック（視差検出ブロック）Ｂｉが設定される。そして、右眼画像において、
画素ブロックＢｉとマッチングする画素ブロックが探索される。
【００７８】
　この場合、右眼画像に、（xi,yi）の位置を中心とする探索範囲が設定され、その探索
範囲内の各画素を順次注目画素として、上述の画素ブロックＢｉと同様の例えば８×８あ
るいは１６×１６の比較ブロックが順次設定されていく。
【００７９】
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　画素ブロックＢｉと順次設定される比較ブロックとの間で、対応する画素毎の差分絶対
値の総和が求められる。ここで、図６に示すように、画素ブロックＢｉの画素値をＬ(x,y
)とし、比較ブロックの画素値をＲ(x,y)とするとき、画素ブロックＢｉと、ある比較ブロ
ックとの間における差分絶対値の総和は、Σ｜Ｌ(x,y)－Ｒ(x,y)｜で表される。
【００８０】
　右眼画像に設定される探索範囲にｎ個の画素が含まれているとき、最終的にｎ個の総和
Ｓ１～Ｓｎが求められ、その中で最小の総和Ｓminが選択される。そして、この総和Ｓmin
が得られた比較ブロックから左上の画素の位置が（xi′,yi′）が得られる。これにより
、（xi,yi）の位置における視差ベクトルは、（xi′－xi，yi′－yi）のように検出され
る。詳細説明は省略するが、（xj,yj）の位置における視差ベクトルについても、左眼画
像に、（xj,yj）の位置の画素を左上とする、例えば８×８あるいは１６×１６の画素ブ
ロックＢｊが設定されて、同様の処理過程で検出される。
【００８１】
　図７（ａ）は、視差ベクトル検出部１１４で検出される、画像内の所定位置おける視差
ベクトルＶＶの一例を示している。この場合、図７（ｂ）に示すように、この画像内の所
定位置においては、左眼画像（検出画像）を視差ベクトルＶＶだけずらすと、右眼画像（
参照画像）と重なることを意味する。
【００８２】
　図２に戻って、視差ベクトルエンコーダ１１５は、視差ベクトル検出部１１４で検出さ
れた視差ベクトル等を含む視差ベクトルのエレメンタリーストリームを生成する。ここで
、視差ベクトルのエレメンタリーストリームには、以下の内容が含まれる。すなわち、Ｉ
Ｄ（ID_Block）、垂直位置情報（Vertical_Position）、水平位置情報（Horizontal_Posi
tion）、視差ベクトル（View_Vector）が１セットとされる。そして、この１セットが視
差検出ブロックの数であるＮ個分だけ繰り返される。
【００８３】
　図８は、視差ベクトルの伝送内容を示している。視差ベクトルには、垂直方向成分（Vi
ew_Vector_Vertical）および水平方向成分（View_Vector_Horizontal）が含まれている。
　なお、視差検出ブロックの垂直、水平の位置は、画像の左上の原点から、ブロックの左
上の画素までの垂直方向、水平方向のオフセット値となる。各視差ベクトルの伝送に、視
差検出ブロックのＩＤを付すのは、画像に重畳表示させるクローズド・キャプション情報
、サブタイトル情報、グラフィクス情報、テキスト情報等の重畳情報のパターンとのリン
クがとれるようにするためである。
【００８４】
　なお、図８の例では、水平、垂直の視差ベクトル（視差情報）を１６ビットの情報とし
ている。しかし、この視差ベクトル（視差情報）のビット数はこの１６ビットに限定され
るものではない。後述する８ビットなど、表示サイズ、あるいは付与すべき視差の大きさ
などにより適宜なビット数をとることができる。
【００８５】
　例えば、図９（ａ）に示すように、Ａ～Ｆまでの視差検出ブロックが存在するとき、伝
送内容には、図９（ｂ）に示すように、その視差検出ブロックＡ～ＦのＩＤと、垂直、水
平の位置情報と、視差ベクトルが含まれる。例えば、図９（ｂ）において、視差検出ブロ
ックＡに関しては、ＩＤ２は視差検出ブロックＡのＩＤを示し、（Ｈａ，Ｖａ）は視差検
出ブロックＡの垂直、水平の位置情報を示し、視差ベクトルａは視差検出ブロックＡの視
差ベクトルを示している。
【００８６】
　ここで、視差ベクトルを検出して伝送するタイミングについて説明する。このタイミン
グに関しては、例えば、以下の第１～第４の例が考えられる。
【００８７】
　第１の例においては、図１０（ａ）に示すように、ピクチャの符号化に同期させる。こ
の場合、視差ベクトルは、ピクチャ単位で伝送される。このピクチャ単位は、視差ベクト
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ルを伝送する際のもっとも細かい単位である。第２の例においては、図１０（ｂ）に示す
ように、ビデオのシーンに同期させる。この場合、視差ベクトルは、シーン単位で伝送さ
れる。
【００８８】
　第３の例においては、図１０（ｃ）に示すように、符号化ビデオのＩピクチャ(Intra p
icture)、またはＧＯＰ（Group Of Pictures）に同期させる。第４の例においては、図１
１に示すように、画像に重畳表示されるサブタイトル情報、グラフィクス情報、テキスト
情報等の表示開始タイミングに同期させる。
【００８９】
　図２に戻って、マイクロホン１１６は、カメラ１１１Ｌ，１１１Ｒで撮影された画像に
対応した音声を検出して、音声データを得る。オーディオエンコーダ１１７は、マイクロ
ホン１１６で得られた音声データに対して、ＭＰＥＧ－２Ａｕｄｉｏ ＡＡＣ等の符号化
を施し、オーディオのエレメンタリーストリームを生成する。
【００９０】
　サブタイトル・グラフィクス発生部１１８は、画像に重畳するサブタイトル情報やグラ
フィクス情報のデータ（サブタイトルデータ、グラフィクスデータ）を発生する。サブタ
イトル情報は、例えば字幕である。また、グラフィクス情報は、例えばロゴなどである。
このサブタイトルデータおよびグラフィクスデータは、ビットマップデータである。この
サブタイトルデータおよびグラフィクスデータには、画像上の重畳位置を示すアイドリン
グオフセット情報が付加されている。
【００９１】
　このアイドリングオフセット情報は、例えば、画像の左上の原点から、サブタイトル情
報やグラフィクス情報の重畳位置の左上の画素までの垂直方向、水平方向のオフセット値
を示す。なお、字幕データをビットマップデータとして伝送する規格は、ヨーロッパのデ
ジタル放送規格であるＤＶＢでDVB_Subtitlingとして規格化され、運用されている。
【００９２】
　サブタイトル・グラフィクスエンコーダ１１９は、サブタイトル・グラフィクス発生部
１１８で発生されたサブタイトル情報やグラフィクス情報のデータ（サブタイトルデータ
、グラフィクスデータ）を入力する。そして、このサブタイトル・グラフィクスエンコー
ダ１１９は、これらのデータをペイロード部に含むエレメンタリーストリームを生成する
。
【００９３】
　テキスト発生部１２０は、画像に重畳するテキスト情報のデータ（テキストデータ）を
発生する。テキスト情報は、例えば電子番組表、文字放送内容などである。このテキスト
データには、上述のグラフィクスデータと同様に、画像上の重畳位置を示すアイドリング
オフセット情報が付加されている。このアイドリングオフセット情報は、例えば、画像の
左上の原点から、テキスト情報の重畳位置の左上の画素までの垂直方向、水平方向のオフ
セット値を示す。なお、テキストデータを伝送する例としては、番組予約として運用され
ているＥＰＧ、アメリカのデジタル地上波規格ＡＴＳＣのCC_data(Closed Caption)があ
る。
【００９４】
　テキストエンコーダ１２１は、テキスト発生部１２０で発生されたテキストデータを入
力する。そして、テキストエンコーダ１２１は、これらのデータをペイロード部に含むエ
レメンタリーストリームを生成する。
【００９５】
　マルチプレクサ１２２は、エンコーダ１１３，１１５，１１７，１１９，１２１から出
力されるパケット化されたエレメンタリーストリームを多重化する。そして、このマルチ
プレクサ１２２は、伝送データとしてのビットストリームデータ（トランスポートストリ
ーム）ＢＳＤを出力する。
【００９６】
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　図２に示す送信データ生成部１１０の動作を簡単に説明する。カメラ１１１Ｌでは、左
眼画像が撮影される。このカメラ１１１Ｌで得られる立体画像表示のための左眼画像デー
タはビデオフレーミング部１１２に供給される。また、カメラ１１１Ｒでは、右眼画像が
撮影される。このカメラ１１１Ｒで得られる立体画像表示のための右眼画像データはビデ
オフレーミング部１１２に供給される。ビデオフレーミング部１１２では、左眼画像デー
タおよび右眼画像データが、伝送方式に応じた状態に加工処理されて、立体画像データが
得られる（図４（ａ）～（ｃ）参照）。
【００９７】
　ビデオフレーミング部１１２で得られる立体画像データはビデオエンコーダ１１３に供
給される。このビデオエンコーダ１１３では、立体画像データに対してＭＰＥＧ４－ＡＶ
Ｃ、ＭＰＥＧ２、ＶＣ－１等の符号化が施され、符号化ビデオデータを含むビデオエレメ
ンタリーストリームが生成される。このビデオエレメンタリーストリームはマルチプレク
サ１２２に供給される。
【００９８】
　また、カメラ１１１Ｌ，１１１Ｒで得られた左眼画像データ、右眼画像データは、ビデ
オフレーミング部１１２を通じて、視差ベクトル検出部１１４に供給される。この視差ベ
クトル検出部１１４では、左眼画像データおよび右眼画像データに基づき、画像内の所定
位置において、視差検出ブロックが設定され、左眼画像および右眼画像の一方に対する他
方の視差情報である視差ベクトルが検出される。
【００９９】
　視差ベクトル検出部１１４で検出された画像内の所定位置における視差ベクトルは、視
差ベクトルエンコーダ１１５に供給される。この場合、視差検出ブロックのＩＤ、視差検
出ブロックの垂直位置情報、視差検出ブロックの水平位置情報、視差ベクトルが１セット
として渡される。視差ベクトルエンコーダ１１５では、視差ベクトルの伝送内容（図８参
照）を含む視差ベクトルエレメンタリーストリームが生成される。この視差ベクトルエレ
メンタリーストリームはマルチプレクサ１２２に供給される。
【０１００】
　また、マイクロホン１１６では、カメラ１１１Ｌ，１１１Ｒで撮影された画像に対応し
た音声が検出される。このマイクロホン１１６で得られる音声データはオーディオエンコ
ーダ１１７に供給される。このオーディオエンコーダ１１７では、音声データに対して、
ＭＰＥＧ－２Ａｕｄｉｏ ＡＡＣ等の符号化が施され、符号化オーディオデータを含むオ
ーディオエレメンタリーストリームが生成される。このオーディオエレメンタリーストリ
ームはマルチプレクサ１２２に供給される。
【０１０１】
　また、サブタイトル・グラフィクス発生部１１８では、画像に重畳するサブタイトル情
報やグラフィクス情報のデータ（サブタイトルデータ、グラフィクスデータ）が発生され
る。このデータ（ビットマップデータ）は、サブタイトル・グラフィクスエンコーダ１１
９に供給される。このサブタイトル・グラフィクスデータには、画像上の重畳位置を示す
アイドリングオフセット情報が付加されている。サブタイトル・グラフィクスエンコーダ
１１９では、このグラフィクスデータに対して所定の符号化が施され、符号化データを含
むエレメンタリーストリームが生成される。このエレメンタリーストリームはマルチプレ
クサ１２２に供給される。
【０１０２】
　また、テキスト発生部１２０では、画像に重畳するテキスト情報のデータ（テキストデ
ータ）が発生される。このテキストデータは、テキストエンコーダ１２１に供給される。
このテキストデータには、上述のグラフィクスデータと同様に、画像上の重畳位置を示す
アイドリングオフセット情報が付加されている。テキストエンコーダ１２１では、このテ
キストデータに対して所定の符号化が施され、符号化データを含むエレメンタリーストリ
ームが生成される。このエレメンタリーストリームはマルチプレクサ１２２に供給される
。
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【０１０３】
　マルチプレクサ１２２では、各エンコーダから供給されるエレメンタリーストリームの
パケットが多重化され、伝送データとしてのビットストリームデータ（トランスポートス
トリーム）ＢＳＤが得られる。
【０１０４】
　図１２は、図２に示す送信データ生成部１１０において多重化される各データのストリ
ーム例を示している。なお、この例は、視差ベクトルが、ビデオのシーン単位で検出され
て伝送される場合（図１０（ｂ）参照）を示している。なお、各ストリームのパケットに
は、同期表示用のタイムスタンプが付され、受信側で、画像に対して、サブタイトル情報
、グラフィクス情報、テキスト情報等の重畳タイミングを制御することが可能となってい
る。
【０１０５】
　「送信データ生成部の他の構成例」
　なお、上述の図２に示す送信データ生成部１１０は、視差ベクトルの伝送内容（図８参
照）を独立したエレメンタリーストリームとして受信側に伝送する構成となっている。し
かし、視差ベクトルの伝送内容を他のストリームの中に埋め込んで伝送することも考えら
れる。例えば、視差ベクトルの伝送内容は、ビデオのストリームにユーザデータとして埋
め込まれて伝送される。また、例えば、視差ベクトルの伝送内容は、サブタイトル、グラ
フィクス、あるいはテキストのストリームに埋め込まれて伝送される。
【０１０６】
　図１３は、送信データ生成部１１０Ａの構成例を示している。この例も、視差ベクトル
を数値情報として送信する例である。この送信データ生成部１１０Ａは、視差ベクトルの
伝送内容を、ビデオのストリームにユーザデータとして埋め込んで伝送する構成となって
いる。この図１３において、図２と対応する部分には同一符号を付し、その詳細説明は省
略する。
【０１０７】
　この送信データ生成部１１０Ａにおいて、視差ベクトル検出１１４で検出された画像内
の所定位置における視差ベクトルは、ビデオエンコーダ１１３内のストリームフォーマッ
タ１１３ａに供給される。この場合、視差検出ブロックのＩＤ、視差検出ブロックの垂直
位置情報、視差検出ブロックの水平位置情報、視差ベクトルが１セットとして渡される。
ストリームフォーマッタ１１３ａでは、ビデオのストリームに、視差ベクトルの伝送内容
（図８参照）が、ユーザデータとして埋め込まれる。
【０１０８】
　詳細説明は省略するが、この図１３に示す送信データ生成部１１０Ａのその他は、図２
に示す送信データ生成部１１０と同様に構成されている。
【０１０９】
　図１４は、図１３に示す送信データ生成部１１０Ａにおいて多重化される画像データス
トリームと、サブタイトルあるいはグラフィクスのデータストリームと、テキストデータ
ストリームの一例を示している。視差ベクトル（視差情報）は、画像データストリームに
埋め込まれて伝送される。
【０１１０】
　「送信データ生成部の他の構成例」
　図１５は、送信データ生成部１１０Ｂの構成例を示している。この例も、視差ベクトル
を数値情報として送信する例である。この送信データ生成部１１０Ｂは、視差ベクトルの
伝送内容を、サブタイトルあるいはグラフィクスのデータストリームに埋め込んで伝送す
る構成となっている。この図１５において、図２と対応する部分には同一符号を付し、そ
の詳細説明は省略する。
【０１１１】
　この送信データ生成部１１０Ｂにおいて、視差ベクトル検出１１４で検出された画像内
の所定位置における視差ベクトルは、サブタイトル・グラフィクスエンコーダ１１９内の
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ストリームフォーマッタ１１９ａに供給される。この場合、視差検出ブロックのＩＤ、視
差検出ブロックの垂直位置情報、視差検出ブロックの水平位置情報、視差ベクトルが１セ
ットとして渡される。ストリームフォーマッタ１１９ａでは、サブタイトルあるいはグラ
フィクスのデータストリームに、視差ベクトルの伝送内容（図８参照）が埋め込まれる。
【０１１２】
　詳細説明は省略するが、この図１５に示す送信データ生成部１１０Ｂのその他は、図２
に示す送信データ生成部１１０と同様に構成され、同様に動作する。
【０１１３】
　図１６は、図１５に示す送信データ生成部１１０Ｂにおいて多重化される、画像データ
ストリームと、サブタイトルあるいはグラフィクスのデータストリームと、テキストデー
タストリームの一例を示している。視差ベクトル（視差情報）は、サブタイトルあるいは
グラフィクスのデータストリームに埋め込まれて伝送される。
【０１１４】
　「送信データ生成部の他の構成例」
　また、上述の図２、図１３、図１５に示す送信データ生成部１１０，１１０Ａ，１１０
Ｂは、視差ベクトルを数値情報として送信する（図８参照）。しかし、視差ベクトルを数
値情報として伝送する代わりに、画像に重畳するための重畳情報（例えば、サブタイトル
情報、グラフィクス情報、テキスト情報等）のデータに送信側で視差情報を予め反映させ
て送信することも考えられる。
【０１１５】
　例えば、グラフィクス情報のデータに反映させる場合、送信側で、左眼画像に重畳すべ
き左眼グラフィクス情報と右眼画像に重畳すべき右眼グラフィクス情報の双方に対応した
グラフィクスデータが生成される。この場合、左眼グラフィクス情報および右眼グラフィ
クス情報は同一のグラフィクス情報である。しかし、画像内の表示位置が、例えば、左眼
グラフィクス情報に対して、右眼グラフィクス情報は、その表示位置に対応した視差ベク
トルの水平方向成分だけ、水平方向にずれるようにされる。
【０１１６】
　例えば、視差ベクトルとしては、画像内の複数位置で検出された視差ベクトルのうち、
その重畳位置に対応したものが使用される。また、例えば、視差ベクトルとしては、画像
内の複数位置で検出された視差ベクトルのうち、遠近感でいうところの最も近く認識され
る位置の視差ベクトルが使用される。なお、詳細説明は省略するが、サブタイトル情報や
グラフィクス情報のデータに視差情報を反映させる場合も同様である。
【０１１７】
　図１７（ａ）は、伝送方式が上述の第１の伝送方式（「Top & Bottom」方式）である場
合における、左眼グラフィクス情報および右眼グラフィクス情報の重畳位置を示している
。これら左眼グラフィクス情報および右眼グラフィクス情報は同一の情報である。ただし
、左眼画像ＩＬ上に重畳される左眼グラフィクス情報ＬＧＩに対して、右眼画像ＩＲ上に
重畳される右眼グラフィクス情報ＲＧＩは、視差ベクトルの水平方向成分ＶＶTだけ水平
方向にずれた位置とされている。
【０１１８】
　各画像ＩＬ，ＩＲに対して、図１７（ａ）に示すように、各グラフィクス情報ＬＧＩ，
ＲＧＩが重畳されるように、グラフィクスデータが生成される。これにより、視聴者は、
図１７（ｂ）に示すように、各画像ＩＬ，ＩＲと共に、各グラフィクス情報ＬＧＩ，ＲＧ
Ｉを、視差をもって観察でき、グラフィクス情報にも、遠近感を認知可能となる。
【０１１９】
　例えば、各グラフィクス情報ＬＧＩ，ＲＧＩのグラフィクスデータは、図１８（ａ）に
示すように、単一領域のデータとして生成される。この場合、各グラフィクス情報ＬＧＩ
，ＲＧＩ以外の部分のデータは、透明データとして生成されればよい。また、例えば、各
グラフィクス情報ＬＧＩ，ＲＧＩのグラフィクスデータは、図１８（ｂ）に示すように、
別領域のデータとして生成される。
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【０１２０】
　図１９（ａ）は、伝送方式が上述の第２の伝送方式（「Side By Side」方式）である場
合における、左眼グラフィクス情報および右眼グラフィクス情報の重畳位置を示している
。これら左眼グラフィクス情報および右眼グラフィクス情報は同一の情報である。ただし
、左眼画像ＩＬ上に重畳される左眼グラフィクス情報ＬＧＩに対して、右眼画像ＩＲ上に
重畳される右眼グラフィクス情報ＲＧＩは、視差ベクトルの水平方向成分ＶＶTだけ水平
方向にずれた位置とされている。なお、ＩTは、アイドリングオフセット値である。
【０１２１】
　各画像ＩＬ，ＩＲに対して、図１９（ａ）に示すように、各グラフィクス情報ＬＧＩ，
ＲＧＩが重畳されるように、グラフィクスデータが生成される。これにより、視聴者は、
図１９（ｂ）に示すように、各画像ＩＬ，ＩＲと共に、各グラフィクス情報ＬＧＩ，ＲＧ
Ｉを、視差をもって観察でき、グラフィクス情報にも、遠近感を認知可能となる。
【０１２２】
　例えば、各グラフィクス情報ＬＧＩ，ＲＧＩのグラフィクスデータは、図２０に示すよ
うに、単一領域のデータとして生成される。この場合、各グラフィクス情報ＬＧＩ，ＲＧ
Ｉ以外の部分のデータは、透明データとして生成されればよい。
【０１２３】
　図２１は、送信データ生成部１１０Ｃの構成例を示している。この送信データ生成部１
１０Ｃは、クローズド・キャプション情報、サブタイトル情報、グラフィクス情報、テキ
スト情報等の重畳情報のデータに視差情報を反映させて送信する構成となっている。この
図２１において、図２と対応する部分には同一符号を付し、その詳細説明は省略する。
【０１２４】
　この送信データ生成部１１０Ｃでは、サブタイトル・グラフィクス発生部１１８とサブ
タイトル・グラフィクスエンコーダ１１９との間に、サブタイトル・グラフィクス処理部
１２４が挿入されている。また、この送信データ生成部１１０Ｃでは、テキスト発生部１
２０とテキストエンコーダ１２１との間に、テキスト処理部１２５が挿入されている。そ
して、視差ベクトル検出部１１４で検出された画像内の所定位置における視差ベクトルは
、サブタイトル・グラフィクス処理部１２４およびテキスト処理部１２５に供給される。
【０１２５】
　サブタイトル・グラフィクス処理部１２４では、左眼画像ＩＬ、右眼画像ＩＲに重畳さ
れる、左眼、右眼のサブタイトルやグラフィクスの情報ＬＧＩ，ＲＧＩのデータが生成さ
れる。この場合、サブタイトル・グラフィクス発生部１１８で発生されるサブタイトルデ
ータやグラフィクスデータに基づいて発生される。左眼および右眼のサブタイトル情報や
グラフィクス情報は同一の情報である。しかし、画像内の重畳位置が、例えば、左眼のサ
ブタイトル情報やグラフィクス情報に対して、右眼のサブタイトル情報やグラフィクス情
報は、視差ベクトルの水平方向成分ＶＶTだけ、水平方向にずれるようにされる（図１７
（ａ）、図１９（ａ）参照）。
【０１２６】
　このようにサブタイトル・グラフィクス処理部１２４で生成されたサブタイトルデータ
やグラフィクスデータは、サブタイトル・グラフィクスエンコーダ１１９に供給される。
なお、このサブタイトルデータやグラフィクスデータには、画像上の重畳位置を示すアイ
ドリングオフセット情報が付加されている。サブタイトル・グラフィクスエンコーダ１１
９では、サブタイトル・グラフィクス処理部１２４で生成されたサブタイトルデータやグ
ラフィクスデータのエレメンタリーストリームが生成される。
【０１２７】
　また、テキスト処理部１２５では、テキスト発生部１２０で発生されるテキストデータ
に基づいて、左眼画像上に重畳される左眼テキスト情報のデータおよび右眼画像上に重畳
される右眼テキスト情報のデータが生成される。この場合、左眼テキスト情報および右眼
テキスト情報は同一のテキスト情報であるが、画像内の重畳位置が、例えば、左眼テキス
ト情報に対して、右眼テキスト情報は、視差ベクトルの水平方向成分ＶＶTだけ、水平方
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向にずれるようにされる。
【０１２８】
　このようにテキスト処理部１２５で生成されたテキストデータは、テキストエンコーダ
１２１に供給される。なお、このテキストデータには、画像上の重畳位置を示すアイドリ
ングオフセット情報が付加されている。テキストエンコーダ１２１では、テキスト処理部
で生成されたテキストスデータのエレメンタリーストリームが生成される。
【０１２９】
　詳細説明は省略するが、この図２１に示す送信データ生成部１１０Ｃのその他は、図２
に示す送信データ生成部１１０と同様に構成されている。
【０１３０】
　「送信データ生成部の他の構成例」
　図２、図１３、図１５に示す送信データ生成部１１０，１１０Ａ，１１０Ｂにおいて、
視差ベクトル検出部１１４では、左眼画像データおよび右眼画像データに基づき、画像内
の所定位置における視差ベクトル（視差情報）が検出される。送信データ生成部１１０，
１１０Ａ，１１０Ｂでは、視差ベクトル検出部１１４で検出された画像内の所定位置にお
ける視差情報をそのまま受信側に送信する構成となっている。
【０１３１】
　しかし、例えば、データ記録媒体に画像データと関連付けて記録されているピクセル毎
（画素毎）の視差ベクトルにダウンサイジング処理を施し、画面を所定の大きさに区切っ
て得られる一つまたは複数の領域に属する視差情報を含む視差情報セットを作成すること
が考えられる。この場合、各領域の大きさは、例えば、受信側が要求する視差ベクトルの
空間密度、あるいは伝送帯域などに基づいて選択される。
【０１３２】
　また、視差情報セットとしては、汎用目的の視差情報セットと、特定のサービス用途向
けの視差情報セットが考えられる。特定サービス用途向けとしては、例えば、クローズド
・キャプション向け、サブタイトル向けなどがある。そして、受信側に送信する視差情報
セットとして、以下のようなケースが考えられる。
　（１）汎用目的の視差情報セットのみを送る（特定サービスとの関連を持たない場合）
　（２）汎用目的の視差情報セットのみを送る（特定サービスとの関連を持つ場合）
　（３）汎用目的の視差情報セットと特定サービス用途向けの視差情報セットの双方を送
る
　（４）特定サービス用途向けの視差情報セットのみを送る
【０１３３】
　図２２は、送信データ生成部１１０Ｄの構成例を示している。この送信データ生成部１
１０Ｄは、上述のケース（１）～（４）のいずれかに対応した所定組の視差情報セットを
作成し、この所定組の視差情報セットを受信側に送信する構成となっている。この図２２
において、図２と対応する部分には同一符号を付し、適宜、その詳細説明は省略する。
【０１３４】
　この送信データ生成部１１０Ｄは、データ取り出し部（アーカイブ部）１３０と、視差
情報セット作成部１３１と、ビデオエンコーダ１１３と、オーディオエンコーダ１１７を
有している。また、この送信データ生成部１１０Ｄは、サブタイトル・グラフィクス発生
部１１８と、サブタイトル・グラフィクスエンコーダ１１９と、テキスト発生部１２０と
、テキストエンコーダ１２１と、マルチプレクサ１２２を有している。
【０１３５】
　データ取り出し部１３０には、データ記録媒体１３０ａが、例えば、着脱自在に装着さ
れる。このデータ記録媒体１３０ａには、左眼画像データおよび右眼画像データを含む立
体画像データと共に、音声データ、視差ベクトルが対応付けて記録されている。データ取
り出し部１３０は、データ記録媒体１３０ａから、立体画像データ、音声データ、視差ベ
クトル等を取り出して出力する。データ記録媒体１３０ａは、ディスク状記録媒体、半導
体メモリ等である。
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【０１３６】
　ここで、データ記録媒体１３０ａに記録されている立体画像データは、図２に示す送信
データ生成部１１０のビデオフレーミング部１１２で得られる立体画像データに相当する
ものである。また、データ記録媒体１３０ａに記録されている視差ベクトルは、例えば、
画像を構成するピクセル（画素）毎の視差ベクトルである。
【０１３７】
　視差情報セット作成部１３１は、ビューワ機能を持っている。この視差情報セット作成
部１３１は、データ取り出し部１３０から出力される視差ベクトル、すなわちピクセル（
画素）毎の視差ベクトルにダウンサイジング処理を施し、所定の領域に属する視差ベクト
ルを生成する。
【０１３８】
　図２３は、各ピクセル（画素）の輝度値のようにして与えられる相対的な深さ方向のデ
ータの例を示している。ここで、相対的な深さ方向のデータは所定の変換により画素ごと
の視差ベクトルとして扱うことが可能となる。この例において、人物部分の輝度値は高く
なっている。これは、人物部分の視差ベクトルの値が大きいことを意味し、従って、立体
画像表示では、この人物部分が浮き出た状態に知覚されることを意味している。また、こ
の例において、背景部分の輝度値は低くなっている。これは、背景部分の視差ベクトルの
値が小さいことを意味し、従って、立体画像表示では、この背景部分が沈んだ状態に知覚
されることを意味している。
【０１３９】
　図２４は、ブロック（Block）毎の視差ベクトルの一例を示している。ブロックは、最
下層に位置するピクセル（画素）の上位層に当たる。このブロックは、画像（ピクチャ）
領域が、水平方向および垂直方向に所定の大きさで分割されることで構成される。各ブロ
ックの視差ベクトルは、例えば、そのブロック内に存在する全ピクセル（画素）の視差ベ
クトルから、最も値の大きな視差ベクトルが選択されることで得られる。この例において
は、各ブロックの視差ベクトルを矢印で示しており、矢印の長さが視差ベクトルの大きさ
に対応している。
【０１４０】
　図２５は、視差情報セット作成部１３１で行われるダウンサイジング処理の一例を示し
ている。まず、視差情報セット作成部１３４は、図２５（ａ）に示すように、ピクセル（
画素）毎の視差ベクトルを用いて、ブロック毎の視差ベクトルを求める。上述したように
、ブロックは、最下層に位置するピクセル（画素）の上位層に当たり、画像（ピクチャ）
領域が水平方向および垂直方向に所定の大きさで分割されることで構成される。そして、
各ブロックの視差ベクトルは、例えば、そのブロック内に存在する全ピクセル（画素）の
視差ベクトルから、最も値の大きな視差ベクトルが選択されることで得られる。
【０１４１】
　次に、視差情報セット作成部１３１は、図２５（ｂ）に示すように、ブロック毎の視差
ベクトルを用いて、グループ（Group Of Block）毎の視差ベクトルを求める。グループは
、ブロックの上位層に当たり、複数個の近接するブロックをまとめてグループ化すること
で得られる。図２５（ｂ）の例では、各グループは、破線枠で括られる４個のブロックに
より構成されている。そして、各グループの視差ベクトルは、例えば、そのグループ内の
全ブロックの視差ベクトルから、最も値の大きな視差ベクトルが選択されることで得られ
る。
【０１４２】
　次に、視差情報セット作成部１３１は、図２５（ｃ）に示すように、グループ毎の視差
ベクトルを用いて、パーティション（Partition）毎の視差ベクトルを求める。パーティ
ションは、グループの上位層に当たり、複数個の近接するグループをまとめてグループ化
することで得られる。図２５（ｃ）の例では、各パーティションは、破線枠で括られる２
個のグループにより構成されている。そして、各パーティションの視差ベクトルは、例え
ば、そのパーティション内の全グループの視差ベクトルから、最も値の大きな視差ベクト
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ルが選択されることで得られる。
【０１４３】
　次に、視差情報セット作成部１３１は、図２５（ｄ）に示すように、パーティション毎
の視差ベクトルを用いて、最上位層に位置するピクチャ全体（画像全体）の視差ベクトル
を求める。図２５（ｄ）の例では、ピクチャ全体には、破線枠で括られる４個のリージョ
ンが含まれている。そして、ピクチャ全体の視差ベクトルは、例えば、ピクチャ全体に含
まれる全リージョンの視差ベクトルから、最も値の大きな視差ベクトルが選択されること
で得られる。この場合、ピクチャ全体の視差ベクトルの他に、その視差ベクトルが得られ
た元々のピクセル（画素）の位置（「＋」で図示）の情報を求めて、視差ベクトルの付加
情報とすることもできる。これは、上述したブロック、グループ、パーティションの視差
ベクトルを求める際も同様である。
【０１４４】
　このようにして、視差情報セット作成部１３１は、最下層に位置するピクセル（画素）
毎の視差ベクトルにダウンサイジング処理を施して、ブロック、グループ、パーティショ
ン、ピクチャ全体の各階層の各領域の視差ベクトルを求めることができる。なお、図２５
に示すダウンサイジング処理の一例では、最終的に、ピクセル（画素）の階層の他、ブロ
ック、グループ、パーティション、ピクチャ全体の４階層の視差ベクトルを求めているが
、階層数ならびに各階層の領域の切り方や領域の数はこれに限定されるものではない。
【０１４５】
　視差情報セット作成部１３１は、上述したダウンサイジング処理により、所定の大きさ
の領域毎の視差ベクトルを含む視差情報セットを作成する。この視差情報セットには、各
視差情報が属する画面領域を示す情報が付加される。例えば画面領域を示す情報として、
例えば、０分割、４分割、９分割、１６分割などの画面の分割数を示す情報が付加される
。また、画面領域を示す情報として、例えば、１６×１６、３２×３２、６４×６４など
の領域の大きさ（ブロックサイズ）を示す情報が付加される。
【０１４６】
　視差情報セットにおいて、各視差情報がスキャン順に配置されていれば、画面の分割数
を示す情報あるいは領域の大きさを示す情報により、各視差情報の属する画面領域を把握
できる。この意味で、画面の分割数を示す情報および領域の大きさを示す情報は、各視差
情報が属する画面領域を示す情報となる。
【０１４７】
　また、視差情報セット作成部１３１は、必要に応じて、特定のサービス用途向けの視差
情報セットを作成する。例えば、クローズド・キャプション向け、サブタイトル向け、特
定のアプリケーション（ウィジェット）のグラフィクス向け、などの視差情報セットが、
必要に応じて、作成される。この場合、上述のダウンサイジング処理により、重畳情報（
クローズド・キャプション情報、サブタイトル情報、グラフィクス情報など）の１つまた
は複数の表示領域のそれぞれに対応した、一つまたは複数の画面領域に属する視差ベクト
ルが作成される。
【０１４８】
　図２６（ａ）は、画像上におけるサブタイトルおよびアプリケーショングラフィクスの
表示例を示している。図２６（ｂ）は、画像、サブタイトル、アプリケーショングラフィ
クスの遠近感を示している。例えば、図示のように、サブタイトルは、画面の下半分の中
央領域に表示されるが、画像の最も近い位置よりさらに手前に認識されるようにしたい。
この場合、視差情報セット作成部１３１では、このサブタイトルの表示領域と、対応する
画像領域の視差ベクトルとから、サブタイトルに視差を付与するための視差ベクトルが作
成される。
【０１４９】
　また、例えば、図示のように、アプリケーショングラフィクスは、画面の右下端領域に
表示されるが、サブタイトルよりさらに手前に認識されるようにしたい。この場合、視差
情報セット作成部１３１では、このアプリケーショングラフィクスの表示領域と、対応す
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る画像領域の視差ベクトルとから、アプリケーショングラフィクスに視差を付与するため
の視差ベクトルが作成される。
【０１５０】
　ここで、視差情報セット作成部１３１は、上述したようにビューワ機能を持っている。
この視差情報セット作成部１３１には、実際に、図２６（ａ）に示すような立体画像が表
示される。そのため、この視差情報セット作成部１３１には、データ取り出し部１３０か
ら出力される立体画像データ（左眼画像データ、右眼画像データ）が供給される。また、
この視差情報セット作成部１３１には、サブタイトル・グラフィクス発生部１１８で発生
されるサブタイトルデータ、あるいはグラフィクスデータ、また、テキスト発生部１２０
で発生されるテキストデータ（クローズド・キャプションデータを含む）が供給される。
【０１５１】
　視差情報セット作成部１３１で作成され、立体画像データと共に送信する各組の視差情
報セットには、それぞれ、ディスパリティ・シーケンスＩＤ（Disparity_Sequence_id）
が付加される。このディスパリティ・シーケンスＩＤは、視差情報セットに含まれる視差
情報を使用すべき重畳情報の種類を示す識別情報である。このディスパリティ・シーケン
スＩＤにより、視差情報セットが、汎用目的の視差情報セットであるか、特定サービス用
途向けの視差情報セットであるかが識別される。また、この識別情報により、特定サービ
ス用途向けの視差情報セットが、いかなるサービス用途向けの視差情報セットであるか識
別される。
【０１５２】
　図２７に示すように、Disparity_Sequence_id＝０は、汎用目的の視差情報セットを示
す。この視差情報セットは、予め記録されている視差情報に基づいて、作成される。この
視差情報セットが特定サービスとの関連付けを持たない場合、例えば、ディスパリティ・
リンケージ・デスクリプタ（Disparity_Linkage_Descriptor）等で特定サービスと関連付
けする必要はない。また、Disparity_Sequence_id＝１～２５５は、例えば、ディスパリ
ティ・リンケージ・デスクリプタ等で関連付けされた特定サービス用途向けの視差情報セ
ットを示す。
【０１５３】
　[視差情報セット]
　視差情報セット作成部１３１で作成される視差情報セットについて、上述したケース（
１）～（４）のそれぞれについてさらに説明する。
【０１５４】
　「ケース（１）」
　ケース（１）は、上述したように、汎用目的の視差情報セットのみを送るケースである
。このケース（１）では、汎用目的の視差情報セットのみが作成される。なお、このケー
ス（１）では、視差情報セットに含まれる視差情報は、特定サービスと関連を持たない。
【０１５５】
　図２８は、このケース（１）で作成される視差情報セットの一例を示している。この例
において、視差情報セットには、画面が９分割されて得られた各画面領域に属する視差ベ
クトル（水平方向の視差ベクトル）Ｐ０～Ｐ８が含まれる。各視差ベクトルＰ０～Ｐ８は
、例えば、ピクセル（画素）毎の視差ベクトルを用いて、上述したダウンサイジング処理
により求められる。図２８において、矢印は、視差ベクトルを示しており、矢印の長さが
視差ベクトルの大きさに対応している。
【０１５６】
　この視差情報セットは、汎用目的の視差情報セットである。そのため、この視差情報セ
ットに付加される識別情報「Diparity_Sequence_id」は、図２９に示すように、汎用目的
の視差情報セットであることを示す「０」とされる。
【０１５７】
　ここで、この汎用目的の視差情報セットは、画像データの所定単位毎、例えば符号化ビ
デオのピクチャ毎の視差情報セットである。後述するように、画像データは一定期間毎に
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区切られ、各一定期間の画像データに対応した複数の視差情報セットの集合（Packed Dis
parity Set）が、この各一定期間の画像データの送信に先立って送信される。そのため、
所定単位毎の視差情報セットには、図２９に示すように、その視差情報セットを用いるタ
イミングを示す時間情報としてオフセット（Offset）が付加される。各視差情報セットに
付加されるオフセットは、タイムスタンプ（TimeStamp）で示される最初の視差情報セッ
トの使用時間からの時間を示す。
【０１５８】
　「ケース（２）」
　ケース（２）は、上述したように、汎用目的の視差情報セットのみを送るケースである
。このケース（２）では、汎用目的の視差情報セットのみが作成される。なお、このケー
ス（２）では、視差情報セットに含まれる視差情報は特定サービスと関連を持つ。
【０１５９】
　図３０は、このケース（２）で作成される視差情報セットの一例を示している。この例
において、視差情報セットには、画面が９分割されて得られた各画面領域に属する視差ベ
クトル（水平方向の視差ベクトル）Ｐ０～Ｐ８が含まれる。各視差ベクトルＰ０～Ｐ８は
、例えば、ピクセル（画素）毎の視差ベクトルを用いて、上述したダウンサイジング処理
により求められる。図３０において、矢印は、視差ベクトルを示しており、矢印の長さが
視差ベクトルの大きさに対応している。
【０１６０】
　この視差情報セットは、汎用目的の視差情報セットである。そのため、この視差情報セ
ットに付加される識別情報「Diparity_Sequence_id」は、図３１に示すように、汎用目的
の視差情報セットであることを示す「０」とされる。
【０１６１】
　ここで、この汎用目的の視差情報セットは、画像データの所定単位毎、例えば符号化ビ
デオのピクチャ毎の視差情報セットである。後述するように、画像データは一定期間毎に
区切られ、各一定期間の画像データに対応した複数の視差情報セットの集合（Packed Dis
parity Set）が、この各一定期間の画像データの送信に先立って送信される。そのため、
所定単位毎の視差情報セットには、図３１に示すように、その視差情報セットを用いるタ
イミングを示す時間情報としてオフセット（Offset）が付加される。各視差情報セットに
付加されるオフセットは、タイムスタンプ（TimeStamp）で示される最初の視差情報セッ
トの使用時間からの時間を示す。
【０１６２】
　上述したように、ケース（２）では、視差情報セットに含まれる視差情報は、特定サー
ビスと関連を持つ。図３１には、視差ベクトルＰ７とクローズド・キャプションデータＤ
Ｆ０とが関連付けされる例を示している。なお、このクローズド・キャプションデータＤ
Ｆ０によるクローズド・キャプション情報は、図３０に示すように、視差ベクトルＰ７が
属する画面領域に表示される。この場合、このクローズド・キャプション情報を表示する
画面領域を示すコンポーネント・エレメントＩＤ（Component_Element ID）と、視差ベク
トルＰ７との関連付けがなされる。
【０１６３】
　図３２は、その場合における、コンポーネント・エレメントＩＤと視差ベクトルとの関
連付けテーブル（Component_Linked_Info）の一例を示している。この場合、視差ベクト
ルの対象位置は、パーティション・ポジションＩＤ（Partition_Position_ID）で特定さ
れる。このパーティション・ポジションＩＤは、分割数またはブロックサイズで特定され
る複数の画面領域のうちの何番目の画面領域であるかを示す。
【０１６４】
　なお、図３１に示す例は、１つのクローズド・キャプションデータに、１つの視差情報
が関連付けされる例を示している。しかし、１つのクローズド・キャプションデータに、
複数の視差情報が関連付けされることも考えられる。このように、１つのクローズド・キ
ャプションデータに、複数の視差情報が関連付けされる場合には、受信側では、そのクロ
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ーズド・キャプションデータによるクローズド・キャプション情報に視差を付与するため
にいずれかの視差情報を選択して使用できる。
【０１６５】
　図３３には、視差ベクトルＰ６，Ｐ７とクローズド・キャプションデータＤＦ１とが関
連付けされ、さらに、視差ベクトルＰ７，Ｐ８とクローズド・キャプションデータＤＦ２
とが関連付けされる例を示している。この場合、クローズド・キャプションデータＤＦ１
によるクローズド・キャプション情報を表示する画面領域を示すコンポーネント・エレメ
ントＩＤと、視差ベクトルＰ６，Ｐ７との関連付けがなされる。また、同様に、クローズ
ド・キャプションデータＤＦ２によるクローズド・キャプション情報を表示する画面領域
を示すコンポーネント・エレメントＩＤと、視差ベクトルＰ７，Ｐ８との関連付けがなさ
れる。
【０１６６】
　図３４は、その場合における、コンポーネント・エレメントＩＤと視差ベクトルとの関
連付けテーブル（Component_Linked_Info）を示している。この場合、視差ベクトルは、
パーティション・ポジションＩＤ（Partition_Position_ID）で特定される。このパーテ
ィション・ポジションＩＤは、分割数またはブロックサイズで特定される複数の画面領域
のうちの何番目の画面領域であるかを示す。
【０１６７】
　「ケース（３）」
　ケース（３）は、上述したように、汎用目的の視差情報セットと、特定サービス用途向
けの視差情報セットの双方を送るケースである。このケース（３）では、汎用目的の視差
情報セットと特定サービス用途向けの視差情報セットの双方が作成される。この場合、汎
用目的の視差情報セットに付加される識別情報（Disparity_Sequence_id）は「０」とさ
れる。また、特定サービス用途向けの視差情報セットに付加される識別情報（Disparity_
Sequence_id）は、「０」以外の値とされる。識別情報（Disparity_Sequence_id）のサー
ビスとの関連付けは、例えば、上述したように、ユーザデータにその情報が挿入されるこ
とで行われる。あるいは、この関連付けは、例えば、上述したように、ディスパリティ・
リンケージ・デスクリプタ（Disparity_Linkage_Descriptor）で行われる。
【０１６８】
　図３５は、このケース（３）で作成される視差情報セットの一例を示している。この例
において、汎用目的の視差情報セットには、画面が９分割されて得られた各画面領域に属
する視差ベクトル（水平方向の視差ベクトル）Ｐ０～Ｐ８が含まれる。各視差ベクトルＰ
０～Ｐ８は、例えば、ピクセル（画素）毎の視差ベクトルを用いて、上述したダウンサイ
ジング処理により求められる。図３５において、矢印は、視差ベクトルを示しており、矢
印の長さが視差ベクトルの大きさに対応している。
【０１６９】
　また、特定サービス用途向けの視差情報セットとして、クローズド・キャプション向け
の視差情報セットが作成される。このクローズド・キャプション向けの視差情報セットに
は、クローズド・キャプション情報「Caption1」に対応する視差ベクトルＣＣ１と、クロ
ーズド・キャプション情報「Caption2」に対応する視差ベクトルＣＣ２が、含まれている
。
【０１７０】
　ここで、視差情報セットは、画像データの所定単位毎、例えば符号化ビデオのピクチャ
毎の視差情報セットである。後述するように、画像データは一定期間毎に区切られ、各一
定期間の画像データに対応した複数の視差情報セットの集合（Packed Disparity Set）が
、この各一定期間の画像データの送信に先立って送信される。そのため、所定単位毎の視
差情報セットには、図３６に示すように、その視差情報セットを用いるタイミングを示す
時間情報としてオフセット（Offset）が付加される。各視差情報セットに付加されるオフ
セットは、タイムスタンプ（TimeStamp）で示される最初の視差情報セットの使用時間か
らの時間を示す。
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【０１７１】
　上述したように、特定サービス用途向けの視差情報セットはクローズド・キャプション
向けの視差情報セットである。図３５には、視差ベクトルＣＣ１とクローズド・キャプシ
ョンデータＤＦ１とが関連付けされ、また、視差ベクトルＣＣ２とクローズド・キャプシ
ョンデータＤＦ２とが関連付けされる例を示している。この場合、このクローズド・キャ
プション情報を表示する画面領域を示すコンポーネント・エレメントＩＤ（Component_El
ement ID）と、視差ベクトルＣＣ１，ＣＣ２との関連付けがなされる。
【０１７２】
　図３７は、その場合における、コンポーネント・エレメントＩＤと視差ベクトルとの関
連付けテーブル（Component_Linked_Info）を示している。この場合、視差ベクトルの対
象位置パーティション・ポジションＩＤ（Partition_Position ID）で特定される。この
パーティション・ポジションＩＤは、分割数またはブロックサイズで特定される複数の画
面領域のうちの何番目の画面領域であるかを示す。
【０１７３】
　「ケース（４）」
　ケース（４）は、上述したように、特定サービス用途向けの視差情報セットのみを送る
ケースである。このケース（４）では、特定サービス用途向けの視差情報セットのみが作
成される。この場合、特定サービス用途向けの視差情報セットに付加される識別情報（Di
sparity_Sequence_id）は、「０」以外の値とされる。例えば、識別情報（Disparity_Seq
uence_id）のサービスとの関連付けは、上述したように、ユーザデータにその情報が挿入
されることで行われる。あるいは、この関連付けは、例えば、上述したように、ディスパ
リティ・リンケージ・デスクリプタ（Disparity_Linkage_Descriptor）で行われる。
【０１７４】
　図３８は、このケース（４）で作成される視差情報セットの一例を示している。この例
において、特定サービス用途向けの視差情報セットとして、クローズド・キャプション向
けの視差情報セットが作成される。このクローズド・キャプション向けの視差情報セット
には、クローズド・キャプション情報「Caption1」に対応する視差ベクトルＣＣ１と、ク
ローズド・キャプション情報「Caption2」に対応する視差ベクトルＣＣ２が、含まれてい
る。
【０１７５】
　ここで、視差情報セットは、画像データの所定単位毎、例えば符号化ビデオのピクチャ
毎の視差情報セットである。後述するように、画像データは一定期間毎に区切られ、各一
定期間の画像データに対応した複数の視差情報セットの集合（Packed Disparity Set）が
、この各一定期間の画像データの送信に先立って送信される。そのため、所定単位毎の視
差情報セットには、図３９に示すように、その視差情報セットを用いるタイミングを示す
時間情報としてオフセット（Offset）が付加される。各視差情報セットに付加されるオフ
セットは、タイムスタンプ（TimeStamp）で示される最初の視差情報セットの使用時間か
らの時間を示す。
【０１７６】
　上述したように、特定サービス用途向けの視差情報セットはクローズド・キャプション
向けの視差情報セットである。図３９には、視差ベクトルＣＣ１とクローズド・キャプシ
ョンデータＤＦ１とが関連付けされ、また、視差ベクトルＣＣ２とクローズド・キャプシ
ョンデータＤＦ２とが関連付けされる例を示している。この場合、このクローズド・キャ
プション情報を表示する画面領域を示すコンポーネント・エレメントＩＤ（Component_El
ement ID）と、視差ベクトルＣＣ１，ＣＣ２との関連付けがなされる（図３７参照）。
【０１７７】
　なお、図３２、図３４、図３７には、コンポーネント・エレメントＩＤと視差ベクトル
との関連付けテーブルとして、コンポーネント・エレメントＩＤがクローズド・キャプシ
ョンのウインドウＩＤ（Window ID）である例を示している。例えば、ＤＶＢサブタイト
ルの場合、コンポーネント・エレメントＩＤはＤＶＢサブタイトルのリージョンＩＤ（Re



(33) JP 5407957 B2 2014.2.5

10

20

30

40

50

gion_id）である。
【０１７８】
　ＤＶＢサブタイトルの場合、例えば、図４０に示すように、エレメンタリＰＩＤ（Elem
entary PID）を用いて、サブタイトル・セグメント（SubtitleSegment）と、視差ベクト
ルデータ（Disparity Data）との関連付けが行われる。そして、サブタイトル・セグメン
ト内のページＩＤ（Page_id）と視差ベクトルデータの識別情報（Disparity_Sequence_id
）とが対応付けられる。さらに、リージョンＩＤRegion ID）と、視差ベクトル（Dispari
ty_Vector_horizontal）とが対応付けられる。
【０１７９】
　ビデオエンコーダ１１３は、データ取り出し部１３０から供給される立体画像データに
対して、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣ、ＭＰＥＧ２、ＶＣ－１等の符号化を施して符号化ビデオデ
ータを得る。また、ビデオエンコーダ１１３は、後段に備えるストリームフォーマッタ１
１３ａにより、ペイロード部に符号化ビデオデータを含むビデオのエレメンタリーストリ
ームを生成する。上述したように視差情報セット作成部１３１で作成された所定組の視差
情報セットは、ビデオエンコーダ１１３内のストリームフォーマッタ１１３ａに供給され
る。ストリームフォーマッタ１１３ａは、ビデオのストリームに、所定組の視差情報セッ
トを、ユーザデータとして埋め込む。
【０１８０】
　図４１は、ビデオエレメンタリーストリーム（Video Elementary Stream）の構造例を
概略的に示している。ビデオエレメンタリーストリームには、先頭に、シーケンス単位の
パラメータを含むシーケンスヘッダ部が配置されている。このシーケンスヘッダ部に続い
て、ピクチャ単位のパラメータおよびユーザデータを含むピクチャヘッダが配置されてい
る。このピクチャヘッダ部に続いてピクチャーデータを含むペイロード部が配置される。
以下、ピクチャヘッダ部およびペイロード部が繰り返し配置されている。
【０１８１】
　上述した視差情報セットは、例えば、ピクチャヘッダ部のユーザデータ領域に埋め込ま
れる。図４２は、ユーザデータの構成例を示している。図４２（ａ）は、符号化方式がＭ
ＰＥＧ２である場合のユーザデータの構成を示している。図４２（ｂ）は、符号化方式が
Ｈ．２６４　ＡＶＣ（ＭＰＥＧ４－ＡＶＣ）である場合のユーザデータの構成を示してい
る。さらに、図４２（ｃ）は、符号化方式がＶＣ－１である場合のユーザデータの構成を
示している。
【０１８２】
　詳細説明は省略するが、各方式のユーザデータの構成はほぼ同様の構成となっている。
すなわち、最初に、ユーザデータの開始を示すコードが配置され、その後に、データの種
類を示す識別子「user_identifier」が配置され、さらにその後に、データ本体「user_st
ructure」が配置される。視差情報（Disparity_Information）を含むユーザデータの詳細
構成については後述する。
【０１８３】
　オーディオエンコーダ１１７は、データ取り出し部１３０から供給される音声データに
対して、ＭＰＥＧ－２Ａｕｄｉｏ ＡＡＣ等の符号化を施し、オーディオのエレメンタリ
ーストリームを生成する。マルチプレクサ１２２は、エンコーダ１１３，１１７，１１９
，１２１から出力されるパケット化されたエレメンタリーストリームを多重化する。そし
て、このマルチプレクサ１２２は、伝送データとしてのビットストリームデータ（トラン
スポートストリーム）ＢＳＤを出力する。
【０１８４】
　詳細説明は省略するが、この図２２に示す送信データ生成部１１０Ｄのその他は、図２
に示す送信データ生成部１１０と同様に構成されている。
【０１８５】
　図２２に示す送信データ生成部１１０Ｄの動作を簡単に説明する。データ取り出し部１
３０から出力される立体画像データは、ビデオエンコーダ１１３に供給される。このビデ
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オエンコーダ１１３では、その立体画像データに対してＭＰＥＧ４－ＡＶＣ、ＭＰＥＧ２
、ＶＣ－１等の符号化が施され、符号化ビデオデータを含むビデオエレメンタリーストリ
ームが生成される。このビデオエレメンタリーストリームはマルチプレクサ１２２に供給
される。
【０１８６】
　また、データ取り出し部１３０から出力されるピクセル（画素）毎の視差ベクトルは、
視差情報セット作成部１３１に供給される。この視差情報セット作成部１３１では、この
視差ベクトルにダウンサイジング処理等が施されて、送信すべき所定組の視差情報セット
が作成される（ケース（１）～（４））。この視差情報セット作成部１３１で作成された
所定組の視差情報セットはビデオエンコーダ１１３内のストリームフォーマッタ１１３ａ
に供給される。ストリームフォーマッタ１１３ａでは、ビデオのストリームに、所定組の
視差情報セットがユーザデータとして埋め込まれる。
【０１８７】
　また、データ取り出し部１３０から出力される音声データはオーディオエンコーダ１１
７に供給される。このオーディオエンコーダ１１７では、音声データに対して、ＭＰＥＧ
－２Ａｕｄｉｏ ＡＡＣ等の符号化が施され、符号化オーディオデータを含むオーディオ
エレメンタリーストリームが生成される。このオーディオエレメンタリーストリームはマ
ルチプレクサ１２２に供給される。
【０１８８】
　また、マルチプレクサ１２２には、サブタイトル・グラフィクスエンコーダ１１９から
、サブタイトルデータあるいはグラフィクスデータの符号化データを含むエレメンタリー
ストリームが供給される。さらに、このマルチプレクサ１２２には、テキストエンコーダ
１２１から、テキストデータの符号化データを含むエレメンタリーストリームが供給され
る。そして、マルチプレクサ１２２では、各エンコーダから供給されるエレメンタリース
トリームのパケットが多重化され、伝送データとしてのビットストリームデータ（トラン
スポートストリーム）ＢＳＤが得られる。
【０１８９】
　［ストリーム毎のサービス・コンポーネントと視差情報との関連付け、視差情報セット
識別情報とサービスとの関連付け］
　関連付けされている各ストリームにおけるサービス・コンポーネントと視差情報との関
連付けは、ディスパリティ・リンケージ・ディスクリプタ（Disparity_Linkage_Descript
or）を用いて行われる。また、このディスパリティ・リンケージ・デスクリプタにより、
各ストリームにおける視差情報セット識別情報（Disparity_Sequence_id）とサービスと
の関連付けも行われる。このディスパリティ・リンケージ・デスクリプタは、多重化スト
リームのヘッダ領域、あるいは、多重化ストリーム内のＰＭＴ等のデスクリプタ・テーブ
ルに配置される。
【０１９０】
　図４３は、その場合におけるディスパリティ・リンケージ・デスクリプタの構成例を示
している。図４４は、図４３に示す構成における各情報の内容を示している。「descript
or_tag」は、デスクリプタのタイプを示す８ビットのデータである。ここでは、「０ｘＤ
０」とされ、ディスパリティ・リンケージ・デスクリプタであることが示される。「desc
riptor_length」は、この情報の長さ（サイズ）を示す８ビットのデータである。
【０１９１】
　「number_of_Linked_Streams」は、視差情報データ（Disparity Data）の見地から２つ
のストリームの関連が定義されて関連付けされたエレメンタリーストリームの数を示す５
ビットのデータである。「ElementaryPID_of_disparity」は、視差情報データ（Disparit
yData）を含むエレメンタリーストリーム（ＰＥＳ）のＰＩＤ（プログラムＩＤ）を示す
１３ビットのデータである。「ElementaryPID_of_Service_Component」は、サブタイトル
、キャプション、テキストまたはグラフィクスのようなサービス・コンポーネントを含む
エレメンタリーストリーム（ＰＥＳ）のＰＩＤ（プログラムＩＤ）を示す１３ビットのデ
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ータである。この２つのＰＩＤにより、関連付けされたエレメンタリーストリーム毎に、
視差情報とサービス・コンポーネントとの関連付けが行われる。
【０１９２】
　「number_of_linked_sequences」は、上述の関連付けされた各エレメンタリーストリー
ムに対応して、関連付けされる視差情報セット（Disparity information）の数を示す５
ビットのデータである。「Service_id」は、サービス識別のためのユニークワードを示す
３２ビットのデータである。例えば、“０ｘ４７４１３９３４”は、ＡＴＳＣのために割
り当てられる。「Data_Type」は、「Service_id」で識別されるサービスにおけるデータ
タイプを示す８ビットのデータである。例えば、“０ｘ０３”は、クローズド・キャプシ
ョンデータを示す。
【０１９３】
　「number_of_linked_sequences」が示す数分だけ、ディスパリティ・シーケンスＩＤ「
Disparity_Sequence_id」、サービスページＩＤ「Service_page_id」が配置される。「Di
sparity_Sequence_id」は、各サービスを識別するための識別情報である８ビットのデー
タである。「Service_page_id」は、サブタイトルページのようなサービスを特定する８
ビットのデータである。これにより、所定の「Service_id(i)」および「Data_Type(i)」
に対して、所定数のディスパリティ・シーケンスＩＤ、サービスページＩＤが関連付けさ
れる。
【０１９４】
　図４３に示すディスパリティ・リンケージ・デスクリプタの構成例における各項目の具
体例について説明する。図４５（ａ）は、図２２の送信データ生成部１１０Ｄのように，
視差情報セットを画像データストリームのユーザデータ領域に挿入して受信側に送る場合
における、ＰＩＤの一例を示している。この例において、ディスパリティ・リンケージ・
ディスクリプタ（Disparity_Linkage_Descriptor）は、多重化ストリーム（ＴＳ）内のＰ
ＭＴに配置されている。
【０１９５】
　そして、この例において、多重化ストリーム（ＴＳ）に含まれる視差情報データ（Disp
arity Data）を含むビデオ（画像データ）エレメンタリーストリーム（ＰＥＳ）のＰＩＤ
は、「ＰＩＤ＿０」とされている。また、この例において、多重化ストリーム（ＴＳ）に
含まれるオーディオエレメンタリーストリーム（ＰＥＳ）のＰＩＤは「ＰＩＤ＿１」とさ
れている。さらに、この例において、多重化ストリーム（ＴＳ）に含まれるサブタイトル
エレメンタリーストリーム（ＰＥＳ）のＰＩＤは「ＰＩＤ＿２」とされている。
【０１９６】
　図４５（ｂ）は、後述する図６２の送信データ生成部１１０Ｅのように、視差情報セッ
トを含む視差ベクトルのエレメンタリーストリーム（ＰＥＳ）を生成し、この独立したス
トリームを、他のストリームと多重化して受信側に送信する場合における、ＰＩＤの一例
を示している。この例において、ディスパリティ・リンケージ・ディスクリプタ（Dispar
ity_Linkage_Descriptor）は、多重化ストリーム（ＴＳ）内のＰＭＴに配置されている。
【０１９７】
　そして、この例において、多重化ストリーム（ＴＳ）に含まれるビデオ（画像データ）
エレメンタリーストリーム（ＰＥＳ）のＰＩＤは、「ＰＩＤ＿０」とされている。また、
この例において、多重化ストリーム（ＴＳ）に含まれるオーディオエレメンタリーストリ
ーム（ＰＥＳ）のＰＩＤは「ＰＩＤ＿１」とされている。また、この例において、多重化
ストリーム（ＴＳ）に含まれるサブタイトルエレメンタリーストリーム（ＰＥＳ）のＰＩ
Ｄは「ＰＩＤ＿２」とされている。また、この例において、多重化ストリーム（ＴＳ）に
含まれる視差ベクトルのエレメンタリーストリーム（ＰＥＳ）のＰＩＤは「ＰＩＤ＿３」
とされている。
【０１９８】
　図４６（ａ）は、「Disparity_Sequence_id＝１」が付加された視差情報セットが、サ
ブタイトルと関連付け（リンク）される例を示している。この例において、視差情報セッ
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トには、サブタイトル情報「Subtitle1」に対応する視差ベクトル「Region1」と、サブタ
イトル情報「Subtitle2」に対応する視差ベクトル「Region2」が、含まれている。図４６
（ｂ）は、「Disparity_Sequence_id＝2」が付加された視差情報セットが、クローズド・
キャプションと関連付け（リンク）される例を示している。この例において、視差情報セ
ットには、クローズド・キャプション情報「Caption1」に対応する視差ベクトル「ＣＣ１
」と、クローズド・キャプション情報「Caption2」に対応する視差ベクトル「ＣＣ２」が
、含まれている。
【０１９９】
　図４７は、上述の図４５（ａ）の場合において、視差情報セットがサブタイトルと関連
付けされる場合を示している。この場合、「ElementaryPID_of_Service_Component」は、
サブタイトルエレメンタリーストリームのＰＩＤ（Subtitle PID）に設定される。また、
この場合、「ElementaryPID_of_disparity」は、ビデオエレメンタリーストリームのＰＩ
Ｄ（Video PID）に設定される。
【０２００】
　図４８は、上述の図４５（ｂ）の場合において、視差情報セットがサブタイトルと関連
付けされる場合を示している。この場合、「ElementaryPID_of_Service_Component」は、
サブタイトルエレメンタリーストリームのＰＩＤ（Subtitle PID）に設定される。また、
この場合、「ElementaryPID_of_disparity」は、視差ベクトルエレメンタリーストリーム
のＰＩＤ（Disparity PID）に設定される。
【０２０１】
　図４９は、上述の図４５（ａ）の場合（ただし、クローズド・キャプションデータが画
像データストリームのユーザデータ領域に挿入して受信側に送られる）において、視差情
報セットがクローズド・キャプションと関連付けされる場合を示している。ここで、「Se
rvice_id」はＡＴＳＣを示し、「Data_Type」＝クローズド・キャプション（ＣＣ）を示
す。この場合、「ElementaryPID_of_Service_Component」は、ビデオエレメンタリースト
リームのＰＩＤ（Video PID）に設定される。また、この場合、「ElementaryPID_of_disp
arity」も、ビデオエレメンタリーストリームのＰＩＤ（Video PID）に設定される。
【０２０２】
　なお、詳細説明は省略するが、ＩＤの既存の運用番号は、例えば以下の通りである。す
なわち、“Service_id ＝0x47413934”は「ＡＴＳＣ」を示し、そのうち、“Data_Type 
＝ 0x03” は「クローズド・キャプション」を示し、“Data_Type ＝ 0x06” は、「Bar_
data (letterbox or pillarbox areas)」を示す。また、“Service_id ＝ 0x44544731”
は、「ＡＦＤ」を示す。
【０２０３】
　図５０は、上述の図４５（ｂ）の場合（ただし、クローズド・キャプションデータが画
像データストリームのユーザデータ領域に挿入して受信側に送られる）において、視差情
報セットがクローズド・キャプションと関連付けされる場合を示している。ここで、「Se
rvice_id」はＡＴＳＣを示し、「Data_Type」＝クローズド・キャプション（ＣＣ）を示
す。この場合、「ElementaryPID_of_Service_Component」は、ビデオエレメンタリースト
リームのＰＩＤ（Video PID）に設定される。また、この場合、「ElementaryPID_of_disp
arity」は、視差ベクトルエレメンタリーストリームのＰＩＤ（Disparity PID）に設定さ
れる。
【０２０４】
　［視差情報（Disparity_Information）を含むユーザデータの詳細構成］
　図５１は、視差情報（Disparity_Information）を含むユーザデータの詳細構成の一例
を示している。この例は、符号化方式がＭＰＥＧ２である場合の例である。開始コード（
user_data_start_code）の後のデータ識別子が、視差情報識別子（Disparity_Informatio
n_identifier）であるとき、その後のデータ本体として、視差情報（Disparity_Informat
ion）が配置される。
【０２０５】
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　図５２は、視差情報（Disparity_Information）の構成を示しており、その中には、視
差情報データ（Disparity_Information_Data）が配置されている。この視差情報データに
は、上述の図４３のディスパリティ・リンケージ・ディスクリプタ（Disparity_Linkage_
Descriptor）と同様な情報を持つことができる。その場合、この視差情報データには、図
５３にその構成を示すＤＳＬ（Disparity_Information_Link_Information）が含まれる。
また、この視差情報データには、図５４、図５５にその構成を示すＤＨＩ（Disparity_He
ader_Information）が含まれる。さらに、この視差情報データには、図５６にその構成を
示すＤＤＳ（Disparity Data Set）が含まれる。図５７～図６０は、図５３～図５６に示
す構成における各情報の内容を示している。
【０２０６】
　図５７を参照してＤＳＬを説明する。このＤＳＬは、ディスパリティ・シーケンスＩＤ
（Disparity_Sequence_id）とサービスとを関連付けするための情報である。「Disparity
_Info_Length」は、この情報の長さ（サイズ）を示す１６ビットのデータである。「Disp
arity_Info_Type」は、この情報のタイプを示す２ビットのデータであり、ここでは「０
ｘ０」とされ、この情報が「ＤＳＬ」であることが示される。
【０２０７】
　詳細説明は省略するが、「number_of_Linked_Streams」、「ElementaryPID_of_dispari
ty」、「ElementaryPID_of_Service_Component」、「number_of_linked_sequences」、「
Service_id」、「Data_Type」、「Disparity_Sequence_id」の各項目については、図４３
で説明した通りである。
【０２０８】
　図５４、図５５を参照してＤＨＩを説明する。このＤＨＩには、各サービスのコンポー
ネントと、そのコンポーネントに使用すべき視差ベクトルを特定するパーティション・ポ
ジションＩＤ（Partition_Position_ID）とを関連付けする情報も含まれる。「Disparity
_Info_Length」は、この情報の長さ（サイズ）を示す１６ビットのデータである。「Disp
arity_Info_Type」は、この情報のタイプを示す２ビットのデータであり、ここでは「０
ｘ１」とされ、この情報が「ＤＨＩ」であることが示される。
【０２０９】
　「Views_offset」は、オフセットの展開を「second view」、例えば右眼画像のみに適
用するか、それとも「both views」、つまり左眼画像および右眼画像のそれぞれに適用す
るのかを示す１ビットのデータである。“１”である場合には、「both views」に適用す
ることを示す。“０”である場合には、「secondview」に適用することを示す。「Dispar
ity_precision」は、視差ベクトルに対して重畳情報をどの程度ずらすかを示す２ビット
のデータである。“０”である場合には、視差ベクトルの１／２に相当する分だけずらす
ことを示す。“１”である場合には、視差ベクトルに相当する分だけずらすことを示す。
【０２１０】
　“２”である場合には、２ピクセルを１単位として、視差ベクトルに相当する単位数分
だけずらすことを示す。例えば、視差ベクトルが「７」であるとき、２×７＝１４ピクセ
ルだけずらすことになる。“３”である場合には、３ピクセルを１単位として、視差ベク
トルに相当する単位数分だけずらすことを示す。例えば、視差ベクトルが「７」であると
き、３×７＝２１ピクセルだけずらすことになる。
【０２１１】
　「Disparity_Sequence_id」は、各サービスを識別するための識別情報である８ビット
のデータである。「Service_Linked_flag」は、上述のＤＳＬ内のサービスに関連付けさ
れている視差ベクトル（視差情報）があるか否かを示す１ビットのデータである。“１”
である場合には、サービスに関連付けされている視差ベクトルがあることを示す。一方、
“０”である場合には、サービスに関連付けされている視差ベクトルがないことを示す。
【０２１２】
　「Target_Resolution_Type」は、ターゲットビデオに対して符号化された視差情報セッ
トの解像度を特定する２ビットのデータである。“０ｘ０”である場合は、１９２０×１
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０８０の解像度であることを示す。“０ｘ１”である場合は、１４４０×１０８０の解像
度であることを示す。“０ｘ２”である場合は、１２８０×７２０の解像度であることを
示す。
【０２１３】
　「Block_Size」は、ブロックサイズを特定する２ビットのデータである。この「Block_
Size」は、画面領域を示す情報を構成する領域の大きさを示す情報である。“０ｘ０”で
ある場合、１６ピクセル×１６ピクセルのブロックサイズであることを示す。“０ｘ１”
である場合、３２ピクセル×３２ピクセルのブロックサイズであることを示す。“０ｘ２
”である場合、６４ピクセル×６４ピクセルのブロックサイズであることを示す。さらに
、“０ｘ３”である場合、１２８ピクセル×１２８ピクセルのブロックサイズであること
を示す。
【０２１４】
　「Link_source」は、視差情報セット（source）が、汎用目的の視差情報セットである
か、特定サービス用途向けの視差情報セットであるかを示す。“１”であるときは、視差
情報セットが、画面を分割して得られた各画面領域の視差ベクトルを持つ汎用目的の視差
情報セットであることを示す。“０”であるときは、視差情報セットが、サービスコンポ
ーネントエレメントに対応した視差ベクトルを持つ特定サービス用途向けの視差情報セッ
トであることを示す。
【０２１５】
　「Partition」は、画面分割パターンを示す。この「Partition」は、画面領域を示す情
報を構成する画面の分割数を示す情報である。“０ｘ０”である場合、図６１（ａ）に示
すように、画像（ピクチャ）領域は分割されておらず、この画像（ピクチャ）領域を代表
する１つの視差ベクトル（視差情報）が送信されることを示す。“０ｘ１”である場合、
図６１（ｂ）に示すように、画像（ピクチャ）領域は４分割されており、この各分割領域
を代表する４個の視差ベクトル（視差情報）が送信されることを示す。この場合、左上の
領域の視差ベクトルが最初で、右下の領域の視差ベクトルが最後となるように配置される
図６１（ｂ）の０～３の順）。
【０２１６】
　“０ｘ２”である場合、図６１（ｃ）に示すように、画像（ピクチャ）領域は９分割さ
れており、この各分割領域を代表する９個の視差ベクトル（視差情報）が送信されること
を示す。この場合、左上の領域の視差ベクトルが最初で、右下の領域の視差ベクトルが最
後となるように配置される（図６１（ｃ）の０～８の順）。“０ｘ３”である場合、図６
１（ｄ）に示すように、像（ピクチャ）領域は１６分割されており、この各分割領域を代
表する１６個の視差ベクトル（視差情報）が送信されることを示す。この場合、左上の領
域の視差ベクトルが最初で、右下の領域の視差ベクトルが最後となるように配置される（
図６１（ｄ）の０～１５の順）。
【０２１７】
　“０ｘ７”の場合、画像（ピクチャ）領域は複数のブロックに分割されており、この各
分割領域を代表する複数の視差ベクトル（視差情報）が送信されることを示す。この場合
、左上の領域の視差ベクトルが最初で、右下の領域の視差ベクトルが最後となるように配
置される。
【０２１８】
　「Number_of_Component_Elements」は、上述の「Partition」、あるいは「Block_Size
」で特定される画面領域の個数、あるいは関連付けされたサービス内のコンポーネント・
エレメントの個数を示す１３ビットのデータである。
【０２１９】
　そして、上述の「Service_Linked_flag」が“１”である場合、視差情報セット内の視
差ベクトル（視差情報）に関連付けされているサービス数（number of service）分だけ
、コンポーネント・リンケージ情報（Component_Linkage_Info）が配置される。このコン
ポーネント・リンケージ情報には、図５５に示すように、コンポーネントのエレメント数
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だけ、そのコンポーネント・エレメントと視差ベクトルとの対応付け情報が配置される。
【０２２０】
　「Component_Element」は、コンポーネント・エレメントＩＤを示す８ビットのデータ
である。コンポーネント・エレメントＩＤは、例えば、クローズド・キャプションのウイ
ンドウＩＤ（Window ID）、あるいはＤＶＢサブタイトルのリージョンＩＤ（region_idga
）等である。「Element_Linkage_Length」は、情報の長さ（サイズ）を示す８ビットのデ
ータである。「number_of_mutiple_link」は、コンポーネント・エレメントＩＤと関連付
ける視差ベクトルの個数を示す。「Partition_Position_id」は、視差ベクトルを特定す
る１３ビットの情報である。この「Partition_Position_id」は、上述の「Partition」、
あるいは「Block_Size」で特定される複数の画面領域のうちの何番目の画面領域であるか
を示す。
【０２２１】
　図５６を参照してＤＤＳを説明する。このＤＤＳには、各視差情報セットに含まれる視
差ベクトルの情報が含まれる。「Disparity_Info_Length」は、この情報の長さ（サイズ
）を示す１６ビットのデータである。「Disparity_Info_Type」は、この情報のタイプを
示す２ビットのデータであり、ここでは「０ｘ２」とされ、この情報が「ＤＩＤ」である
ことが示される。「Disparity_Sequence_id」は、汎用目的の視差情報セットであるか特
定サービス用途向けの視差情報セットであるかを識別し、特定サービス用途向けである場
合にはそのサービスを識別するための８ビットのデータである。
【０２２２】
　「Number_of_Component_Elements」は、上述の「Partition」、あるいは「Block_Size
」で特定される画面領域の個数、あるいは関連付けされたサービス内のコンポーネント・
エレメントの個数を示す１３ビットのデータである。ビデオデータの一定期間、例えば、
１５フレーム期間内の各フレームで使用する視差情報セットに含まれるＰ個の視差ベクト
ルの値が配置される。「Disparity_sets_in_period」は、ビデオデータの一定期間に含ま
れるオフセットを与えるための視差ベクトル（視差情報）セットの個数を示す８ビットの
データである。
【０２２３】
　「Offset_Frame_In_disparity_set」は、各視差情報セットを用いるタイミングを示す
時間情報である。この時間情報は、タイムスタンプ（Time Stamp）で示される最初の視差
情報セットの使用時間からの時間（フレーム数）を示す。「Disparity_Vector_Horozonta
l(i)」は、ｉ番目の視差ベクトルの値である、水平方向の視差ベクトルの値を示す。
【０２２４】
　なお、上述では、ディスパリティ・シーケンスＩＤ（Disparity_Sequence_id）とサー
ビスとを関連付けるための情報を、ユーザデータとしての視差情報（Disparity_Informat
ion）にＤＳＬとして配置する例を示した。しかし、ディスパリティ・シーケンスＩＤと
サービスとの関連付けを、ディスパリティ・リンケージ・デスクリプタ（Disparity_Link
age_Descriptor）により行うことも考えられる。ディスパリティ・リンケージ・デスクリ
プタＤＬＤは、例えば、多重化ストリーム（ビットストリームデータＢＳＤ）のＰＭＴテ
ーブル内に配置される。
【０２２５】
　図２２に示す送信データ生成部１１０Ｄでは、立体画像を表示するための左眼画像デー
タおよび右眼画像データを含む立体画像データと共に、それぞれ視差情報を使用すべき重
畳情報の種類を示す識別情報が付加されている、所定組の視差情報セットが送信される。
そのため、受信側においては、左眼画像および右眼画像に重畳される同一の重畳情報（ク
ローズド・キャプション情報、サブタイトル情報、グラフィクス情報、テキスト情報など
）に、この重畳情報の種類に合った視差情報セットを用いて適切な視差を付与できる。
【０２２６】
　なお、図２２に示す送信データ生成部１１０Ｄの上述の説明では、視差情報セット作成
部１３１で、最下位層のピクセル（画素）毎の視差ベクトルにダウンサイジング処理を施
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して各階層の各領域の視差ベクトルを求める旨、説明した。しかし、データ記録媒体１３
０ａに各階層の各領域の視差ベクトルが記録されており、視差情報セット作成部１３１で
はそれを利用するようにしてもよい。
　「送信データ生成部の他の構成例」
【０２２７】
　また、図２２に示す送信データ生成部１１０Ｄは、視差情報セット作成部１３１で作成
された所定組の視差情報セットを画像データストリームに挿入して受信側に送る構成とな
っている。しかし、視差情報セット作成部１３１で作成された所定組の視差情報セットを
、画像データストリーム以外の他のデータストリームに挿入して受信側に送る構成とする
こともできる。
【０２２８】
　また、視差情報セット作成部１３１で作成された所定組の視差情報セットを含む視差ベ
クトルのエリメンタリーストリーム（視差ベクトルストリーム）を生成し、この視差ベク
トルストリームを、他のストリームと多重化して受信側に送信する構成とすることもでき
る。図６２は、その場合における、送信データ生成部１１０Ｅの構成例を示している。こ
の図６２において、図２２と対応する部分には同一符号を付し、その詳細説明は省略する
。
【０２２９】
　この送信データ生成部１１０Ｅでは、図２に示す送信データ生成部１１０と同様に、視
差ベクトルエンコーダ１１５を有する構成とされる。視差情報セット作成部１３１で作成
された所定組の視差情報セットは視差ベクトルエンコーダ１１５に送られる。そして、こ
の視差ベクトルエンコーダ１１５において、所定組の視差情報セットを含む視差ベクトル
のエリメンタリーストリーム（視差ベクトルストリーム）が生成される。そして、この視
差ベクトルストリームがマルチプレクサ１２２に供給される。マルチプレクサ１２２では
、他のデータストリームと共に視差ベクトルストリームも多重化されて、ビットストリー
ムデータＢＳＤが生成される。
【０２３０】
　詳細説明は省略するが、この送信データ生成部１１０Ｅにおいて、その他の構成および
動作は、図２２に示す送信データ生成部１１０Ｄと同様である。この送信データ生成部１
１０Ｅにおいても、図２２に示す送信データ生成部１１０Ｄと同様の効果を得ることがで
きる。
【０２３１】
　「送信データ生成部の他の構成例」
　図２２に示す送信データ生成部１１０Ｄでは、視差情報セットとして、汎用目的の視差
情報セットおよび特定のサービス用途向けの視差情報セットのいずれか、あるいは双方を
送信可能とされている。しかし、クローズド・キャプション情報あるいはサブタイトル情
報などの限定用途の視差情報を送信することとし、既存の放送規格（ＡＴＳＣ、ＣＥＡな
ど）に容易に連携できるシンプルなデータ構造とすることも考えられる。
【０２３２】
　図６３は、その場合における送信データ生成部１１０Ｆの構成例を示している。この送
信データ生成部１１０Ｆは、クローズド・キャプション情報に用途限定した視差情報を作
成し、この視差情報を受信側に送信する構成となっている。この図６３において、図２と
対応する部分には同一符号を付し、適宜、その詳細説明は省略する。
【０２３３】
　この送信データ生成部１１０Ｆは、データ取り出し部（アーカイブ部）１３０と、視差
情報作成部１３１と、ＣＣ（Closed Caption）エンコーダ１３３と、ビデオエンコーダ１
１３と、オーディオエンコーダ１１７と、マルチプレクサ１２２を有している。
【０２３４】
　データ取り出し部１３０には、データ記録媒体１３０ａが、例えば、着脱自在に装着さ
れる。このデータ記録媒体１３０ａには、左眼画像データおよび右眼画像データを含む立
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体画像データと共に、音声データ、視差ベクトル（視差情報）が対応付けて記録されてい
る。データ取り出し部１３０は、データ記録媒体１３０ａから、立体画像データ、音声デ
ータ、視差ベクトル等を取り出して出力する。データ記録媒体１３０ａは、ディスク状記
録媒体、半導体メモリ等である。
【０２３５】
　ここで、データ記録媒体１３０ａに記録されている立体画像データは、図２に示す送信
データ生成部１１０のビデオフレーミング部１１２で得られる立体画像データに相当する
ものである。また、データ記録媒体１３０ａに記録されている視差ベクトルは、例えば、
画像を構成するピクセル（画素）毎の視差ベクトルである。
【０２３６】
　ＣＣエンコーダ１３３は、ＣＥＡ－７０８準拠のエンコーダであって、クローズド・キ
ャプションの字幕表示をするためのＣＣデータ（クローズド・キャプション情報のデータ
）を出力する。この場合、ＣＣエンコーダ１３３は、時系列的に表示される各クローズド
・キャプション情報のＣＣデータを順次出力する。
【０２３７】
　視差情報作成部１３２は、データ取り出し部１３０から出力される視差ベクトル、すな
わちピクセル（画素）毎の視差ベクトルにダウンサイジング処理を施し、上述のＣＣエン
コーダ１３３から出力されるＣＣデータに含まれる各ウインドウＩＤ（WindowID）に対応
付けされた視差情報（視差ベクトル）を出力する。この視差情報には、左眼画像に重畳す
るクローズド・キャプション情報および右眼画像に重畳するクローズド・キャプション情
報のうち、この視差情報に基づいてシフトさせるクローズド・キャプション情報を指定す
るシフト対象指定情報が付加されている。
【０２３８】
　ここで、視差情報作成部１３２は、ＣＣエンコーダ１３３から出力される各クローズド
・キャプション情報のＣＣデータに対応させて、そのクローズド・キャプション情報が表
示される所定数のフレーム期間で使用する視差情報を出力する。この視差情報は、例えば
、クローズド・キャプション情報が表示される所定数のフレーム期間の各フレームで共通
に使用される視差情報、あるいはその各フレームで順次更新される視差情報である。
【０２３９】
　そして、この視差情報には、各フレームで共通に使用される視差情報であるか、各フレ
ームで順次更新される視差情報であるかを示すフラグ情報が付加されている。視差情報セ
ット作成部１３２は、例えば、画像の動きが大きい場合には、各フレームで順次使用され
る視差情報を作成し、画像の動きが小さい場合には、各フレームで共通に使用する視差情
報を作成する。
【０２４０】
　視差情報作成部１３２は、各フレームで順次更新される視差情報として、例えば、最初
のフレームの視差情報と、２番目以降の、前のフレームの視差情報に対するオフセット情
報とで構成する。このように２番目以降の視差情報を前のフレームの視差情報に対するオ
フセット情報とすることで、視差情報のデータ量を抑制でき、また、各フレームにおける
視差情報の更新をスムーズに知覚できる。
【０２４１】
　ビデオエンコーダ１１３は、データ取り出し部１３０から供給される立体画像データに
対して、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣ、ＭＰＥＧ２、ＶＣ－１等の符号化を施して符号化ビデオデ
ータを得る。また、このビデオエンコーダ１１３は、後段に備えるストリームフォーマッ
タ１１３ａにより、ペイロード部に符号化ビデオデータを含むビデオのエレメンタリース
トリームを生成する。
【０２４２】
　上述のＣＣエンコーダ１３３から出力されるＣＣデータおよび上述の視差情報作成部１
３１で作成された視差情報は、ビデオエンコーダ１１３内のストリームフォーマッタ１１
３ａに供給される。ストリームフォーマッタ１１３ａは、ビデオのエレメンタリーストリ
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ームに、ＣＣデータおよび視差情報を、ユーザデータとして埋め込む。つまり、ビデオの
エレメンタリーストリームのペイロード部に立体画像データが含まれると共に、そのヘッ
ダ部のユーザデータ領域にＣＣデータおよび視差情報が含まれる。
【０２４３】
　上述の図４１に示すように、ビデオエレメンタリーストリームは、先頭に、シーケンス
単位のパラメータを含むシーケンスヘッダ部が配置されている。このシーケンスヘッダ部
に続いて、ピクチャ単位のパラメータおよびユーザデータを含むピクチャヘッダが配置さ
れている。このピクチャヘッダ部に続いてピクチャーデータを含むペイロード部が配置さ
れる。以下、ピクチャヘッダ部およびペイロード部が繰り返し配置されている。
【０２４４】
　上述したＣＣデータおよび視差情報は、例えば、ピクチャヘッダ部のユーザデータ領域
に埋め込まれる。この場合、ユーザデータとして埋め込まれるＣＣデータおよび視差情報
は、ユーザデータタイプコードにより識別可能とされる。つまり、視差情報に付加される
ユーザデータタイプコードは、ＣＣデータに付加されるユーザデータタイプコードとは異
なるものとされる。
【０２４５】
　オーディオエンコーダ１１７は、データ取り出し部１３０から供給される音声データに
対して、ＭＰＥＧ－２Ａｕｄｉｏ ＡＡＣ等の符号化を施し、オーディオのエレメンタリ
ーストリームを生成する。マルチプレクサ１２２は、エンコーダ１１３，１１７から出力
されるパケット化されたエレメンタリーストリームを多重化する。そして、このマルチプ
レクサ１２２は、伝送データとしてのビットストリームデータ（トランスポートストリー
ム）ＢＳＤを出力する。
【０２４６】
　図６３に示す送信データ生成部１１０Ｆの動作を簡単に説明する。データ取り出し部１
３０から出力される立体画像データは、ビデオエンコーダ１１３に供給される。このビデ
オエンコーダ１１３では、その立体画像データに対してＭＰＥＧ４－ＡＶＣ、ＭＰＥＧ２
、ＶＣ－１等の符号化が施され、符号化ビデオデータを含むビデオエレメンタリーストリ
ームが生成される。このビデオエレメンタリーストリームはマルチプレクサ１２２に供給
される。
【０２４７】
　また、ＣＣエンコーダ１３３では、クローズド・キャプションの字幕表示をするための
ＣＣデータ（クローズド・キャプション情報のデータ）が出力される。この場合、ＣＣエ
ンコーダ１３３では、時系列的に表示される各クローズド・キャプション情報のＣＣデー
タが順次出力される。
【０２４８】
　また、データ取り出し部１３０から出力されるピクセル（画素）毎の視差ベクトルは、
視差情報作成部１３２に供給される。この視差情報作成部１３２では、この視差ベクトル
にダウンサイジング処理等が施されて、上述のＣＣエンコーダ１３３から出力されるＣＣ
データに含まれる各ウインドウＩＤ（WindowID）に対応付けされた視差情報（視差ベクト
ル）が出力される。
【０２４９】
　ＣＣエンコーダ１３３から出力されるＣＣデータおよび視差情報作成部１３２で作成さ
れる視差情報は、ビデオエンコーダ１１３のストリームフォーマッタ１１３ａに供給され
る。このストリームフォーマッタ１１３ａでは、ビデオのエレメンタリーストリームのヘ
ッダ部のユーザデータ領域に、ＣＣデータおよび視差情報が、ユーザデータ識別情報（ユ
ーザデータタイプコード）により識別可能に埋め込まれる。
【０２５０】
　また、データ取り出し部１３０から出力される音声データはオーディオエンコーダ１１
７に供給される。このオーディオエンコーダ１１７では、音声データに対して、ＭＰＥＧ
－２Ａｕｄｉｏ ＡＡＣ等の符号化が施され、符号化オーディオデータを含むオーディオ
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エレメンタリーストリームが生成される。このオーディオエレメンタリーストリームはマ
ルチプレクサ１２２に供給される。このマルチプレクサ１２２では、各エンコーダから供
給されるエレメンタリーストリームのパケットが多重化され、伝送データとしてのビット
ストリームデータＢＳＤが得られる。
【０２５１】
　［視差情報（caption_disparity_data）を含むユーザデータの詳細構成］
　次に、視差情報（caption_disparity_data）を含むユーザデータの詳細構成を説明する
。図６４は、その一例を示している。図６５は、図６４に示す構成内の各情報の内容を示
している。この例は、符号化方式がＭＰＥＧ２である場合の例である。３２ビットの開始
コード（user_data_start_code）の後に放送規格「ＡＴＳＣ」を識別する３２ビットのコ
ード“0x47413934”が配置されている。
【０２５２】
　また、その後に、８ビットのユーザデータタイプコード（user_data_type_code）が配
置されている。「user_data_type_code＝0x07」であるとき、その後のデータ本体として
、視差情報（caption_disparity_data）が配置される。なお、「user_data_type_code＝0
x03」であるとき、データ本体としてＣＣデータ（cc_data）が配置され、「user_data_ty
pe_code＝0x06」であるとき、データ本体としてバーデータ（bar_data）が配置される。
【０２５３】
　次に、視差情報（caption_disparity_data）の詳細構成を説明する。図６６は、その一
例を示している。図６７、図６８は、図６６に示す構成内の各情報の内容を示している。
「service_number」は、クローズド・キャプションのチャネルを特定する情報である。こ
の「service_number」は、ＣＥＡ－７０８の「caption service」に対応付けされている
。クローズド・キャプションには、例えば英語、日本語などの複数のチャネルが存在する
が、チャネル毎の視差情報が配置される。なお、「service_number=0」は、複数のキャプ
ション・ウインドウ（CaptionWindow）で、１つの視差情報（視差ベクトル）を共有する
特別なモードであることを示す。
【０２５４】
　「select_view_shift」は、シフト対象指定情報を構成する２ビットの情報である。こ
の「select_view_shift」は、左眼画像に重畳するクローズド・キャプション情報および
右眼画像に重畳するクローズド・キャプション情報のうち、視差情報に基づいてシフトさ
せるクローズド・キャプション情報を指定する。例えば、「select_view_shift=00」はリ
ザーブとされる。
【０２５５】
　また、例えば、「select_view_shift=01」であるとき、左眼画像に重畳するクローズド
・キャプション情報のみを、視差情報（disparity）分だけ、水平方向にシフトさせるこ
とを示す。ここで、視差情報（disparity）が正の値であるときは、左眼画像に重畳する
クローズド・キャプション情報は、右方向にシフトされる。一方、視差情報（disparity
）が負の値であるときは、左眼画像に重畳するクローズド・キャプション情報は、左方向
にシフトされる。
【０２５６】
　また、例えば、「select_view_shift=10」であるとき、右眼画像に重畳するクローズド
・キャプション情報のみを、視差情報（disparity）分だけ、水平方向にシフトさせるこ
とを示す。ここで、視差情報（disparity）が正の値であるときは、左眼画像に重畳する
クローズド・キャプション情報は、右方向にシフトされる。一方、視差情報（disparity
）が負の値であるときは、左眼画像に重畳するクローズド・キャプション情報は、左方向
にシフトされる。
【０２５７】
　また、例えば、「select_view_shift=11」であるとき、左眼画像に重畳するクローズド
・キャプション情報および右眼画像に重畳するクローズド・キャプション情報の双方を、
水平方向の互いに逆の方向にシフトさせることを示す。ここで、左眼画像に重畳するクロ



(44) JP 5407957 B2 2014.2.5

10

20

30

40

50

ーズド・キャプション情報は、視差情報（disparity）が偶数値である場合、正の値であ
るときは「disparity／２」分だけ右方向にシフトされ、負の値であるときは「disparity
／２」分だけ左方向にシフトされる。また、右眼画像に重畳するクローズド・キャプショ
ン情報は、視差情報（disparity）が偶数値である場合、正の値であるときは「disparity
／２」分だけ左方向にシフトされ、負の値であるときは「disparity／２」分だけ右方向
にシフトされる。
【０２５８】
　また、左眼画像に重畳するクローズド・キャプション情報は、視差情報（disparity）
が奇数値である場合、正の値であるときは「（disparity＋１）／２」分だけ右方向にシ
フトされ、負の値であるときは「（disparity＋１）／２」分だけ左方向にシフトされる
。また、右眼画像に重畳するクローズド・キャプション情報は、視差情報（disparity）
が奇数値である場合、正の値であるときは「（disparity－１）／２」分だけ左方向にシ
フトされ、負の値であるときは「（disparity－１）／２」分だけ右方向にシフトされる
。
【０２５９】
　「number_of_caption_windows」は、視差情報（disparity）と関連付けされているキャ
プション・ウインドウ（CaptionWindow）の数を示す３ビットの情報である。キャプショ
ン・ウインドウの数は最大で８個である。キャプション・ウインドウ毎に、視差情報（di
sparity）が配置される。「caption_window_id 」は、ＣＥＡ－７０８の「caption windo
w[0..7]」を示す３ビットの情報である。
【０２６０】
　「temporal_extension_flag」は、「caption_window_id」で示されるキャプション・ウ
インドウに対応した視差情報に対する１ビットのフラグ情報である。このフラグ情報は、
視差情報が、クローズド・キャプション情報の表示フレーム期間の各フレームで共通に使
用されるものであるか、その各フレームで順次更新される視差情報であるかを示す。「te
mporal_extension_flag=1」であるときは、表示フレーム期間の各フレームで視差情報の
値が更新されることを示す。また、「temporal_extension_flag=0」であるときは、表示
フレーム期間の各フレームで視差情報の値が更新されることはなく、同一の視差情報が使
用されることを示す。
【０２６１】
　「disparity」は、表示フレーム期間の最初のフレームの視差情報の値を示す８ビット
情報であり、－１２８～＋１２７の範囲の値をとる。上述の「temporal_extension_flag=
0」であるときは、「caption_window_id」で示されるキャプション・ウインドウに対応し
た視差情報は、この「disparity」の８ビットの情報のみである。一方、上述の「tempora
l_extension_flag=1」であるときは、「caption_window_id」で示されるキャプション・
ウインドウに対応した視差情報は、この「disparity」の８ビットの最初のフレームの視
差情報の他に、２番目以降のフレームの視差情報が存在する。
【０２６２】
　この２番目以降のフレームの視差情報は、前のフレームの視差情報に対するオフセット
情報として与えられる。「number_of_frame_set」は、表示フレーム期間の２番目以降の
フレームの数を１１フレーム単位で区切った場合に、その単位が何個必要であるかを示す
８ビットの情報である。例えば、表示フレーム期間が３０フレームの場合、２番目以降の
フレームの数は２９であり、この「number_of_frame_set」で示される単位個数は「３」
となる。
【０２６３】
　「offset_sequence」は、前のフレームの視差情報に対するオフセット情報としての２
ビットの情報である。「offset_sequence=00」は、オフセット値が「０」であることを示
す。「offset_sequence=01」は、オフセット値が「＋１」であることを示す。「offset_s
equence=10」は、オフセット値が「－１」であることを示す。さらに、「offset_sequenc
e=11」は、そのフレームにはオフセット情報の割り当てがないことを示す。上述した表示
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フレーム期間が３０フレームの場合、１１フレーム単位で区切った場合の３単位目におい
ては、“offset_sequence_7”以降は、「offset_sequence=11」となる。
【０２６４】
　「offset_precision」は、上述の「offset_sequence」で示すオフセット値における「
１」の精度、つまりこの「１」のピクセル数を示す１ビットの情報である。「offset_pre
cision=0」であるとき、オフセット値における「１」が１ピクセルであることを示す。ま
た、「offset_precision=1」であるとき、オフセット値における「１」が２ピクセルであ
ることを示す。
【０２６５】
　図６３に示す送信データ生成部１１０Ｆにおいては、立体画像を表示するための左眼画
像データおよび右眼画像データを含む立体画像データがビデオエレメンタリーストリーム
のペイロード部に含まれて送信される。また、このビデオエレメンタリーストリームのヘ
ッダ部のユーザデータ領域に、ＣＣデータおよびそのＣＣデータによるクローズド・キャ
プション情報に視差を付与するための視差情報が、ユーザデータ識別情報（user_data_ty
pe_code）で識別可能な状態で含まれて送信される。
【０２６６】
　そのため、受信側においては、このビデオエレメンタリーストリームから、立体画像デ
ータを取得できる他に、重畳情報のデータおよび視差情報を容易に取得できる。また、受
信側においては、左眼画像および右眼画像に重畳される同一のクローズド・キャプション
情報に、視差情報を用いて、適切な視差を付与できる。そのため、重畳情報の表示におい
て、画像内の各物体との間の遠近感の整合性を最適な状態に維持できる。
【０２６７】
　また、図６３に示す送信データ生成部１１０Ｆにおいては、視差情報に、左眼画像に重
畳する左眼クローズド・キャプション情報および右眼画像に重畳する右眼クローズド・キ
ャプション情報のうち、この視差情報に基づいてシフトさせるクローズド・キャプション
情報を指定するシフト対象指定情報（select_view_shift）が付加されている。そのため
、このシフト対象指定情報により、左眼クローズド・キャプション情報のみをシフトさせ
ること、右眼クローズド・キャプション情報のみをシフトさせること、あるいは、それら
の両方をシフトさせることが任意に可能となる。
【０２６８】
　また、図６３に示す送信データ生成部１１０Ｆにおいては、視差情報として、クローズ
ド・キャプション情報（字幕）が表示される所定数のフレームで共通に使用される視差情
報、またはその所定数のフレームで順次更新される視差情報のいずれかを選択できる。視
差情報には、そのどちらであるかを示すフラグ情報（temporal_extension_flag）が付加
される。そのため、各フレームで共通に使用する視差情報または各フレームで順次更新さ
れる視差情報を、例えば、画像内容に応じて、選択的に、送信することが可能となる。す
なわち、画像の動きが大きい場合には、各フレームで順次更新される視差情報を送信して
、受信側において、重畳情報に付与する視差を画像内容の変化に連動して動的に変化させ
ることができる。また、画像の動きが小さい場合には、各フレームで共通に使用する視差
情報を送信することで、視差情報のデータ量を抑制できる。
【０２６９】
　また、図６３に示す送信データ生成部１１０Ｆにおいては、各フレームで順次更新され
る視差情報は、所定数のフレーム期間の最初のフレームの視差情報と、２番目以降のフレ
ームの、前のフレームの視差情報に対するオフセット情報とからなるようにされる。その
ため、視差情報のデータ量を抑制できる。
【０２７０】
　図６９は、図６６に示す視差情報（caption_disparity_data）の構成におけるデータ量
（データサイズ）の計算例を示している。（１－１）は、８個のキャプション・ウインド
ウのそれぞれで、クローズド・キャプション情報の表示期間の各フレームで１つの視差情
報を共通に使用する場合の計算例である。この場合には、視差情報（caption_disparity_
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data）のデータ量は１８バイトとなる。また、（１－２）は、キャプション・ウインドウ
が１個であるか、あるいは全キャプション・ウインドウで同じ視差情報を使用する場合で
あって、クローズド・キャプション情報の表示期間の各フレームで１つの視差情報を共通
に使用する場合の計算例である。この場合には、視差情報（caption_disparity_data）の
データ量は４バイトとなる。
【０２７１】
　（２）は、８個のキャプション・ウインドウのそれぞれで、クローズド・キャプション
情報が表示期間の各フレームで順次更新される視差情報を使用する場合であって、例えば
、表示期間が５秒間（１５０フレーム）である場合の計算例である。この場合には、視差
情報（caption_disparity_data）のデータ量は３６２バイトとなる。
【０２７２】
　なお、図６３に示す送信データ生成部１１０Ｆでは、クローズド・キャプション情報に
用途限定された視差情報を送信する例を示した。詳細説明は省略するが、例えば、サブタ
イトル情報などのその他の重畳情報に用途限定された視差情報を送信する送信データ生成
部も同様に構成することができる。
【０２７３】
　［セットトップボックスの説明］
　図１に戻って、セットトップボックス２００は、放送局１００から放送波にのせて送信
されてくるビットストリームデータ（トランスポートストリーム）を受信する。このビッ
トストリームデータには、左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データ、
音声データ、重畳情報データ、さらには視差情報（視差ベクトル）が含まれる。ここで、
重畳情報データは、例えば、サブタイトルデータ、グラフィクスデータ、テキストデータ
（クローズド・キャプションデータを含む）等である。
【０２７４】
　セットトップボックス２００は、ビットストリーム処理部２０１を有している。このビ
ットストリーム処理部２０１は、ビットストリームデータから、立体画像データ、音声デ
ータ、重畳情報データ、視差ベクトル等を抽出する。このビットストリーム処理部２０１
は、立体画像データ、重畳情報データ（サブタイトルデータ、グラフィクスデータ、テキ
ストデータ）等を用いて、重畳情報が重畳された左眼画像および右眼画像のデータを生成
する。
【０２７５】
　ここで、視差ベクトルが数値情報として送信されてくる場合には、視差ベクトルと重畳
情報データに基づいて、左眼画像、右眼画像にそれぞれ重畳する左眼重畳情報、右眼重畳
情報を生成する。この場合、左眼重畳情報および右眼重畳情報は同一の重畳情報である。
しかし、画像内の重畳位置が、例えば、左眼重畳情報に対して、右眼重畳グ情報は、視差
ベクトルの水平方向成分だけ、水平方向にずれるようにされる。
【０２７６】
　図７０（ａ）は、伝送方式が上述の第２の伝送方式（「Side By Side」方式）である場
合における、左眼グラフィクス情報および右眼グラフィクス情報の重畳位置を示している
。左眼画像ＩＬ上に重畳される左眼グラフィクス情報ＬＧＩに対して、右眼画像ＩＲ上に
重畳される右眼グラフィクス情報ＲＧＩは、視差ベクトルの水平方向成分ＶＶTだけ水平
方向にずれた位置とされている。なお、ＩTは、アイドリングオフセット値である。
【０２７７】
　ビットストリーム処理部２０１では、各画像ＩＬ，ＩＲに対して各グラフィクス情報Ｌ
ＧＩ，ＲＧＩが図７０（ａ）に示すように重畳されるように、グラフィクスデータが生成
される。ビットストリーム処理部２０１は、ビットストリームデータから抽出された立体
画像データ（左眼画像データ、右眼画像データ）に対して、生成された左眼グラフィクス
データ、右眼グラフィクスデータを合成して、処理後の立体画像データを取得する。この
立体画像データによれば、視聴者は、図７０（ｂ）に示すように、各画像ＩＬ，ＩＲと共
に、各グラフィクス情報ＬＧＩ，ＲＧＩを、視差をもって観察でき、グラフィクス情報に
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も、遠近感を認知可能となる。
【０２７８】
　なお、図７１（ａ）は、各画像ＩＬ，ＩＲに対して、ビットストリームデータから抽出
されたグラフィクスデータによるグラフィクス画像をそのまま重畳した状態を示している
。この場合、視聴者は、図７１（ｂ）に示すように、左眼画像ＩＬと共にグラフィクス情
報の左半分、右眼画像ＩＲと共にグラフィクス情報の右半分を観察する。そのため、グラ
フィクス情報を正しく認識できなくなる。
【０２７９】
　図７０は、グラフィクス情報の場合を示したが、その他の重畳情報（クローズド・キャ
プション情報、サブタイトル情報、テキスト情報など）に関しても同様である。すなわち
、視差ベクトルが数値情報として送信されてくる場合には、視差ベクトルと重畳情報デー
タデータに基づいて、左眼画像、右眼画像にそれぞれ重畳する左眼重畳情報、右眼重畳情
報を生成する。この場合、左眼重畳情報および右眼重畳情報は同一の重畳情報である。し
かし、画像内の重畳位置が、例えば、左眼重畳情報に対して、右眼重畳情報は、視差ベク
トルの水平方向成分だけ、水平方向にずれるようにされる。
【０２８０】
　ここで、左眼重畳情報と右眼重畳情報との間に視差を与える視差ベクトルとしては、以
下の視差ベクトルを用いることが考えられる。例えば、視差ベクトルとしては、画像内の
複数位置で検出された視差ベクトルのうち、遠近感でいうところの最も近く認識される位
置の視差ベクトルを使用することが考えられる。図７２（ａ），（ｂ），（ｃ），（ｄ）
は、それぞれ時刻Ｔ０，Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３における３つのオブジェクト位置の視差ベクト
ル（View Vector）を示している。
【０２８１】
　時刻Ｔ０では、オブジェクト１に対応した位置（Ｈ０，Ｖ０）における視差ベクトルＶ
Ｖ０-1が最大の視差ベクトルＭａｘＶＶ（Ｔ０）となっている。時刻Ｔ１では、オブジェ
クト１に対応した位置（Ｈ１，Ｖ１）における視差ベクトルＶＶ１-1が最大の視差ベクト
ルＭａｘＶＶ（Ｔ１）となっている。時刻Ｔ２では、オブジェクト２に対応した位置（Ｈ
２，Ｖ２）における視差ベクトルＶＶ２-2が最大の視差ベクトルＭａｘＶＶ（Ｔ２）とな
っている。時刻Ｔ３では、オブジェクト１に対応した位置（Ｈ３，Ｖ３）における視差ベ
クトルＶＶ３-0が最大の視差ベクトルＭａｘＶＶ（Ｔ３）となっている。
【０２８２】
　このように、視差ベクトルとして、画像内の複数位置で検出された視差ベクトルのうち
、遠近感でいうところの最も近く認識される位置の視差ベクトルを使用することで、遠近
感でいうところの最も近い画像内の物体よりも手前に、重畳情報を表示できる。
【０２８３】
　図７３（ａ）は、画像上における字幕（例えば、クローズド・キャプション情報、サブ
タイトル情報）の表示例を示している。この表示例では、背景と近景オブジェクトとから
なる画像上に、字幕が重畳された例である。図７３（ｂ）は、背景、近景オブジェクト、
字幕の遠近感を示し、字幕が最も近くにあるように認識されることを示している。
【０２８４】
　図７４（ａ）は、図７３（ａ）と同じ、画像上における字幕（例えば、クローズド・キ
ャプション情報、サブタイトル情報）の表示例を示している。図７４（ｂ）は、字幕を表
示するための左眼サブタイトル情報ＬＧＩと、右眼サブタイトル情報ＲＧＩを示している
。図７４（ｃ）は、字幕が最も近くにあるように認識されるために、各サブタイトル情報
ＬＧＩ，ＲＧＩに視差が与えられることを示している。
【０２８５】
　また、視差ベクトルとしては、画像内の複数位置で検出された視差ベクトル（視差情報
セットに含まれる各階層の各領域の視差ベクトルを含む）のうち、その重畳位置に対応し
たものを使用することが考えられる。図７５（ａ）は、ビットストリームデータから抽出
されるグラフィックデータによるグラフィック情報と、ビットストリームデータから抽出
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されるテキストデータによるテキスト情報を示している。
【０２８６】
　図７５（ｂ）は、左眼画像に、左眼グラフィクス情報ＬＧＩおよび左眼テキスト情報Ｌ
ＴＩが重畳された状態を示している。この場合、左眼グラフィクス情報ＬＧＩは、その重
畳位置が水平方向にはアイドリングオフセット値（ＩＴ-0）で規制されている。また、左
眼テキスト情報ＬＴＩは、その重畳位置が水平方向にはアイドリングオフセット値（ＩＴ
-1）で規制されている。
【０２８７】
　図７５（ｃ）は、右眼画像に、右眼グラフィクス情報ＲＧＩおよび右眼テキスト情報Ｒ
ＴＩが重畳された状態を示している。この場合、右眼グラフィクス情報ＲＧＩは、その重
畳位置が水平方向にはアイドリングオフセット値（ＩＴ-0）で規制され、さらにこの重畳
位置に対応した視差ベクトルの水平方向成分ＶＶT-0だけ、左眼グラフィクス情報ＬＧＩ
の重畳位置よりずらされている。また、右眼テキスト情報ＲＴＩは、その重畳位置が水平
方向にはアイドリングオフセット値（ＩＴ-1）で規制され、さらにこの重畳位置に対応し
た視差ベクトルの水平方向成分ＶＶT-1だけ、左眼テキスト情報ＬＴＩの重畳位置よりず
らされている。
【０２８８】
　なお、図７５の例では、右眼画像に重畳されるグラフィクス情報およびテキスト情報の
重畳位置を、左眼画像に重畳される同一のグラフィクス情報およびテキスト情報の重畳位
置を基準として、ずらすものを示している。すなわち、図７５の例では、右眼画像に重畳
されるグラフィクス情報およびテキスト情報の重畳位置のみをずらす処理を行っている。
しかし、左眼画像および右眼画像の双方の重畳位置をずらすように処理を行うことも考え
られる。
【０２８９】
　図７６（ａ）は、ビットストリームデータから抽出されるグラフィックデータによるグ
ラフィック情報と、ビットストリームデータから抽出されるテキストデータによるテキス
ト情報を示している。図７６（ｂ）は、２次元表示におけるグラフィクス情報ＧＩおよび
テキスト情報ＴＩの重畳位置を示している。この場合、テキスト情報の重畳位置は（x1,y
1）であり、グラフィクス情報の重畳位置は（x2,y2）である。
【０２９０】
　図７６（ｃ）は、左眼画像に、左眼グラフィクス情報ＬＧＩおよび左眼テキスト情報Ｌ
ＴＩが重畳された状態を示している。この場合、左眼グラフィクス情報ＬＧＩは、２次元
表示におけるグラフィクス情報ＧＩの重畳位置に対して、このグラフィクス情報に対応し
た視差ベクトルＤ１の画素数だけ右方向にずらされている。また、左眼テキスト情報ＬＴ
Ｉは、２次元表示におけるテキスト情報ＬＴの重畳位置に対して、このテキスト情報に対
応した視差ベクトルＤ０の画素数だけ右方向にずらされている。
【０２９１】
　図７６（ｄ）は、右眼画像に、右眼グラフィクス情報ＲＧＩおよび右眼テキスト情報Ｒ
ＴＩが重畳された状態を示している。この場合、右眼グラフィクス情報ＲＧＩは、２次元
表示におけるグラフィクス情報ＧＩの重畳位置に対して、このグラフィクス情報に対応し
た視差ベクトルＤ１の画素数だけ左方向にずらされている。また、右眼テキスト情報ＲＴ
Ｉは、２次元表示におけるテキスト情報ＬＴの重畳位置に対して、このテキスト情報に対
応した視差ベクトルＤ０の画素数だけ左方向にずらされている。
【０２９２】
　なお、図７６（ｃ），（ｄ）の例では、オフセットの展開を左眼画像および右眼画像の
それぞれに適用し、しかも、視差ベクトルの画素数だけずらすように設定した場合の例で
ある。実際には、例えば、上述の図５４に示すように、オフセットの展開は「Views_offs
et」で示され、視差ベクトルに対して重畳情報をどの程度ずらすかは「Disparity_precis
ion」で示される。
【０２９３】
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　また、図７７（ａ）は、ビットストリームデータから抽出される２つのキャプション・
ウインドウのクローズド・キャプション情報Ｃ１（「Caption1」）、Ｃ２（「Caption2」
）を示している。図７７（ｂ）は、２次元表示におけるクローズド・キャプション情報Ｃ
１，Ｃ２の重畳位置を示している。この場合、クローズド・キャプション情報Ｃ１の重畳
位置は（x1,y1）であり、クローズド・キャプション情報Ｃ２の重畳位置は（x2,y2）であ
る。
【０２９４】
　図７７（ｃ）は、左眼画像に、左眼クローズド・キャプション情報ＬＣ１，ＬＣ２が重
畳された状態を示している。この場合、左眼クローズド・キャプション情報ＬＣ１は、２
次元表示におけるクローズド・キャプション情報Ｃ１の重畳位置に対して、このクローズ
ド・キャプション情報に対応した視差ベクトルＤ０の画素数だけ右方向にずらされている
。また、左眼クローズド・キャプション情報ＬＣ２は、２次元表示におけるクローズド・
キャプション情報Ｃ２に対して、このクローズド・キャプション情報に対応した視差ベク
トルＤ１の画素数だけ右方向にずらされている。
【０２９５】
　図７７（ｄ）は、右眼画像に、右眼クローズド・キャプション情報ＲＣ１，ＲＣ２が重
畳された状態を示している。この場合、左眼クローズド・キャプション情報ＲＣ１は、２
次元表示におけるクローズド・キャプション情報Ｃ１の重畳位置に対して、このクローズ
ド・キャプション情報に対応した視差ベクトルＤ０の画素数だけ左方向にずらされている
。また、右眼クローズド・キャプション情報ＲＣ２は、２次元表示におけるクローズド・
キャプション情報Ｃ２に対して、このクローズド・キャプション情報に対応した視差ベク
トルＤ１の画素数だけ左方向にずらされている。
【０２９６】
　なお、図７７（ｃ），（ｄ）の例では、オフセットの展開を左眼画像および右眼画像の
それぞれに適用し、しかも、視差ベクトルの画素数だけずらすように設定した場合の例で
ある。実際には、例えば、上述の図６６に示すように、オフセットの展開は、例えば、「
select_view_shift」で示され、視差ベクトルに対して重畳情報をどの程度ずらすかは「o
ffset_precision」で示される。
【０２９７】
　上述では、左眼画像および右眼画像に、ビットストリームデータから抽出されたグラフ
ィクスデータによるグラフィクス情報、あるいはビットストリームデータから抽出された
テキストデータによるテキスト情報を重畳する場合を説明した。この他に、セットトップ
ボックス２００内でグラフィクスデータあるいはテキストデータが発生され、それらによ
る情報を、左眼画像および右眼画像に、重畳する場合も考えられる。
【０２９８】
　その場合にあっても、ビットストリームデータから抽出された画像内の所定位置の視差
ベクトルを利用して、左眼グラフィクス情報と右眼グラフィクス情報との間、あるいは左
眼テキスト情報と右眼テキスト情報との間に、視差を持たせることができる。これにより
、グラフィクス情報、テキスト情報の表示において、画像内の各物体（オブジェクト）の
遠近感との間で遠近感の整合性の維持を図った適切な遠近感を付与できる。
【０２９９】
　図７８（ａ）は、画像内にＡ，Ｂ，Ｃの各オブジェクトが存在し、例えば、これら各オ
ブジェクトの近傍位置に、各オブジェクトの注釈を示すテキスト情報を重畳することを示
している。図７８（ｂ）は、Ａ，Ｂ，Ｃの各オブジェクトの位置と、その位置における視
差ベクトルの対応を示す視差ベクトルリストと、それぞれの視差ベクトルを、Ａ，Ｂ，Ｃ
の各オブジェクの注釈を示すテキスト情報に視差を与える場合に利用することを示してい
る。例えば、Ａのオブジェクトの近傍には「Ｔｅｘｔ」のテキスト情報が重畳されるが、
その左眼テキスト情報と右眼テキスト情報との間には、Ａのオブジェクトの位置（Ｈａ，
Ｖａ）における視差ベクトルＶＶ-aに対応した視差が与えられる。なお、Ｂ，Ｃのオブジ
ェクトの近傍に重畳されるテキスト情報に関しても同様である。
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【０３００】
　なお、図７５、図７６は、重畳情報がグラフィクス情報およびテキスト情報である場合
を示している。また、図７７は、重畳情報がクローズド・キャプション情報である場合を
示している。また、図７８は、重畳情報がテキスト情報である場合を示している。詳細説
明は省略するが、その他の重畳情報の場合も同様である。
【０３０１】
　次に、視差ベクトルが、重畳情報（クローズド・キャプション情報、サブタイトル情報
、グラフィクス情報、テキスト情報など）のデータに予め反映されて送信されてくる場合
について説明する。この場合、ビットストリームデータから抽出された重畳情報データに
は、視差ベクトルにより視差が与えられた、左眼重畳情報および右眼重畳情報のデータが
含まれている。
【０３０２】
　そのため、ビットストリーム処理部２０１は、ビットストリームデータから抽出された
立体画像データ（左眼画像データ、右眼画像データ）に対して、ビットストリームデータ
から抽出された重畳情報データを単に合成して、処理後の立体画像データを取得する。な
お、テキストデータ（クローズド・キャプションデータを含む）に関しては、キャラクタ
コードをビットマップデータに変換する等の処理は必要である。
【０３０３】
　［セットトップボックスの構成例］
　セットトップボックス２００の構成例を説明する。図７９は、セットトップボックス２
００の構成例を示している。このセットトップボックス２００は、ビットストリーム処理
部２０１と、ＨＤＭＩ端子２０２と、アンテナ端子２０３と、デジタルチューナ２０４と
、映像信号処理回路２０５と、ＨＤＭＩ送信部２０６と、音声信号処理回路２０７を有し
ている。また、このセットトップボックス２００は、ＣＰＵ２１１と、フラッシュＲＯＭ
２１２と、ＤＲＡＭ２１３と、内部バス２１４と、リモコン受信部２１５と、リモコン送
信機２１６を有している。
【０３０４】
　アンテナ端子２０３は、受信アンテナ（図示せず）で受信されたテレビ放送信号を入力
する端子である。デジタルチューナ２０４は、アンテナ端子２０３に入力されたテレビ放
送信号を処理して、ユーザの選択チャネルに対応した所定のビットストリームデータ（ト
ランスポートストリーム）を出力する。
【０３０５】
　ビットストリーム処理部２０１は、上述したように、ビットストリームデータから立体
画像データ（左眼画像データ、右眼画像データ）、音声データ、重畳情報データ、視差情
報（視差ベクトル）等を抽出する。重畳情報データは、サブタイトルデータ、グラフィク
スデータ、テキストデータ（クローズド・キャプションデータを含む）等である。このビ
ットストリーム処理部２０１は、上述したように、立体画像データに対し、重畳情報（ク
ローズド・キャプション情報、サブタイトル情報、グラフィクス情報、テキスト情報など
）のデータを合成し、表示用立体画像データを取得する。また、ビットストリーム処理部
２０１は、音声データを出力する。ビットストリーム処理部２０１の詳細構成は後述する
。
【０３０６】
　映像信号処理回路２０５は、ビットストリーム処理部２０１から出力された立体画像デ
ータに対して必要に応じて画質調整処理などを行い、処理後の立体画像データをＨＤＭＩ
送信部２０６に供給する。音声信号処理回路２０７は、ビットストリーム処理部２０１か
ら出力された音声データに対して必要に応じて音質調整処理等を行い、処理後の音声デー
タをＨＤＭＩ送信部２０６に供給する。
【０３０７】
　ＨＤＭＩ送信部２０６は、ＨＤＭＩに準拠した通信により、ベースバンドの画像（映像
）と音声のデータを、ＨＤＭＩ端子２０２から送出する。この場合、ＨＤＭＩのＴＭＤＳ
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チャネルで送信するため、画像および音声のデータがパッキングされて、ＨＤＭＩ送信部
２０６からＨＤＭＩ端子２０２に出力される。このＨＤＭＩ送信部２０６の詳細は後述す
る。
【０３０８】
　ＣＰＵ２１１は、セットトップボックス２００の各部の動作を制御する。フラッシュＲ
ＯＭ２１２は、制御ソフトウェアの格納およびデータの保管を行う。ＤＲＡＭ２１３は、
ＣＰＵ２１１のワークエリアを構成する。ＣＰＵ２１１は、フラッシュＲＯＭ２１２から
読み出したソフトウェアやデータをＤＲＡＭ２１３上に展開してソフトウェアを起動させ
、セットトップボックス２００の各部を制御する。
【０３０９】
　リモコン受信部２１５は、リモコン送信機２１６から送信されたリモーコントロール信
号（リモコンコード）を受信し、ＣＰＵ２１１に供給する。ＣＰＵ２１１は、このリモコ
ンコードに基づいて、セットトップボックス２００の各部を制御する。ＣＰＵ２１１、フ
ラッシュＲＯＭ２１２およびＤＲＡＭ２１３は内部バス２１４に接続されている。
【０３１０】
　セットトップボックス２００の動作を簡単に説明する。アンテナ端子２０３に入力され
たテレビ放送信号はデジタルチューナ２０４に供給される。このデジタルチューナ２０４
では、テレビ放送信号が処理されて、ユーザの選択チャネルに対応した所定のビットスト
リームデータ（トランスポートストリーム）が出力される。
【０３１１】
　デジタルチューナ２０４から出力されるビットストリームデータは、ビットストリーム
処理部２０１に供給される。このビットストリーム処理部２０１では、ビットストリーム
データから立体画像データ（左眼画像データ、右眼画像データ）、音声データ、グラフィ
クスデータ、テキストデータ、視差ベクトル等が抽出される。また、このビットストリー
ム処理部２０１では、立体画像データに対し、重畳情報（クローズド・キャプション情報
、サブタイトル情報、グラフィクス情報、テキスト情報など）のデータが合成され、表示
用立体画像データが生成される。
【０３１２】
　ビットストリーム処理部２０１で生成される表示用立体画像データは、映像信号処理回
路２０５で必要に応じて画質調整処理等が行われた後に、ＨＤＭＩ送信部２０６に供給さ
れる。また、ビットストリーム処理部２０１で得られる音声データは、音声信号処理回路
２０７で必要に応じて音質調整処理等が行われた後に、ＨＤＭＩ送信部２０６に供給され
る。ＨＤＭＩ送信部２０６に供給された立体画像データおよび音声データは、ＨＤＭＩの
ＴＭＤＳチャネルにより、ＨＤＭＩ端子２０２からＨＤＭＩケーブル４００に送出される
。
【０３１３】
　［ビットストリーム処理部の構成例］
　図８０は、ビットストリーム処理部２０１の構成例を示している。このビットストリー
ム処理部２０１は、上述の図２、図６２に示す送信データ生成部１１０，１１０Ｅに対応
させた構成となっている。このビットストリーム処理部２０１は、デマルチプレクサ２２
０と、ビデオデコーダ２２１と、サブタイトル・グラフィクスデコーダ２２２と、テキス
トデコーダ２２３と、オーディオデコーダ２２４と、視差ベクトルデコーダ２２５を有し
ている。また、このビットストリーム処理部２０１は、立体画像用サブタイトル・グラフ
ィクス発生部２２６と、立体画像用テキスト発生部２２７と、ビデオ重畳部２２８と、マ
ルチチャネルスピーカコントロール部２２９を有している。
【０３１４】
　デマルチプレクサ２２０は、ビットストリームデータＢＳＤから、ビデオ、オーディオ
、視差ベクトル、サブタイトルやグラフィクスおよびテキストのパケットを抽出し、各デ
コーダに送る。
【０３１５】
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　ビデオデコーダ２２１は、上述の送信データ生成部１１０のビデオエンコーダ１１３と
は逆の処理を行う。すなわち、このビデオデコーダ２２１は、デマルチプレクサ２２０で
抽出されたビデオのパケットからビデオのエレメンタリーストリームを再構成し、復号化
処理を行って、左眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データを得る。この
立体画像データの伝送方式は、例えば、上述の第１の伝送方式（「Top & Bottom」方式）
、第２の伝送方式は（「Side By Side」方式）、第３の伝送方式（「Frame Sequential」
方式）などである（図４（ａ）～（ｃ）参照）。
【０３１６】
　サブタイトル・グラフィクスデコーダ２２２は、上述の送信データ生成部１１０のサブ
タイトル・グラフィクスエンコーダ１１９とは逆の処理を行う。すなわち、このサブタイ
トル・グラフィクスデコーダ２２２は、デマルチプレクサ２２０で抽出されたサブタイト
ルやグラフィクスのパケットからサブタイトルやグラフィクスのエレメンタリーストリー
ムを再構成する。そして、このサブタイトル・グラフィクスデコーダ２２２は、さらに復
号化処理を行って、サブタイトルデータやグラフィクスデータを得る。
【０３１７】
　テキストデコーダ２２３は、上述の送信データ生成部１１０のテキストエンコーダ１２
１とは逆の処理を行う。すなわち、このテキストデコーダ２２３は、デマルチプレクサ２
２０で抽出されたテキストのパケットからテキストのエレメンタリーストリームを再構成
し、復号化処理を行って、テキストデータ（クローズド・キャプションデータを含む）を
得る。
【０３１８】
　オーディオデコーダ２２４は、上述の送信データ生成部１１０のオーディオエンコーダ
１１７とは逆の処理を行う。すなわち、このオーディオデコーダ２２４は、デマルチプレ
クサ２２０で抽出されたオーディオのパケットからオーディオのエレメンタリーストリー
ムを再構成し、復号化処理を行って、音声データを得る。
【０３１９】
　視差ベクトルデコーダ２２５は、上述の送信データ生成部１１０の視差ベクトルエンコ
ーダ１１５とは逆の処理を行う。すなわち、この視差ベクトルデコーダ２２５は、デマル
チプレクサ２２０で抽出された視差ベクトルのパケットから視差ベクトルのエレメンタリ
ーストリームを再構成し、復号化処理を行って、画像内の所定位置の視差ベクトルを得る
。
【０３２０】
　立体画像用サブタイトル・グラフィクス発生部２２６は、左眼画像および右眼画像にそ
れぞれ重畳する左眼および右眼のサブタイトル情報やグラフィクス情報を生成する。この
生成処理は、デコーダ２２２で得られたサブタイトルデータやグラフィクスデータと、デ
コーダ２２５で得られた視差ベクトルに基づいて行われる。この場合、左眼および左眼の
サブタイトル情報やグラフィクス情報は同一の情報である。しかし、画像内の重畳位置が
、例えば、左眼のサブタイトル情報やグラフィクス情報に対して、右眼のブタイトル情報
やグラフィクス情報は、視差ベクトルの水平方向成分だけ、水平方向にずれるようにされ
る。そして、この立体画像用サブタイトル・グラフィクス発生部２２６は、生成された左
眼および左眼のサブタイトル情報やグラフィクス情報のデータ（ビットマップデータ）を
出力する。
【０３２１】
　立体画像用テキスト発生部２２７は、デコーダ２２３で得られたテキストスデータと、
デコーダ２２５で得られた視差ベクトルに基づいて、左眼画像、右眼画像にそれぞれ重畳
する左眼テキスト情報、右眼テキスト情報を生成する。この場合、左眼テキスト情報およ
び右眼テキスト情報は同一のテキスト情報であるが、画像内の重畳位置が、例えば、左眼
テキスト情報に対して、右眼テキスト情報は、視差ベクトルの水平方向成分だけ、水平方
向にずれるようにされる。そして、この立体画像用テキスト発生部２２７は、生成された
左眼テキスト情報および右眼テキスト情報のデータ（ビットマップデータ）を出力する。
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【０３２２】
　ビデオ重畳部２２８は、ビデオデコーダ２２１で得られた立体画像データ（左眼画像デ
ータ、右眼画像データ）に対して、発生部２２６，２２７で発生されたデータを重畳し、
表示用立体画像データＶoutを得る。なお、立体画像データ（左眼画像データ、右眼画像
データ）への重畳情報データの重畳はシステムレイヤのタイムスタンプにより開始される
。
【０３２３】
　マルチチャネルスピーカコントロール部２２９は、オーディオデコーダ２２４で得られ
る音声データに対して、例えば５．１chサラウンド等を実現するためのマルチチャネルス
ピーカの音声データを生成する処理、所定の音場特性を付与する処理等を施す。また、こ
のマルチチャネルスピーカコントロール部２２９は、デコーダ２２５で得られた視差ベク
トルに基づいて、マルチチャネルスピーカの出力を制御する。
【０３２４】
　視差ベクトルの大きさが大きくなる程、立体感が際だつ効果がある。立体の度合いに合
わせて、マルチチャネルのスピーカ出力を制御することで、更なる立体体験の提供を実現
できる。
【０３２５】
　図８１は、視差ベクトルＶＶ１が、テレビディスプレイに向かって、左側のビデオオブ
ジェクトの方が大きい場合のスピーカ出力制御例を示している。この制御例では、マルチ
チャネルスピーカのRear Leftのスピーカ音量は大きくされ、Front Leftのスピーカ音量
は中程度とされ、さらに、Front Right，Rear Rightのスピーカ音量が小さくされる。こ
のように、ビデオコンテンツ（立体画像データ）の視差ベクトルを、音声データ等の他の
メディアデータへ受信側で適用することで、視聴者に、立体感を総合的に体感させること
が可能になる。
【０３２６】
　図８０に示すビットストリーム処理部２０１の動作を簡単に説明する。デジタルチュー
ナ２０４（図７９参照）から出力されるビットストリームデータＢＳＤは、デマルチプレ
クサ２２０に供給される。このデマルチプレクサ２２０では、ビットストリームデータＢ
ＳＤから、ビデオ、オーディオ、視差ベクトル、サブタイトルやグラフィクス、およびテ
キストのＴＳパケットが抽出され、各デコーダに供給される。
【０３２７】
　ビデオデコーダ２２１では、デマルチプレクサ２２０で抽出されたビデオのパケットか
らビデオのエレメンタリーストリームが再構成され、さらに復号化処理が行われて、左眼
画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データが得られる。この立体画像データ
は、ビデオ重畳部２２８に供給される。また、視差ベクトルデコーダ２２５では、デマル
チプレクサ２２０で抽出された視差ベクトルのパケットから視差ベクトルのエレメンタリ
ーストリームが再構成され、さらに復号化処理が行われて、画像内の所定位置の視差ベク
トルが得られる（図８、図２９等参照）。
【０３２８】
　サブタイトル・グラフィクスデコーダ２２２では、デマルチプレクサ２２０で抽出され
たサブタイトルやグラフィクスのパケットからサブタイトルやグラフィクスのエレメンタ
リーストリームが再構成される。サブタイトル・グラフィクスデコーダ２２２では、さら
に、サブタイトルやグラフィクスのエレメンタリーストリームに対して復号化処理が行わ
れて、サブタイトルデータやグラフィクスデータが得られる。このサブタイトルデータや
グラフィクスデータは、立体画像用サブタイトル・グラフィクス発生部２２６に供給され
る。この立体画像用サブタイトル・グラフィクス発生部２２６には、視差ベクトルデコー
ダ２２５で得られた視差ベクトルも供給される。
【０３２９】
　この立体画像用サブタイトル・グラフィクス発生部２２６では、左眼画像、右眼画像に
それぞれ重畳する左眼および右眼のサブタイトル情報やグラフィクス情報のデータが生成
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される。この生成処理は、デコーダ２２２で得られたサブタイトルデータやグラフィクス
データと、デコーダ２２５で得られた視差ベクトルに基づいて行われる。
【０３３０】
　この場合、画像内の重畳位置が、例えば、左眼のサブタイトル情報や左眼グラフィクス
情報に対して、右眼のサブタイトル情報やグラフィクス情報は、視差ベクトルの水平方向
成分だけ、水平方向にずれるようにされる。この立体画像用サブタイトル・グラフィクス
発生部２２６からは、生成された左眼および右眼のサブタイトル情報やグラフィクス情報
のデータ（ビットマップデータ）が出力される。
【０３３１】
　また、テキストデコーダ２２３では、デマルチプレクサ２２０で抽出されたテキストの
ＴＳパケットからテキストのエレメンタリーストリームが再構成され、さらに復号化処理
が行われて、テキストデータが得られる。このテキストデータは立体画像用テキスト発生
部２２７に供給される。この立体画像用テキスト発生部２２７には、視差ベクトルデコー
ダ２２５で得られた視差ベクトルも供給される。
【０３３２】
　この立体画像用テキスト発生部２２７では、デコーダ２２３で得られたテキストスデー
タと、デコーダ２２５で得られた視差ベクトルに基づいて、左眼画像、右眼画像にそれぞ
れ重畳する左眼テキスト情報、右眼テキスト情報が生成される。この場合、左眼テキスト
情報および右眼テキスト情報は同一のテキスト情報であるが、画像内の重畳位置が、例え
ば、左眼テキスト情報に対して、右眼テキスト情報は、視差ベクトルの水平方向成分だけ
、水平方向にずれるようにされる。この立体画像用テキスト発生部２２７からは、生成さ
れた左眼テキスト情報および右眼テキスト情報のデータ（ビットマップデータ）が出力さ
れる。
【０３３３】
　なお、視差ベクトルデコーダ２２５で得られた視差ベクトルが所定組の視差情報セット
である場合、各視差情報セットに付加されている識別情報（Disparity_Sequence_id）に
基づいて、重畳情報に合った視差情報セットを用いることができる。すなわち、クローズ
ド・キャプション情報、サブタイトル情報等の重畳情報に関して、関連付けされている視
差ベクトルを用いて、適切な視差を付与できる。
【０３３４】
　ビデオ重畳部２２８には、上述したビデオデコーダ２２１からの立体画像データ（左眼
画像データ、右眼画像データ）の他に、サブタイトル・グラフィクス発生部２２６および
テキスト発生部２２７から出力されるデータが供給される。このビデオ重畳部２２８では
、立体画像データ（左眼画像データ、右眼画像データ）に対して、サブタイトル・グラフ
ィクス発生部２２６およびテキスト発生部２２７で発生されたデータが重畳され、表示用
立体画像データＶoutが得られる。この表示用立体画像データＶoutは、映像信号処理回路
２０５を介して、ＨＤＭＩ送信部２０６（図７９参照）に、送信画像データとして供給さ
れる。
【０３３５】
　また、オーディオデコーダ２２４では、デマルチプレクサ２２０で抽出されたオーディ
オのＴＳパケットからオーディオのエレメンタリーストリームが再構成され、さらに復号
化処理が行われて、音声データが得られる。この音声データは、マルチチャネルスピーカ
コントロール部２２９に供給される。このマルチチャネルスピーカコントロール部２２９
では、音声データに対して、例えば５．１chサラウンド等を実現するためのマルチチャネ
ルスピーカの音声データを生成する処理、所定の音場特性を付与する処理等が施される。
【０３３６】
　このマルチチャネルスピーカコントロール部２２９には、視差ベクトルデコーダ２２５
で得られた視差ベクトルも供給される。そして、このマルチチャネルスピーカコントロー
ル部２２９では、視差ベクトルに基づいて、マルチチャネルスピーカの出力が制御される
。このマルチチャネルスピーカコントロール部２２９で得られるマルチチャネル音声デー
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タは、音声信号処理回路２０７を介してＨＤＭＩ送信部２０６（図７９参照）に、送信音
声データとして供給される。
【０３３７】
　［重畳情報への視差の付与］
　ここで、図８０に示すビットストリーム処理部２０１の立体画像用サブタイトル・グラ
フィクス発生部２２６および立体画像用テキスト発生部２２７における重畳情報への視差
の付与について、さらに説明する。
【０３３８】
　放送局１００（図１参照）からは、例えば、図８２、図８３に示すように、画像データ
ストリームと、サブタイトルあるいはグラフィクスのデータストリームと、テキストデー
タストリームと共に、視差ベクトル（図８、図２９等参照）を含む視差ベクトルストリー
ムが送られてくる。この場合、符号化ビデオのＧＯＰ（Group Of Pictures）、あるいは
Ｉ(Intra picture)ピクチャ、またはシーン等の各一定期間の開始タイミングに合わせて
、各一定期間に対応した所定単位毎の視差ベクトルがまとめて送られてくる。所定単位と
しては、例えば、ピクチャ（フレーム）単位、あるいはピクチャの整数倍の単位等が考え
られる。
【０３３９】
　例えば、立体画像用サブタイトル・グラフィクス発生部２２６および立体画像用テキス
ト発生部２２７では、重畳情報の重畳期間において、所定単位毎に、重畳情報に、対応す
る視差ベクトル（情報情報）による視差が付与される。図８２のサブタイトル（グラフィ
クス）データストリームおよびテキストデータストリームの部分に付されている矢印は、
重畳情報に所定単位毎に視差が付与されるタイミングを表している。このように重畳情報
に視差が付与される構成とすることで、重畳情報に付与する視差を、画像内容の変化に連
動して動的に変化させることが可能となる。
【０３４０】
　また、例えば、立体画像用サブタイトル・グラフィクス発生部２２６および立体画像用
テキスト発生部２２７では、重畳情報の重畳期間において、所定単位毎に、重畳情報に、
重畳期間分の視差ベクトルから選択された所定の視差ベクトル（視差情報）による視差が
付与される。所定の視差ベクトルは、例えば、重畳期間分の視差情報のうち最大の視差を
示す視差情報とされる。
【０３４１】
　図８３のサブタイトル（グラフィクス）データストリームおよびテキストデータストリ
ームの部分に付されている矢印は、重畳情報に視差が付与されるタイミングを表している
。この場合、重畳期間の最初に重畳情報に対して視差が付与され、以降はその視差が付与
された重畳情報が、左眼画像および右眼画像に重畳すべき重畳情報として使用される。こ
のように重畳情報に視差が付与される構成とすることで、画像内容の変化によらずに、重
畳情報に、例えば、重畳情報の重畳期間中の最大視差を付与することが可能となる。
【０３４２】
　また、放送局１００（図１参照）からは、例えば、図８４に示すように、画像データと
、クローズド・キャプションデータおよびグラフィックスデータが送られてくる。視差情
報セット（図２９、図３１、図３３、図３６参照）は、視差ベクトルストリームとして送
られてくる。この場合、符号化ビデオのＧＯＰ、あるいはＩピクチャ、またはシーン等の
各一定期間の開始タイミングに合わせて、各一定期間に対応した所定単位毎の視差情報セ
ットがまとめて送られてくる。所定単位としては、例えば、ピクチャ（フレーム）単位、
あるいはピクチャの整数倍の単位等が考えられる。
【０３４３】
　例えば、立体画像用サブタイトル・グラフィクス発生部２２６および立体画像用テキス
ト発生部２２７では、重畳情報の重畳期間において、所定単位毎に、重畳情報に、対応す
る視差ベクトル（情報情報）による視差が付与される。図８４のクローズド・キャプショ
ンデータ、グラフィックスデータの部分に付されている矢印は、重畳情報に所定単位毎に
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視差が付与されるタイミングを表している。このように重畳情報に視差が付与される構成
とすることで、重畳情報に付与する視差を、画像内容の変化に連動して動的に変化させる
ことが可能となる。
【０３４４】
　「ビットストリーム処理部の他の構成例」
　図８５に示すビットストリーム処理部２０１Ａは、上述の図１３、図２２に示す送信デ
ータ生成部１１０Ａ，１１０Ｄに対応させた構成となっている。この図８５において、図
８０と対応する部分には同一符号を付し、その詳細説明は省略する。
【０３４５】
　このビットストリーム処理部２０１Ａは、図８０に示すビットストリーム処理部２０１
の視差ベクトルデコーダ２２５の代わりに、視差ベクトル取り出し部２３１が設けられる
。この視差ベクトル取り出し部２３１は、ビデオデコーダ２２１を通じて得られるビデオ
のストリームから、そのユーザデータ領域に埋め込まれている視差ベクトルを取り出す。
そして、この視差ベクトル取り出し部２３１は、取り出した視差ベクトルを、立体画像用
サブタイトル・グラフィクス発生部２２６、立体画像用テキスト発生部２２７およびマル
チチャネルスピーカコントロール部２２９に供給する。
【０３４６】
　詳細説明は省略するが、この図８５に示すビットストリーム処理部２０１Ａのその他は
、図８０に示すビットストリーム処理部２０１と同様に構成され、同様に動作する。
【０３４７】
　［重畳情報への視差の付与］
　ここで、図８５に示すビットストリーム処理部２０１Ａの立体画像用サブタイトル・グ
ラフィクス発生部２２６および立体画像用テキスト発生部２２７における重畳情報への視
差の付与について、さらに説明する。
【０３４８】
　放送局１００（図１参照）からは、例えば、図８６に示すように、画像データストリー
ムと、サブタイトルあるいはグラフィクスのデータストリームと、テキストデータストリ
ームが送られてくる。そして、視差ベクトル（図８、図２９等参照）は、画像データスト
リームに埋め込まれて送られてくる。この場合、画像データの所定単位毎、例えば符号化
ビデオのピクチャ毎に、その所定単位に対応した視差ベクトルが、画像データストリーム
に埋め込まれて送られてくる。
【０３４９】
　立体画像用サブタイトル・グラフィクス発生部２２６および立体画像用テキスト発生部
２２７では、重畳情報の重畳期間において、所定単位毎に、重畳情報に、対応する視差ベ
クトル（情報情報）による視差が付与される。図８６のサブタイトル（グラフィクス）デ
ータストリームおよびテキストデータストリームの部分に付されている矢印は、重畳情報
に所定単位毎に視差が付与されるタイミングを表している。このように重畳情報に視差が
付与される構成とすることで、重畳情報に付与する視差を、画像内容の変化に連動して動
的に変化させることが可能となる。
【０３５０】
　また、放送局１００（図１参照）からは、例えば、図８７、図８８に示すように、画像
データストリームと、サブタイトルあるいはグラフィクスのデータストリームと、テキス
トデータストリームが送られてくる。そして、視差ベクトル（図８、図２９等参照）は、
画像データストリームに埋め込まれて送られてくる。この場合、符号化ビデオのＧＯＰ、
あるいはＩピクチャ、またはシーン等の各一定期間の開始タイミングに合わせて、各一定
期間に対応した所定単位毎の視差ベクトルがまとめて送られてくる。所定単位としては、
例えば、ピクチャ（フレーム）単位、あるいはピクチャの整数倍の単位等が考えられる。
【０３５１】
　例えば、立体画像用サブタイトル・グラフィクス発生部２２６および立体画像用テキス
ト発生部２２７では、重畳情報の重畳期間において、所定単位毎に、重畳情報に、対応す
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る視差ベクトル（情報情報）による視差が付与される。図８７のサブタイトル（グラフィ
クス）データストリームおよびテキストデータストリームの部分に付されている矢印は、
重畳情報に所定単位毎に視差が付与されるタイミングを表している。このように重畳情報
に視差が付与される構成とすることで、重畳情報に付与する視差を、画像内容の変化に連
動して動的に変化させることが可能となる。
【０３５２】
　また、例えば、立体画像用サブタイトル・グラフィクス発生部２２６および立体画像用
テキスト発生部２２７では、重畳情報の重畳期間において、所定単位毎に、重畳情報に、
重畳期間分の視差ベクトルから選択された所定の視差ベクトル（視差情報）による視差が
付与される。所定の視差ベクトルは、例えば、所定の視差情報は、重畳期間分の視差情報
のうち最大の視差を示す視差情報とされる。
【０３５３】
　図８８のサブタイトル（グラフィクス）データストリームおよびテキストデータストリ
ームの部分に付されている矢印は、重畳情報に視差が付与されるタイミングを表している
。この場合、重畳期間の最初に重畳情報に対して視差が付与され、以降はその視差が付与
された重畳情報が、左眼画像および右眼画像に重畳すべき重畳情報として使用される。こ
のように重畳情報に視差が付与される構成とすることで、画像内容の変化によらずに、重
畳情報に、例えば、重畳情報の重畳期間中の最大視差を付与することが可能となる。
【０３５４】
　また、放送局１００（図１参照）からは、例えば、図８９に示すように、画像データと
、クローズド・キャプションデータおよびグラフィックスデータが送られてくる。視差情
報セットは（図２９、図３１、図３３、図３６参照）は、画像データストリームに埋め込
まれて送られてくる。この場合、符号化ビデオのＧＯＰ、あるいはＩピクチャ、またはシ
ーン等の各一定期間の開始タイミングに合わせて、各一定期間に対応した所定単位毎の視
差情報セットがまとめて送られてくる。所定単位としては、例えば、ピクチャ（フレーム
）単位、あるいはピクチャの整数倍の単位等が考えられる。
【０３５５】
　例えば、立体画像用サブタイトル・グラフィクス発生部２２６および立体画像用テキス
ト発生部２２７では、重畳情報の重畳期間において、所定単位毎に、重畳情報に、対応す
る視差ベクトル（情報情報）による視差が付与される。図８９のクローズド・キャプショ
ンデータ、グラフィックスデータの部分に付されている矢印は、重畳情報に所定単位毎に
視差が付与されるタイミングを表している。このように重畳情報に視差が付与される構成
とすることで、重畳情報に付与する視差を、画像内容の変化に連動して動的に変化させる
ことが可能となる。
【０３５６】
　「ビットストリーム処理部の他の構成例」
　図９０に示すビットストリーム処理部２０１Ｂは、上述の図１５に示す送信データ生成
部１１０Ｂに対応させた構成となっている。この図９０において、図８０と対応する部分
には同一符号を付し、その詳細説明は省略する。
【０３５７】
　このビットストリーム処理部２０１Ｂは、図８０に示すビットストリーム処理部２０１
の視差ベクトルデコーダ２２５の代わりに、視差ベクトル取り出し部２３２が設けられる
。この視差ベクトル取り出し部２３２は、サブタイトル・グラフィクスデコーダ２２２を
通じて得られるサブタイトルあるいはグラフィクスのストリームから、それに埋め込まれ
ている視差ベクトルを取り出す。そして、この視差ベクトル取り出し部２３２は、取り出
した視差ベクトルを、立体画像用サブタイトル・グラフィクス発生部２２６、立体画像用
テキスト発生部２２７およびマルチチャネルスピーカコントロール部２２９に供給する。
【０３５８】
　詳細説明は省略するが、この図９０に示すビットストリーム処理部２０１Ｂのその他は
、図８０に示すビットストリーム処理部２０１と同様に構成され、同様に動作する。なお
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、この図９０のビットストリーム処理部２０１Ｂおける重畳情報への視差の付与について
は、上述した図８５のビットストリーム処理部２０１Ａおける重畳情報への視差の付与と
同様である（図８６～図８９参照）。
【０３５９】
　「ビットストリーム処理部の他の構成例」
　図９１に示すビットストリーム処理部２０１Ｃは、上述の図２１に示す送信データ生成
部１１０Ｃに対応させた構成となっている。この図９１において、図８０と対応する部分
には同一符号を付し、その詳細説明は省略する。
【０３６０】
　このビットストリーム処理部２０１Ｃは、図８０に示すビットストリーム処理部２０１
から、視差ベクトルデコーダ２２５、立体画像用サブタイトル・グラフィクス発生部２２
６および立体画像用テキスト発生部２２７が除かれたものである。この場合、視差ベクト
ルは、サブタイトル情報、グラフィクス情報、テキスト情報のデータに予め反映されてい
る。
【０３６１】
　送信されてくるサブタイトルデータやグラフィクスデータには、上述したように、左眼
画像に重畳される左眼のサブタイトル情報やグラフィクス情報のデータ、および右眼画像
に重畳される右眼のサブタイトル情報やグラフィクス情報のデータが含まれている。同様
に、送信されてくるテキストデータには、上述したように、左眼画像に重畳される左眼テ
キスト情報のデータおよび右眼画像に重畳される右眼テキスト情報のデータが含まれてい
る。したがって、視差ベクトルデコーダ２２５、立体画像用サブタイトル・グラフィクス
発生部２２６および立体画像用テキスト発生部２２７は不要となる。
【０３６２】
　なお、テキストデコーダ２２３で得られるテキストデータはコードデータ（キャラクタ
コード）であるので、これをビットマップデータに変換する処理は必要である。この処理
は、例えば、テキストデコーダ２２３の最終段で行われるか、あるいはビデオ重畳部２２
８の入力段で行われる。
【０３６３】
　「ビットストリーム処理部の他の構成例」
　図９２に示すビットストリーム処理部２０１Ｄは、上述の図６３に示す送信データ生成
部１１０Ｆに対応させた構成となっている。この図９２において、図８０と対応する部分
には同一符号を付し、適宜、その詳細説明を省略する。
【０３６４】
　このビットストリーム処理部２０１Ｄは、デマルチプレクサ２２０と、ビデオデコーダ
２２１と、オーディオデコーダ２２４と、ビデオ重畳部２２８と、マルチチャネルスピー
カコントロール部２２９を有している。また、このビットストリーム処理部２０１Ｄは、
視差情報取り出し部２３５と、ＣＣデコーダ２３３と、立体画像用ＣＣ発生部２３４を有
している。
【０３６５】
　上述したように、図６３に示す送信データ生成部１１０Ｆのビデオエンコーダ１１３か
ら出力されるビデオエレメンタリーストリームのヘッダ部のユーザデータ領域には、ＣＣ
データおよび視差情報が、ユーザデータタイプコード（ユーザデータ識別情報）で識別可
能に、埋め込まれている。
【０３６６】
　ＣＣデコーダ２３３は、ビデオデコーダ２２１を通じて得られるビデオエレメンタリー
ストリームからＣＣデータを取り出す。さらに、このＣＣデコーダ２３３は、ＣＣデータ
から、キャプション・ウインドウ（Caption Window）毎の、クローズド・キャプション情
報（字幕のキャラクタコード）、さらには重畳位置および表示時間の制御データを取得す
る。そして、このＣＣデコーダ２３３は、クローズド・キャプション情報と、重畳位置お
よび表示時間の制御データを、立体画像用ＣＣ発生部２３４に供給する。
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【０３６７】
　視差情報取り出し部２３５は、ビデオデコーダ２２１を通じて得られるビデオエレメン
タリーストリームから視差情報を取り出す。この視差情報は、上述のＣＣデコーダ２３３
で取得されるキャプション・ウインドウ（Caption Window）毎のクローズド・キャプショ
ンデータ（字幕のキャラクタコード）に対応付けられている。この視差情報には、左眼画
像に重畳するクローズド・キャプション情報および右眼画像に重畳するクローズド・キャ
プション情報のうち、この視差情報に基づいてシフトさせるクローズド・キャプション情
報を指定するシフト対象指定情報が付加されている。
【０３６８】
　視差情報取り出し部２３５は、ＣＣデコーダ２３３で取得されるキャプション・ウイン
ドウ毎のクローズド・キャプションデータに対応させて、そのデータによるクローズド・
キャプション情報の表示フレーム期間で使用する視差情報を取り出す。この視差情報は、
例えば、クローズド・キャプション情報の表示フレーム期間の各フレームで共通に使用さ
れる視差情報、あるいはその各フレームで順次更新される視差情報である。この視差情報
には、表示フレーム期間の各フレームで共通に使用される視差情報であるか、表示フレー
ム期間の各フレームで順次更新される視差情報であるかを示すフラグ情報が付加されてい
る。
【０３６９】
　視差情報取り出し部２３５は、各フレームで順次更新される視差情報として、最初のフ
レームの視差情報と、２番目以降の、前のフレームの視差情報に対するオフセット情報と
を取り出す。上述したように、２番目以降の視差情報は、前のフレームの視差情報に対す
るオフセット情報とされている。また、視差情報取り出し部２３５は、各フレームで共通
に使用される視差情報として、例えば、最初のフレームの視差情報を取り出す。
【０３７０】
　立体画像用ＣＣ発生部２３４は、キャプション・ウインドウ（Caption Window）毎に、
左眼画像、右眼画像にそれぞれ重畳する左眼クローズド・キャプション情報（字幕）、右
眼クローズド・キャプション情報（字幕）のデータを生成する。この生成処理は、ＣＣデ
コーダ２３３で得られたクローズド・キャプションデータおよび重畳位置制御データと、
視差情報取り出し部２３５で取り出された視差情報（視差ベクトル）に基づいて行われる
。
【０３７１】
　立体画像用ＣＣ発生部２３４は、シフト対象指定情報に基づいて、左眼クローズド・キ
ャプション情報および右眼クローズド・キャプション情報のいずれか、あるいは双方に対
して、視差を付与するためのシフト処理を行う。また、立体画像用ＣＣ発生部２３４は、
視差情報取り出し部２３５で取り出された視差情報が、各フレームで共通に使用される視
差情報であるか、各フレームで順次更新される視差情報であるかにより、クローズド・キ
ャプション情報に対して、以下のように、視差を付与する。
【０３７２】
　すなわち、各フレームで共通に使用される視差情報であるとき、立体画像用ＣＣ発生部
２３４は、左眼画像、右眼画像に重畳されるクローズド・キャプション情報に、この共通
の視差情報に基づいて視差を付与する。一方、各フレームで順次更新される視差情報であ
るとき、立体画像用ＣＣ発生部２３４は、左眼画像、右眼画像に重畳されるクローズド・
キャプション情報に、フレーム毎に更新された視差情報に基づいて視差を付与する。
【０３７３】
　上述したように、各フレームで順次更新される視差情報は、例えば、最初のフレームの
視差情報と、２番目以降のフレームの、前のフレームの視差情報に対するオフセット情報
とで構成されている。この場合、最初のフレームでは、左眼画像、右眼画像に重畳される
クローズド・キャプション情報に、最初のフレームの視差情報に基づいて視差が付与され
る。そして、２番目以降のフレームでは、左眼画像、右眼画像に重畳されるクローズド・
キャプション情報に、前のフレームの視差付与状態を基準として、オフセット情報分だけ
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さらに視差を付与する。
【０３７４】
　図９３は、各フレームで順次更新される視差情報に基づいて、左眼画像、右眼画像に重
畳されるクローズド・キャプション情報に視差を付与する処理を示している。最初のフレ
ーム（Frame N）では、最初のフレームの視差情報ＤＰ０に基づいてシフト処理されて、
左眼クローズド・キャプション情報ＬＣと右眼クローズド・キャプション情報ＲＣに視差
が付与される。次のフレーム（Frame N+1）では、情報ＬＣ，ＲＣに対し、フレーム（Fra
me N）の状態から、オフセット情報（Differential）である「＋１」だけさらにシフト処
理が行われる。
【０３７５】
　次のフレーム（Frame N+2）では、情報ＬＣ，ＲＣに対し、フレーム（Frame N+1）の状
態から、オフセット情報である「＋１」だけさらにシフト処理が行われる。次のフレーム
（Frame N+3）では、オフセット情報が「０」であるので、情報ＬＣ，ＲＣのシフト状態
は、フレーム（Frame N+2）と同じ状態が維持される。また、次のフレーム（Frame N+3）
では、情報ＬＣ，ＲＣに対し、フレーム（Frame N+3）の状態から、オフセット情報であ
る「＋１」だけさらにシフト処理が行われる。
【０３７６】
　ビデオ重畳部２２８は、ビデオデコーダ２２１で得られた立体画像データ（左眼画像デ
ータ、右眼画像データ）に対し、立体画像用ＣＣ発生部２３４で得られた左眼、右眼のク
ローズド・キャプション情報のデータを重畳し、表示用立体画像データＶoutを得る。な
お、立体画像データ（左眼画像データ、右眼画像データ）へのクローズド・キャプション
情報のデータの重畳はシステムレイヤのタイムスタンプにより開始される。また、その重
畳継続時間は、クローズド・キャプション情報に関しては表示時間の制御データに基づい
て制御される。
【０３７７】
　詳細説明は省略するが、この図９２に示すビットストリーム処理部２０１Ｄのその他は
、図８０に示すビットストリーム処理部２０１と同様に構成される。
【０３７８】
　図９２に示すビットストリーム処理部２０１Ｄの動作を簡単に説明する。デジタルチュ
ーナ２０４（図７９参照）から出力されるビットストリームデータＢＳＤは、デマルチプ
レクサ２２０に供給される。このデマルチプレクサ２２０では、ビットストリームデータ
ＢＳＤから、ビデオおよびオーディオのＴＳパケットが抽出され、各デコーダに供給され
る。ビデオデコーダ２２１では、デマルチプレクサ２２０で抽出されたビデオのパケット
からビデオのエレメンタリーストリームが再構成され、さらに復号化処理が行われて、左
眼画像データおよび右眼画像データを含む立体画像データが得られる。この立体画像デー
タは、ビデオ重畳部２２８に供給される。
【０３７９】
　また、ビデオデコーダ２２１で再構成されたビデオビデオエレメンタリーストリームは
ＣＣデコーダ２３３に供給される。このＣＣデコーダ２３３では、ビデオエレメンタリー
ストリームからＣＣデータが取り出される。そして、ＣＣデコーダ２３３では、ＣＣデー
タから、キャプション・ウインドウ（Caption Window）毎の、クローズド・キャプション
情報（字幕のキャラクタコード）、さらには重畳位置および表示時間の制御データが取得
される。このクローズド・キャプション情報と、重畳位置および表示時間の制御データは
、立体画像用ＣＣ発生部２３４に供給される。
【０３８０】
　また、ビデオデコーダ２２１で再構成されたビデオビデオエレメンタリーストリームは
視差情報取り出し部２３５に供給される。視差情報取り出し部２３５では、ビデオエレメ
ンタリーストリームから視差情報が取り出される。この視差情報は、上述のＣＣデコーダ
２３３で取得されるキャプション・ウインドウ（Caption Window）毎のクローズド・キャ
プションデータ（字幕のキャラクタコード）に対応付けられている。この視差情報は、立
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体画像用ＣＣ発生部２３４に供給される。
【０３８１】
　立体画像用ＣＣ発生部２３４では、キャプション・ウインドウ（Caption Window）毎に
、左眼画像、右眼画像にそれぞれ重畳する左眼クローズド・キャプション情報（字幕）、
右眼クローズド・キャプション情報（字幕）のデータが生成される。この生成処理は、Ｃ
Ｃデコーダ２３３で得られたクローズド・キャプションデータおよび重畳位置制御データ
と、視差情報取り出し部２３５で取り出された視差情報（視差ベクトル）に基づいて行わ
れる。
【０３８２】
　立体画像用ＣＣ発生部２３４では、視差情報に含まれるシフト対象指定情報に基づいて
、左眼クローズド・キャプション情報および右眼クローズド・キャプション情報のいずれ
か、あるいは双方に対して、視差を付与するためのシフト処理が行われる。この場合、視
差情報取り出し部２３５で取り出された視差情報が、各フレームで共通に使用される視差
情報であるとき、左眼画像、右眼画像に重畳されるクローズド・キャプション情報に、こ
の共通の視差情報に基づいて視差が付与される。また、視差情報取り出し部２３５で取り
出された視差情報が、各フレームで順次更新される視差情報であるとき、左眼画像、右眼
画像に重畳されるクローズド・キャプション情報に、フレーム毎に更新された視差情報に
基づいて視差が付与される（図９３参照）。
【０３８３】
　このように、立体画像用ＣＣ発生部２３４でキャプション・ウインドウ（Caption Wind
ow）毎に生成された左眼および右眼のクローズド・キャプション情報のデータ（ビットマ
ップデータ）は、表示時間の制御データと共に、ビデオ重畳部２２８に供給される。ビデ
オ重畳部２２８では、ビデオデコーダ２２１で得られた立体画像データ（左眼画像データ
、右眼画像データ）に対して、立体画像用ＣＣ発生部２３４から供給されるクローズド・
キャプション情報のデータが重畳され、表示用立体画像データＶoutが得られる。
【０３８４】
　また、オーディオデコーダ２２４では、デマルチプレクサ２２０で抽出されたオーディ
オのＴＳパケットからオーディオのエレメンタリーストリームが再構成され、さらに復号
化処理が行われて、音声データが得られる。この音声データは、マルチチャネルスピーカ
コントロール部２２９に供給される。このマルチチャネルスピーカコントロール部２２９
では、音声データに対して、例えば５．１chサラウンド等を実現するためのマルチチャネ
ルスピーカの音声データを生成する処理、所定の音場特性を付与する処理等が施される。
そして、このマルチチャネルスピーカコントロール部２２９からマルチチャネルスピーカ
の出力が得られる。
【０３８５】
　図９２に示すビットストリーム処理部２０１Ｄにおいては、ビデオエレメンタリースト
リームのペイロード部から立体画像データを取得でき、また、そのヘッダ部のユーザデー
タ領域からＣＣデータおよび視差情報を取得できる。この場合、ＣＣデータおよび視差情
報は、ユーザデータ識別情報（user_data_type_code）により、ユーザデータ領域に識別
可能に含まれている。そのため、このユーザデータ領域から、このユーザデータ識別情報
に基づいて、ＣＣデータと共に、視差情報を、良好に取得できる。
【０３８６】
　また、図９２に示すビットストリーム処理部２０１Ｄにおいては、左眼画像および右眼
画像に重畳されるクローズド・キャプション情報に、このクローズド・キャプション情報
に合った視差情報を用いて、適切な視差を付与できる。したがって、クローズド・キャプ
ション情報の表示において、画像内の各物体との間の遠近感の整合性を最適な状態に維持
できる。
【０３８７】
　また、図９２に示すビットストリーム処理部２０１Ｄにおいては、視差情報に付加され
ているシフト対象指定情報（select_view_shift）に基づいて、左眼クローズド・キャプ
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ション情報のみをシフトさせること、右眼クローズド・キャプション情報のみをシフトさ
せること、あるいは、それらの両方をシフトさせることを行うことができる。つまり、左
眼クローズド・キャプション情報および右眼クローズド・キャプション情報に対して、送
信側の意図を反映した視差を付与できる。
【０３８８】
　また、図９２に示すビットストリーム処理部２０１Ｄにおいては、クローズド・キャプ
ション情報の表示期間の各フレームで共通に使用される視差情報またはその各フレームで
順次更新される視差情報が受信されるが、いずれを受信したかを、フラグ情報（temporal
_extension_flag）により判断できる。そして、受信された視差情報が各フレームで順次
更新される視差情報である場合には、クローズド・キャプション情報に付与する視差を画
像内容の変化に連動して動的に変化させることができる。また、受信された視差情報が各
フレームで共通に使用する視差情報である場合には、処理負荷を軽減でき、またこの視差
情報を記憶しておくメモリの容量を抑制できる。
【０３８９】
　なお、図９２に示すビットストリーム処理部２０１Ｄでは、クローズド・キャプション
情報に用途限定された視差情報を受信する例を示した。詳細説明は省略するが、例えば、
サブタイトル情報などのその他の重畳情報に用途限定された視差情報を受信して処理する
ビットストリーム処理部も同様に構成することができる。
【０３９０】
　［セットトップボックスの他の構成例］
　図９４は、セットトップボックス２００Ａの他の構成例を示している。この図９４にお
いて、図７９、図８５と対応する部分には同一符号を付し、適宜、その詳細説明は省略す
る。このセットトップボックス２００Ａは、ビットストリーム処理部２０１Ｄと、ＨＤＭ
Ｉ端子２０２と、アンテナ端子２０３と、デジタルチューナ２０４と、映像・グラフィッ
ク処理回路２０５Ａと、ＨＤＭＩ送信部２０６と、音声信号処理回路２０７を有している
。
【０３９１】
　また、このセットトップボックス２００Ａは、ＣＰＵ２１１と、フラッシュＲＯＭ２１
２と、ＤＲＡＭ２１３と、内部バス２１４と、リモコン受信部２１５と、リモコン送信機
２１６と、ネットワーク端子２１７と、イーサネットインタフェース２１８を有している
。なお、「イーサネット」は登録商標である。
【０３９２】
　ビットストリーム処理部２０１Ｄは、デジタルチューナ２０４で得られるビットストリ
ームデータＢＳＤから立体画像データ（左眼画像データ、右眼画像データ）、音声データ
、重畳情報データ、視差情報（視差ベクトル）等を抽出する。この例において、重畳情報
データはサブタイトルデータである。このビットストリーム処理部２０１Ｄは、図７７に
示すビットストリーム処理部２０１Ａとほぼ同様に構成されている。
【０３９３】
　このビットストリーム処理部２０１Ｄは、デマルチプレクサ２２０Ａと、ビデオデコー
ダ２２１と、サブタイトルデコーダ２２２Ａと、オーディオデコーダ２２４を有している
。また、このビットストリーム処理部２０１Ｄは、立体画像用サブタイトル発生部２２６
Ａと、ビデオ重畳部２２８と、視差ベクトル取り出し部２３１を有している。デマルチプ
レクサ２２０Ａは、ビットストリームデータＢＳＤから、ビデオ、オーディオおよびサブ
タイトルのパケットを抽出し、各デコーダに送る。
【０３９４】
　ビデオデコーダ２２１は、デマルチプレクサ２２０Ａで抽出されたビデオのパケットか
らビデオのエレメンタリーストリームを再構成し、復号化処理を行って、左眼画像データ
および右眼画像データを含む立体画像データを得る。サブタイトルデコーダ２２２Ａは、
デマルチプレクサ２２０Ａで抽出されたサブタイトルのパケットからサブタイトルのエレ
メンタリーストリームを再構成する。そして、このサブタイトルデコーダ２２２Ａは、さ
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らに復号化処理を行って、サブタイトルデータを得る。オーディオデコーダ２２４は、デ
マルチプレクサ２２０Ａで抽出されたオーディオのパケットからオーディオのエレメンタ
リーストリームを再構成し、復号化処理を行って、音声データを得て、ビットストリーム
処理部２０１の外部に出力する。
【０３９５】
　視差ベクトル取り出し部２３１は、ビデオデコーダ２２１を通じて得られるビデオのス
トリームから、そのユーザデータ領域に埋め込まれている視差ベクトル（視差情報セット
）を取り出す。そして、この視差ベクトル取り出し部２３１は、取り出した視差ベクトル
を、立体画像用サブタイトル発生部２２６に供給する他に、ビットストリーム処理部２０
１Ｄの外部に出力する。
【０３９６】
　立体画像用サブタイトル発生部２２６Ａは、左眼画像および右眼画像にそれぞれ重畳す
る左眼および右眼のサブタイトル情報を生成する。この生成処理は、サブタイトルデコー
ダ２２２Ａで得られたサブタイトルデータと、視差ベクトル取り出し部２３１から供給さ
れる視差ベクトル（視差情報セット）に基づいて行われる。この場合、左眼および左眼の
サブタイトル情報は同一の情報である。しかし、画像内の重畳位置が、例えば、左眼のサ
ブタイトル情報に対して、右眼のブタイトル情報は、視差ベクトルの水平方向成分だけ、
水平方向にずれるようにされる。そして、この立体画像用サブタイトル発生部２２６Ａは
、左眼および左眼のサブタイトル情報のデータ（ビットマップデータ）を出力する。
【０３９７】
　ビデオ重畳部２２８は、ビデオデコーダ２２１で得られた立体画像データ（左眼画像デ
ータ、右眼画像データ）に対し、サブタイトル発生部２２６Ａで発生された左眼および左
眼のサブタイトル情報のデータを重畳し、表示用立体画像データを得る。なお、立体画像
データ（左眼画像データ、右眼画像データ）への重畳情報データの重畳はシステムレイヤ
のタイムスタンプにより開始される。そして、このビデオ重畳部２２８は、表示用立体画
像データを、ビットストリーム処理部２０１Ｄの外部に出力する。
【０３９８】
　イーサネットインタフェース２２８は、ネットワーク端子２２７を介して、インターネ
ット等の図示しないネットワークに接続される。イーサネットインタフェース２２８は、
ユーザ操作に応じて、ネットワークを通じて種々の情報、例えばウィジェット（Widget）
でグラフィクス表示する天気予報、株価等の情報も取得できる。このイーサネットインタ
フェース２２８は、内部バス２１４に接続されている。
【０３９９】
　映像・グラフィック処理回路２０５Ａは、ビットストリーム処理部２０１Ｄから出力さ
れた表示用立体画像データに対して、必要に応じて、画質調整処理を行う。また、この映
像・グラフィック処理回路２０５Ａは、ビットストリーム処理部２０１Ｄから出力された
表示用立体画像データに対して、例えば、ウィジェット（Widget）によるグラフィクス情
報のデータを重畳する。
【０４００】
　この映像・グラフィック処理回路２０５Ａには、上述したビットストリーム処理部２０
１Ｄから出力される視差ベクトル（視差情報セット）が供給される。映像・グラフィック
処理回路２０５Ａは、この視差ベクトル（視差情報セット）に基づいて、左眼画像および
右眼画像に重畳する同一のグラフィクス情報に、視差を付与する。これにより、左眼画像
および右眼画像に重畳される同一のグラフィクス情報として、画像内の各物体の遠近感に
応じて視差調整が施されたものを用いることができ、このグラフィクス情報の表示におい
て、画像内の各物体との間の遠近感の整合性を維持するようにされる。
【０４０１】
　映像・グラフィック処理回路２０５Ａは、処理後の表示用立体画像データをＨＤＭＩ送
信部２０６に供給する。音声信号処理回路２０７は、ビットストリーム処理部２０１Ｄか
ら出力された音声データに対して必要に応じて音質調整処理等を行い、処理後の音声デー
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タをＨＤＭＩ送信部２０６に供給する。ＨＤＭＩ送信部２０６は、ＨＤＭＩに準拠した通
信により、ベースバンドの画像（映像）と音声のデータを、ＨＤＭＩ端子２０２から送出
する。この場合、ＨＤＭＩ送信部２０６は、ＨＤＭＩのＴＭＤＳチャネルで送信するため
、画像および音声のデータをパッキングしてＨＤＭＩ端子２０２に出力する。
【０４０２】
　図９４に示すセットトップボックス２００Ａのその他は、詳細説明は省略するが、図７
９に示すセットトップボックス２００と同様に構成される。
【０４０３】
　図９４に示すセットトップボックス２００Ａの動作を簡単に説明する。アンテナ端子２
０３に入力されたテレビ放送信号はデジタルチューナ２０４に供給される。このデジタル
チューナ２０４では、テレビ放送信号が処理されて、ユーザの選択チャネルに対応した所
定のビットストリームデータＢＳＤが得られる。このビットストリームデータＢＳＤは、
ビットストリーム処理部２０１Ｄに供給される。
【０４０４】
　このビットストリーム処理部２０１Ｄでは、ビットストリームデータから立体画像デー
タ（左眼画像データ、右眼画像データ）、音声データ、サブタイトルデータおよび視差ベ
クトル（視差情報セット）等が抽出される。また、このビットストリーム処理部２０１Ｄ
では、立体画像データに対し、サブタイトル情報のデータが合成され、表示用立体画像デ
ータが生成される。
【０４０５】
　この場合、ビットストリーム処理部２０１Ｄでは、視差ベクトルに基づいて、左眼画像
および右眼画像に重畳する同一のサブタイトル情報に、視差が付与される。これにより、
左眼画像および右眼画像に重畳される同一のサブタイトル情報として、画像内の各物体の
遠近感に応じて視差調整が施されたものを用いることができ、このサブタイトル情報の表
示において、画像内の各物体との間の遠近感の整合性を維持するようにされる。
【０４０６】
　ビットストリーム処理部２０１Ｄで生成される表示用立体画像データは、映像・グラフ
ィック処理回路２０５Ａで必要に応じて画質調整処理が行われる。また、この映像・グラ
フィック処理回路２０５Ａでは、必要に応じて、ビットストリーム処理部２０１Ｄで生成
される表示用立体画像データに、ウィジェット（Widget）によるグラフィクス情報のデー
タを合成することが行われる。
【０４０７】
　この場合、映像・グラフィック処理回路２０５Ａでは、ビットストリーム処理部２０１
Ｄから供給される視差ベクトル（視差情報セット）に基づいて、左眼画像および右眼画像
に重畳する同一のグラフィクス情報に、視差が付与される。これにより、左眼画像および
右眼画像に重畳される同一のグラフィクス情報として、画像内の各物体の遠近感に応じて
視差調整が施されたものを用いることができ、このグラフィクス情報の表示において、画
像内の各物体との間の遠近感の整合性を維持するようにされる。
【０４０８】
　映像・グラフィック処理回路２０５Ａから得られる処理後の表示用立体画像データは、
ＨＤＭＩ送信部２０６に供給される。また、ビットストリーム処理部２０１Ｄで得られる
音声データは、音声信号処理回路２０７で必要に応じて音質調整処理等が行われた後に、
ＨＤＭＩ送信部２０６に供給される。ＨＤＭＩ送信部２０６に供給された立体画像データ
および音声データは、ＨＤＭＩのＴＭＤＳチャネルにより、ＨＤＭＩ端子２０２からＨＤ
ＭＩケーブル４００に送出される。
【０４０９】
　図９４に示すセットトップボックス２００Ａにおいては、ビットストリーム処理部２０
１Ｄの視差ベクトル取り出し部２３１で取り出された視差ベクトル（視差情報セット）に
基づいて、ビットストリーム処理部２０１Ｄ内で、左眼画像および右眼画像に重畳される
同一のサブタイトル情報に視差が付与される。また、映像・グラフィック処理回路２０５
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Ａで、その視差ベクトル（視差情報セット）に基づいて、左眼画像および右眼画像に重畳
される同一のグラフィクス情報に視差が付与される。したがって、放送局から送られてく
るサブタイトル情報だけでなく、このセットトップボックス２００Ａ内で発生されるグラ
フィクス情報に関しても、その表示において、画像内の各物体との間の遠近感の整合性を
維持するようにできる。
【０４１０】
　図９５は、図９４に示すセットトップボックス２００Ａにおいて左眼画像および右眼画
像へのサブタイトル情報およびグラフィクス情報の重畳例を示している。図９５（ａ）は
、左眼画像を示している。ビットストリーム処理部２０１Ｄにおいて、サブタイトル情報
「Subtitle 1」は（x1,y1）の位置に重畳され、サブタイトル情報「Subtitle 1」は（x2,
y2）の位置に重畳される。また、映像・グラフィック処理回路２０５Ａにおいて、グラフ
ィクス情報「Graphics 1」は（x3,y3）の位置に重畳される。
【０４１１】
　図９５（ｂ）は、右眼画像を示している。ビットストリーム処理部２０１Ｄにおいて、
サブタイトル情報「Subtitle 1」は、左眼画像への重畳位置に対して、対応する視差ベク
トルに基づいて、オフセット１（Offset 1）だけずれた位置に重畳される。同様に、この
ビットストリーム処理部２０１Ｄにおいて、サブタイトル情報「Subtitle 2」は、左眼画
像への重畳位置に対して、対応する視差ベクトルに基づいて、オフセット２（Offset 2）
だけずれた位置に重畳される。また、映像・グラフィック処理回路２０５Ａにおいて、グ
ラフィクス情報「Graphics 1」は、左眼画像への重畳位置に対して、オフセット３（Offs
et 3）だけずれた位置に重畳される。
【０４１２】
　なお、図９４に示すセットトップボックス２００Ａでは、ビットストリーム処理部２０
１Ｄでサブタイトル情報を取り扱うと共に、映像・グラフィック処理部２０５Ａでグラフ
ィック情報を取り扱っているが、他の重畳情報を取り扱うものも同様に構成できる。
【０４１３】
　［テレビ受信機の説明］
　図１に戻って、テレビ受信機３００は、セットトップボックス２００からＨＤＭＩケー
ブル４００を介して送られてくる立体画像データを受信する。このテレビ受信機３００は
、３Ｄ信号処理部３０１を有している。この３Ｄ信号処理部３０１は、立体画像データに
対して、伝送方式に対応した処理（デコード処理）を行って、左眼画像データおよび右眼
画像データを生成する。すなわち、この３Ｄ信号処理部３０１は、図２、図１３、図１５
、図２１に示す送信データ生成部１１０，１１０Ａ，１１０Ｂ，１１０Ｃにおけるビデオ
フレーミング部１１２とは逆の処理を行う。そして、この３Ｄ信号処理部３０１は、立体
画像データを構成する左眼画像データおよび右眼画像データを取得する。
【０４１４】
　［テレビ受信機の構成例］
　テレビ受信機３００の構成例を説明する。図９６は、テレビ受信機３００の構成例を示
している。このテレビ受信機３００は、３Ｄ信号処理部３０１と、ＨＤＭＩ端子３０２と
、ＨＤＭＩ受信部３０３と、アンテナ端子３０４と、デジタルチューナ３０５と、ビット
ストリーム処理部３０６を有している。
【０４１５】
　また、このテレビ受信機３００は、映像・グラフィック処理回路３０７と、パネル駆動
回路３０８と、表示パネル３０９と、音声信号処理回路３１０と、音声増幅回路３１１と
、スピーカ３１２を有している。また、このテレビ受信機３００は、ＣＰＵ３２１と、フ
ラッシュＲＯＭ３２２と、ＤＲＡＭ３２３と、内部バス３２４と、リモコン受信部３２５
と、リモコン送信機３２６を有している。
【０４１６】
　アンテナ端子３０４は、受信アンテナ（図示せず）で受信されたテレビ放送信号を入力
する端子である。デジタルチューナ３０５は、アンテナ端子３０４に入力されたテレビ放
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送信号を処理して、ユーザの選択チャネルに対応した所定のビットストリームデータ（ト
ランスポートストリーム）を出力する。
【０４１７】
　ビットストリーム処理部３０６は、図７９に示すセットトップボックス２００のビット
ストリーム処理部２０１と同様の構成とされている。このビットストリーム処理部３０６
は、ビットストリームデータから立体画像データ（左眼画像データ、右眼画像データ）、
音声データ、重畳情報データ、視差ベクトル（視差情報）等を抽出する。重畳情報データ
は、サブタイトルデータ、グラフィクスデータ、テキストデータ（クローズド・キャプシ
ョンデータを含む）等である。このビットストリーム処理部３０６は、立体画像データに
対し、重畳情報データを合成し、表示用立体画像データを取得する。また、ビットストリ
ーム処理部３０６は、音声データを出力する。
【０４１８】
　ＨＤＭＩ受信部３０３は、ＨＤＭＩに準拠した通信により、ＨＤＭＩケーブル４００を
介してＨＤＭＩ端子３０２に供給される非圧縮の画像データおよび音声データを受信する
。このＨＤＭＩ受信部３０３は、そのバージョンが例えばＨＤＭＩ１．４とされており、
立体画像データの取り扱いが可能な状態にある。このＨＤＭＩ受信部３０３の詳細は後述
する。
【０４１９】
　３Ｄ信号処理部３０１は、ＨＤＭＩ受信部３０３で受信された、あるいはビットストリ
ーム処理部３０６で得られた立体画像データに対して、デコード処理を行って、左眼画像
データおよび右眼画像データを生成する。この場合、３Ｄ信号処理部３０１は、ビットス
トリーム処理部３０６で得られた立体画像データに対しては、その伝送方式（図４参照）
に対応したデコード処理を行う。また、３Ｄ信号処理部３０１は、ＨＤＭＩ受信部３０３
で受信された立体画像データに対しては、後述するＴＭＤＳ伝送データ構造に対応したデ
コード処理を行う。
【０４２０】
　映像・グラフィック処理回路３０７は、３Ｄ信号処理部３０１で生成された左眼画像デ
ータおよび右眼画像データに基づいて、立体画像を表示するための画像データを生成する
。また、映像・グラフィック処理回路３０７は、画像データに対して、必要に応じて、画
質調整処理を行う。また、映像・グラフィック処理回路３０７は、画像データに対して、
必要に応じて、メニュー、番組表などの重畳情報のデータを合成する。パネル駆動回路３
０８は、映像・グラフィック処理回路３０７から出力される画像データに基づいて、表示
パネル３０９を駆動する。表示パネル３０９は、例えば、ＬＣＤ(Liquid Crystal Displa
y)、ＰＤＰ(Plasma DisplayPanel)等で構成されている。
【０４２１】
　音声信号処理回路３１０は、ＨＤＭＩ受信部３０３で受信された、あるいはビットスト
リーム処理部３０６で得られた音声データに対してＤ／Ａ変換等の必要な処理を行う。音
声増幅回路３１１は、音声信号処理回路３１０から出力される音声信号を増幅してスピー
カ３１２に供給する。
【０４２２】
　ＣＰＵ３２１は、テレビ受信機３００の各部の動作を制御する。フラッシュＲＯＭ３２
２は、制御ソフトウェアの格納およびデータの保管を行う。ＤＲＡＭ３２３は、ＣＰＵ３
２１のワークエリアを構成する。ＣＰＵ３２１は、フラッシュＲＯＭ３２２から読み出し
たソフトウェアやデータをＤＲＡＭ３２３上に展開してソフトウェアを起動させ、テレビ
受信機３００の各部を制御する。
【０４２３】
　リモコン受信部３２５は、リモコン送信機３２６から送信されたリモートコントロール
信号（リモコンコード）を受信し、ＣＰＵ３２１に供給する。ＣＰＵ３２１は、このリモ
コンコードに基づいて、テレビ受信機３００の各部を制御する。ＣＰＵ３２１、フラッシ
ュＲＯＭ３２２およびＤＲＡＭ３２３は、内部バス３２４に接続されている。
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【０４２４】
　図９６に示すテレビ受信機３００の動作を簡単に説明する。ＨＤＭＩ受信部３０３では
、ＨＤＭＩ端子３０２にＨＤＭＩケーブル４００を介して接続されているセットトップボ
ックス２００から送信されてくる、立体画像データおよび音声データが受信される。この
ＨＤＭＩ受信部３０３で受信された立体画像データは、３Ｄ信号処理部３０１に供給され
る。また、このＨＤＭＩ受信部３０３で受信された音声データは音声信号処理回路３１０
に供給される。
【０４２５】
　アンテナ端子３０４に入力されたテレビ放送信号はデジタルチューナ３０５に供給され
る。このデジタルチューナ３０５では、テレビ放送信号が処理されて、ユーザの選択チャ
ネルに対応した所定のビットストリームデータ（トランスポートストリーム）が出力され
る。
【０４２６】
　デジタルチューナ３０５から出力されるビットストリームデータは、ビットストリーム
処理部３０６に供給される。このビットストリーム処理部３０６では、ビットストリーム
データから立体画像データ（左眼画像データ、右眼画像データ）、音声データ、重畳情報
データ、視差ベクトル（視差情報）等が抽出される。また、このビットストリーム処理部
３０６では、立体画像データに対し、重畳情報（クローズド・キャプション情報、サブタ
イトル情報、グラフィクス情報、テキスト情報）のデータが合成され、表示用立体画像デ
ータが生成される。
【０４２７】
　ビットストリーム処理部３０６で生成される表示用立体画像データは、３Ｄ信号処理部
３０１に供給される。また、このビットストリーム処理部３０６で得られる音声データは
、音声信号処理回路３１０に供給される。
【０４２８】
　３Ｄ信号処理部３０１では、ＨＤＭＩ受信部３０３で受信された、あるいはビットスト
リーム処理部３０６で得られた立体画像データに対してデコード処理が行われて、左眼画
像データおよび右眼画像データが生成される。この左眼画像データおよび右眼画像データ
は、映像・グラフィック処理回路３０７に供給される。この映像・グラフィック処理回路
３０７では、左眼画像データおよび右眼画像データに基づいて、立体画像を表示するため
の画像データが生成され、必要に応じて、画質調整処理、重畳情報データの合成処理も行
われる。
【０４２９】
　この映像・グラフィック処理回路３０７で得られる画像データはパネル駆動回路３０８
に供給される。そのため、表示パネル３０９により立体画像が表示される。例えば、表示
パネル３０９に、左眼画像データによる左眼画像および右眼画像データによる右眼画像が
交互に時分割的に表示される。視聴者は、表示パネル３０９の表示に同期して左眼シャッ
タおよび右眼シャッタが交互に開くシャッタメガネを装着することで、左眼では左眼画像
のみを見ることができ、右眼では右眼画像のみを見ることができ、立体画像を知覚できる
。
【０４３０】
　また、音声信号処理回路３１０では、ＨＤＭＩ受信部３０３で受信された、あるいはビ
ットストリーム処理部３０６で得られた音声データに対してＤ／Ａ変換等の必要な処理が
施される。この音声データは、音声増幅回路３１１で増幅された後に、スピーカ３１２に
供給される。そのため、スピーカ３１２から表示パネル３０９の表示画像に対応した音声
が出力される。
【０４３１】
　［ＨＤＭＩ送信部、ＨＤＭＩ受信部の構成例］
　図９７は、図１の立体画像表示システム１０における、セットトップボックス２００の
ＨＤＭＩ送信部（ＨＤＭＩソース）２０６と、テレビ受信機３００のＨＤＭＩ受信部（Ｈ
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ＤＭＩシンク）３０３の構成例を示している。
【０４３２】
　ＨＤＭＩ送信部２０６は、有効画像区間（以下、適宜、アクティブビデオ区間ともいう
）において、非圧縮の１画面分の画像の画素データに対応する差動信号を、複数のチャネ
ルで、ＨＤＭＩ受信部３０３に一方向に送信する。ここで、有効画像区間は、一の垂直同
期信号から次の垂直同期信号までの区間から、水平帰線区間及び垂直帰線区間を除いた区
間である。また、ＨＤＭＩ送信部２０６は、水平帰線区間または垂直帰線区間において、
少なくとも画像に付随する音声データや制御データ、その他の補助データ等に対応する差
動信号を、複数のチャネルで、ＨＤＭＩ受信部３０３に一方向に送信する。
【０４３３】
　ＨＤＭＩ送信部２０６とＨＤＭＩ受信部３０３とからなるＨＤＭＩシステムの伝送チャ
ネルには、以下の伝送チャネルがある。すなわち、ＨＤＭＩ送信部２０６からＨＤＭＩ受
信部３０３に対して、画素データおよび音声データを、ピクセルクロックに同期して、一
方向にシリアル伝送するための伝送チャネルとしての、３つのＴＭＤＳチャネル＃０乃至
＃２がある。また、ピクセルクロックを伝送する伝送チャネルとしての、ＴＭＤＳクロッ
クチャネルがある。
【０４３４】
　ＨＤＭＩ送信部２０６は、ＨＤＭＩトランスミッタ８１を有する。トランスミッタ８１
は、例えば、非圧縮の画像の画素データを対応する差動信号に変換し、複数のチャネルで
ある３つのＴＭＤＳチャネル＃０，＃１，＃２で、ＨＤＭＩケーブル４００を介して接続
されているＨＤＭＩ受信部３０３に、一方向にシリアル伝送する。
【０４３５】
　また、トランスミッタ８１は、非圧縮の画像に付随する音声データ、さらには、必要な
制御データその他の補助データ等を、対応する差動信号に変換し、３つのＴＭＤＳチャネ
ル＃０，＃１，＃２でＨＤＭＩ受信部３０３に、一方向にシリアル伝送する。
【０４３６】
　さらに、トランスミッタ８１は、３つのＴＭＤＳチャネル＃０，＃１，＃２で送信する
画素データに同期したピクセルクロックを、ＴＭＤＳクロックチャネルで、ＨＤＭＩケー
ブル４００を介して接続されているＨＤＭＩ受信部３０３に送信する。ここで、１つのＴ
ＭＤＳチャネル＃ｉ（ｉ=０，１，２）では、ピクセルクロックの１クロックの間に、１
０ビットの画素データが送信される。
【０４３７】
　ＨＤＭＩ受信部３０３は、アクティブビデオ区間において、複数のチャネルで、ＨＤＭ
Ｉ送信部２０６から一方向に送信されてくる、画素データに対応する差動信号を受信する
。また、このＨＤＭＩ受信部３０３は、水平帰線区間または垂直帰線区間において、複数
のチャネルで、ＨＤＭＩ送信部２０６から一方向に送信されてくる、音声データや制御デ
ータに対応する差動信号を受信する。
【０４３８】
　すなわち、ＨＤＭＩ受信部３０３は、ＨＤＭＩレシーバ８２を有する。このＨＤＭＩレ
シーバ８２は、ＴＭＤＳチャネル＃０，＃１，＃２で、ＨＤＭＩ送信部２０６から一方向
に送信されてくる、画素データに対応する差動信号と、音声データや制御データに対応す
る差動信号を受信する。この場合、ＨＤＭＩ送信部２０６からＴＭＤＳクロックチャネル
で送信されてくるピクセルクロックに同期して受信する。
【０４３９】
　ＨＤＭＩシステムの伝送チャネルには、上述のＴＭＤＳチャネル＃０乃至＃２およびＴ
ＭＤＳクロックチャネルの他に、ＤＤＣ（Display Data Channel）８３やＣＥＣライン８
４と呼ばれる伝送チャネルがある。ＤＤＣ８３は、ＨＤＭＩケーブル４００に含まれる図
示しない２本の信号線からなる。ＤＤＣ８３は、ＨＤＭＩ送信部２０６が、ＨＤＭＩ受信
部３０３から、Ｅ－ＥＤＩＤ（Enhanced Extended Display Identification Data）を読
み出すために使用される。
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【０４４０】
　すなわち、ＨＤＭＩ受信部３０３は、ＨＤＭＩレシーバ８１の他に、自身の性能（Conf
iguration/capability）に関する性能情報であるＥ－ＥＤＩＤを記憶している、ＥＤＩＤ
　ＲＯＭ(Read Only Memory)８５を有している。ＨＤＭＩ送信部２０６は、例えば、ＣＰ
Ｕ２１１（図７９参照）からの要求に応じて、ＨＤＭＩケーブル４００を介して接続され
ているＨＤＭＩ受信部３０３から、Ｅ－ＥＤＩＤを、ＤＤＣ８３を介して読み出す。
【０４４１】
　ＨＤＭＩ送信部２０６は、読み出したＥ－ＥＤＩＤをＣＰＵ２１１に送る。ＣＰＵ２１
１は、このＥ－ＥＤＩＤを、フラッシュＲＯＭ２１２あるいはＤＲＡＭ２１３に格納する
。ＣＰＵ２１１は、Ｅ－ＥＤＩＤに基づき、ＨＤＭＩ受信部３０３の性能の設定を認識で
きる。例えば、ＣＰＵ２１１は、ＨＤＭＩ受信部３０３を有するテレビ受信機３００が立
体画像データの取り扱いが可能か否か、可能である場合はさらにいかなるＴＭＤＳ伝送デ
ータ構造に対応可能であるか等を認識する。
【０４４２】
　ＣＥＣライン８４は、ＨＤＭＩケーブル４００に含まれる図示しない１本の信号線から
なり、ＨＤＭＩ送信部２０６とＨＤＭＩ受信部３０３との間で、制御用のデータの双方向
通信を行うために用いられる。このＣＥＣライン８４は、制御データラインを構成してい
る。
【０４４３】
　また、ＨＤＭＩケーブル４００には、ＨＰＤ(Hot Plug Detect)と呼ばれるピンに接続
されるライン（ＨＰＤライン）８６が含まれている。ソース機器は、当該ライン８６を利
用して、シンク機器の接続を検出することができる。なお、このＨＰＤライン８６は双方
向通信路を構成するＨＥＡＣ－ラインとしても使用される。また、ＨＤＭＩケーブル４０
０には、ソース機器からシンク機器に電源を供給するために用いられるライン（電源ライ
ン）８７が含まれている。さらに、ＨＤＭＩケーブル４００には、ユーティリティライン
８８が含まれている。このユーティリティライン８８は双方向通信路を構成するＨＥＡＣ
＋ラインとしても使用される。
【０４４４】
　図９８は、図９７のＨＤＭＩトランスミッタ８１とＨＤＭＩレシーバ８２の構成例を示
している。ＨＤＭＩトランスミッタ８１は、３つのＴＭＤＳチャネル＃０，＃１，＃２に
それぞれ対応する３つのエンコーダ／シリアライザ８１Ａ，８１Ｂ，８１Ｃを有する。そ
して、エンコーダ／シリアライザ８１Ａ，８１Ｂ，８１Ｃのそれぞれは、そこに供給され
る画像データ、補助データ、制御データをエンコードし、パラレルデータからシリアルデ
ータに変換して、差動信号により送信する。ここで、画像データが、例えばＲ，Ｇ，Ｂの
３成分を有する場合、Ｂ成分はエンコーダ／シリアライザ８１Ａに供給され、Ｇ成分はエ
ンコーダ／シリアライザ８１Ｂに供給され、Ｒ成分はエンコーダ／シリアライザ８１Ｃに
供給される。
【０４４５】
　また、補助データとしては、例えば、音声データや制御パケットがあり、制御パケット
は、例えば、エンコーダ／シリアライザ８１Ａに供給され、音声データは、エンコーダ／
シリアライザ８１Ｂ，８１Ｃに供給される。さらに、制御データとしては、１ビットの垂
直同期信号（VSYNC）、１ビットの水平同期信号（HSYNC）、および、それぞれ１ビットの
制御ビットＣＴＬ０，ＣＴＬ１，ＣＴＬ２，ＣＴＬ３がある。垂直同期信号および水平同
期信号は、エンコーダ／シリアライザ８１Ａに供給される。制御ビットＣＴＬ０，ＣＴＬ
１はエンコーダ／シリアライザ８１Ｂに供給され、制御ビットＣＴＬ２，ＣＴＬ３はエン
コーダ／シリアライザ８１Ｃに供給される。
【０４４６】
　エンコーダ／シリアライザ８１Ａは、そこに供給される画像データのＢ成分、垂直同期
信号および水平同期信号、並びに補助データを、時分割で送信する。すなわち、エンコー
ダ／シリアライザ８１Ａは、そこに供給される画像データのＢ成分を、固定のビット数で
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ある８ビット単位のパラレルデータとする。さらに、エンコーダ／シリアライザ８１Ａは
、そのパラレルデータをエンコードし、シリアルデータに変換して、ＴＭＤＳチャネル＃
０で送信する。
【０４４７】
　また、エンコーダ／シリアライザ８１Ａは、そこに供給される垂直同期信号および水平
同期信号の２ビットのパラレルデータをエンコードし、シリアルデータに変換して、ＴＭ
ＤＳチャネル＃０で送信する。さらに、エンコーダ／シリアライザ８１Ａは、そこに供給
される補助データを４ビット単位のパラレルデータとする。そして、エンコーダ／シリア
ライザ８１Ａは、そのパラレルデータをエンコードし、シリアルデータに変換して、ＴＭ
ＤＳチャネル＃０で送信する。
【０４４８】
　エンコーダ／シリアライザ８１Ｂは、そこに供給される画像データのＧ成分、制御ビッ
トＣＴＬ０，ＣＴＬ１、並びに補助データを、時分割で送信する。すなわち、エンコーダ
／シリアライザ８１Ｂは、そこに供給される画像データのＧ成分を、固定のビット数であ
る８ビット単位のパラレルデータとする。さらに、エンコーダ／シリアライザ８１Ｂは、
そのパラレルデータをエンコードし、シリアルデータに変換して、ＴＭＤＳチャネル＃１
で送信する。
【０４４９】
　また、エンコーダ／シリアライザ８１Ｂは、そこに供給される制御ビットＣＴＬ０，Ｃ
ＴＬ１の２ビットのパラレルデータをエンコードし、シリアルデータに変換して、ＴＭＤ
Ｓチャネル＃１で送信する。さらに、エンコーダ／シリアライザ８１Ｂは、そこに供給さ
れる補助データを４ビット単位のパラレルデータとする。そして、エンコーダ／シリアラ
イザ８１Ｂは、そのパラレルデータをエンコードし、シリアルデータに変換して、ＴＭＤ
Ｓチャネル＃１で送信する。
【０４５０】
　エンコーダ／シリアライザ８１Ｃは、そこに供給される画像データのＲ成分、制御ビッ
トＣＴＬ２，ＣＴＬ３、並びに補助データを、時分割で送信する。すなわち、エンコーダ
／シリアライザ８１Ｃは、そこに供給される画像データのＲ成分を、固定のビット数であ
る８ビット単位のパラレルデータとする。さらに、エンコーダ／シリアライザ８１Ｃは、
そのパラレルデータをエンコードし、シリアルデータに変換して、ＴＭＤＳチャネル＃２
で送信する。
【０４５１】
　また、エンコーダ／シリアライザ８１Ｃは、そこに供給される制御ビットＣＴＬ２，Ｃ
ＴＬ３の２ビットのパラレルデータをエンコードし、シリアルデータに変換して、ＴＭＤ
Ｓチャネル＃２で送信する。さらに、エンコーダ／シリアライザ８１Ｃは、そこに供給さ
れる補助データを４ビット単位のパラレルデータとする。そして、エンコーダ／シリアラ
イザ８１Ｃは、そのパラレルデータをエンコードし、シリアルデータに変換して、ＴＭＤ
Ｓチャネル＃２で送信する。
【０４５２】
　ＨＤＭＩレシーバ８２は、３つのＴＭＤＳチャネル＃０，＃１，＃２にそれぞれ対応す
る３つのリカバリ／デコーダ８２Ａ，８２Ｂ，８２Ｃを有する。そして、リカバリ／デコ
ーダ８２Ａ，８２Ｂ，８２Ｃのそれぞれは、ＴＭＤＳチャネル＃０，＃１，＃２で差動信
号により送信されてくる画像データ、補助データ、制御データを受信する。さらに、リカ
バリ／デコーダ８２Ａ，８２Ｂ，８２Ｃのそれぞれは、画像データ、補助データ、制御デ
ータを、シリアルデータからパラレルデータに変換し、さらにデコードして出力する。
【０４５３】
　すなわち、リカバリ／デコーダ８２Ａは、ＴＭＤＳチャネル＃０で差動信号により送信
されてくる画像データのＢ成分、垂直同期信号および水平同期信号、補助データを受信す
る。そして、リカバリ／デコーダ８２Ａは、その画像データのＢ成分、垂直同期信号およ
び水平同期信号、補助データを、シリアルデータからパラレルデータに変換し、デコード
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して出力する。
【０４５４】
　リカバリ／デコーダ８２Ｂは、ＴＭＤＳチャネル＃１で差動信号により送信されてくる
画像データのＧ成分、制御ビットＣＴＬ０，ＣＴＬ１、補助データを受信する。そして、
リカバリ／デコーダ８２Ｂは、その画像データのＧ成分、制御ビットＣＴＬ０，ＣＴＬ１
、補助データを、シリアルデータからパラレルデータに変換し、デコードして出力する。
【０４５５】
　リカバリ／デコーダ８２Ｃは、ＴＭＤＳチャネル＃２で差動信号により送信されてくる
画像データのＲ成分、制御ビットＣＴＬ２，ＣＴＬ３、補助データを受信する。そして、
リカバリ／デコーダ８２Ｃは、その画像データのＲ成分、制御ビットＣＴＬ２，ＣＴＬ３
、補助データを、シリアルデータからパラレルデータに変換し、デコードして出力する。
【０４５６】
　図９９は、ＴＭＤＳ伝送データの構造例を示している。この図９９は、ＴＭＤＳチャネ
ル＃０，＃１，＃２において、横×縦が１９２０ピクセル×１０８０ラインの画像データ
が伝送される場合の、各種の伝送データの区間を示している。
【０４５７】
　ＨＤＭＩの３つのＴＭＤＳチャネル＃０，＃１，＃２で伝送データが伝送されるビデオ
フィールド（Video Field）には、伝送データの種類に応じて、３種類の区間が存在する
。この３種類の区間は、ビデオデータ区間（Video Data period）、データアイランド区
間（Data Islandperiod）、およびコントロール区間（Control period）である。
【０４５８】
　ここで、ビデオフィールド区間は、ある垂直同期信号の立ち上がりエッジ（active edg
e）から次の垂直同期信号の立ち上がりエッジまでの区間である。このビデオフィールド
区間は、水平ブランキング期間（horizontal blanking）、垂直ブランキング期間（verti
calblanking）、並びに、アクティブビデオ区間（Active Video）に分けられる。このア
クティブビデオ区間は、ビデオフィールド区間から、水平ブランキング期間および垂直ブ
ランキング期間を除いた区間である
【０４５９】
　ビデオデータ区間は、アクティブビデオ区間に割り当てられる。このビデオデータ区間
では、非圧縮の１画面分の画像データを構成する１９２０ピクセル（画素）×１０８０ラ
イン分の有効画素（Active pixel）のデータが伝送される。
【０４６０】
　データアイランド区間およびコントロール区間は、水平ブランキング期間および垂直ブ
ランキング期間に割り当てられる。このデータアイランド区間およびコントロール区間で
は、補助データ（Auxiliary data）が伝送される。すなわち、データアイランド区間は、
水平ブランキング期間と垂直ブランキング期間の一部分に割り当てられている。このデー
タアイランド区間では、補助データのうち、制御に関係しないデータである、例えば、音
声データのパケット等が伝送される。
【０４６１】
　コントロール区間は、水平ブランキング期間と垂直ブランキング期間の他の部分に割り
当てられている。このコントロール区間では、補助データのうちの、制御に関係するデー
タである、例えば、垂直同期信号および水平同期信号、制御パケット等が伝送される。
【０４６２】
　図１００は、ＨＤＭＩ端子のピン配列の一例を示している。図１００に示すピン配列は
タイプＡ（type-A）と呼ばれている。ＴＭＤＳチャネル＃ｉの差動信号であるＴＭＤＳ　
Ｄａｔａ＃ｉ＋とＴＭＤＳ　Ｄａｔａ＃ｉ－は差動線である２本のラインにより伝送され
る。この２本のラインは、ＴＭＤＳ　Ｄａｔａ＃ｉ＋が割り当てられているピン（ピン番
号が１，４，７のピン）と、ＴＭＤＳ　Ｄａｔａ＃ｉ－が割り当てられているピン（ピン
番号が３，６，９のピン）に接続される。
【０４６３】
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　また、制御用のデータであるＣＥＣ信号が伝送されるＣＥＣライン８４は、ピン番号が
１３であるピンに接続される。また、Ｅ－ＥＤＩＤ等のＳＤＡ(Serial Data)信号が伝送
されるラインは、ピン番号が１６であるピンに接続される。ＳＤＡ信号の送受信時の同期
に用いられるクロック信号であるＳＣＬ(Serial Clock)信号が伝送されるラインは、ピン
番号が１５であるピンに接続される。上述のＤＤＣ８３は、ＳＤＡ信号が伝送されるライ
ンおよびＳＣＬ信号が伝送されるラインにより構成される。
【０４６４】
　また、上述したようにソース機器がシンク機器の接続を検出するためのＨＰＤライン（
ＨＥＡＣ－ライン）８６は、ピン番号が１９であるピンに接続される。また、ユーティリ
ティライン（ＨＥＡＣ＋ライン）８８は、ピン番号が１４であるピンに接続される。また
、上述したように電源を供給するためのライン８７は、ピン番号が１８であるピンに接続
される。
【０４６５】
　［Ｅ－ＥＤＩＤ構造］
　上述したように、ＨＤＭＩ送信部２０６は、例えば、ＣＰＵ２１１（図７９参照）から
の要求に応じて、ＨＤＭＩケーブル４００を介して接続されているＨＤＭＩ受信部３０３
から、Ｅ－ＥＤＩＤを、ＤＤＣ８３を介して読み出す。そして、ＣＰＵ２１１は、このＥ
－ＥＤＩＤに基づき、ＨＤＭＩ受信部３０３の性能の設定、例えば立体画像データの取り
扱いが可能か否か等を認識する。
【０４６６】
　図１０１は、Ｅ－ＥＤＩＤのデータ構造例を示している。このＥ－ＥＤＩＤは、基本ブ
ロックと拡張ブロックとからなっている。基本ブロックには、先頭に、“E-EDID1.3 Basi
c Structure”で表されるＥ－ＥＤＩＤ１．３の規格で定められたデータが配置されてい
る。基本ブロックには、続いて“Preferred timing”で表される従来のＥＤＩＤとの互換
性を保つためのタイミング情報が配置されている。また、基本ブロックには、続いて、“
2nd timing”で表される従来のＥＤＩＤとの互換性を保つための、“Preferredtiming”
とは異なるタイミング情報が配置されている。
【０４６７】
　また、基本ブロックには、“2nd timing”に続いて、“Monitor NAME”で表される表示
装置の名前を示す情報が配置されている。基本ブロックには、続いて、“Monitor Range 
Limits”で表される、アスペクト比が４：３および１６：９である場合についての表示可
能な画素数を示す情報が配置されている。
【０４６８】
　拡張ブロックの先頭には、“Short Video Descriptor”が配置されている。これは、表
示可能な画像サイズ(解像度)、フレームレート、インターレースであるかプログレッシブ
であるかを示す情報である。続いて、“Short Audio Descriptor”が配置されている。こ
れは、再生可能な音声コーデック方式、サンプリング周波数、カットオフ帯域、コーデッ
クビット数などの情報である。続いて、“Speaker Allocation”で表される左右のスピー
カに関する情報が配置されている。
【０４６９】
　また、拡張ブロックには、“Speaker Allocation”に続いて、“Vender Specific”で
表されるメーカごとに固有に定義されたデータが配置されている。拡張ブロックには、続
いて、“3rd timing”で表される従来のＥＤＩＤとの互換性を保つためのタイミング情報
が配置されている。拡張ブロックには、さらに続いて、“4th timing”で表される従来の
ＥＤＩＤとの互換性を保つためのタイミング情報が配置されている。
【０４７０】
　図１０２は、Vender Specific領域（HDMI Vendor Specific DataBlock）のデータ構造
例を示している。このVender Specific領域には、１バイトのブロックである第０ブロッ
ク乃至第Ｎブロックが設けられている。
【０４７１】
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　第０ブロックには、“Vendor-Specific tag code(=3)”で表されるデータ“VenderSpec
ific”のデータ領域を示すヘッダが配置される。また、この第０ブロックには、“Length
(=N)”で表されるデータ“Vender Specific”の長さを示す情報が配置される。また、第
１ブロック乃至第３ブロックには、“24bit IEEE Registration Identifier(0x000C03)LS
B first”で表されるＨＤＭＩ（Ｒ）用として登録された番号“0x000C03“を示す情報が
配置される。さらに、第４ブロックおよび第５ブロックには、”Ａ“、”Ｂ“、”Ｃ“、
および”Ｄ“のそれぞれにより表される、２４ｂｉｔのシンク機器の物理アドレスを示す
情報が配置される。
【０４７２】
　第６ブロックには、“Supports-AI”で表される、シンク機器が対応している機能を示
すフラグが配置されている。また、この第６ブロックには、“DC-48bit”、“DC-36bit”
、および“DC-30bit”のそれぞれで表される、１ピクセル当たりのビット数を指定する情
報のそれぞれが配置されている。また、この第６ブロックには、“DC-Y444”で表される
、シンク機器がＹＣｂＣｒ４：４：４の画像の伝送に対応しているかを示すフラグが配置
されている。さらに、この第６ブロックには、“DVI-Dual”で表される、シンク機器がデ
ュアルＤＶＩ（Digital VisualInterface）に対応しているかを示すフラグが配置されて
いる。
【０４７３】
　また、第７ブロックには、“Max-TMDS-Clock”で表されるＴＭＤＳのピクセルクロック
の最大の周波数を示す情報が配置される。また、第８ブロックの第６ビット、第７ビット
には、“Latency”で表される映像と音声の遅延情報の有無を示すフラグが配置されてい
る。また、第８ブロックの第５ビットには、“HDMI_Video_present”で表される追加のＨ
ＤＭＩビデオフォーマット（３Ｄ、４ｋ×２ｋ）の取り扱いが可能か否かを示すフラグが
配置されている。
【０４７４】
　また、第９ブロックには、“Video Latency”で表される、プログレッシブの映像の遅
延時間データが配置され、第１０ブロックには、“Audio Latency”で表される、プログ
レッシブの映像に付随する音声の遅延時間データが配置される。また、第１１ブロックに
は、“Interlaced Video Latency”で表されるインターレースの映像の遅延時間データが
配置されている。さらに、第１２ブロックには、“Interlaced Audio Latency”で表され
る、インターレースの映像に付随する音声の遅延時間データが配置されている。
【０４７５】
　また、第１３ブロックの第７ビットには、“3D_present”で表される３Ｄ画像データの
取り扱いが可能か否かを示すフラグが配置されている。また、第１４ブロックの第７ビッ
トから第５ビットには、“HDMI_VIC_LEN”で表される、図示しない第１５ブロック以降に
配置される必須（mandatory）な３Ｄデータ構造の他に取り扱い可能なデータ構造を示す
ブロックのサイズ情報が配置されている。また、第１４ブロックの第４ビットから第０ビ
ットには、“HDMI_3D_LEN”で表される、図示しない第１５ブロック以降に配置される取
り扱い可能な４ｋ×２ｋのビデオフォーマットを示すブロックのサイズ情報が配置されて
いる。
【０４７６】
　［立体画像データのＴＭＤＳ伝送データ構造］
　図１０３は、立体画像データのＴＭＤＳ伝送データ構造の一つであるフレームパッキン
グ（Frame packing）方式の３Ｄビデオフォーマット（3D Video Format）を示している。
この３Ｄビデオフォーマットは、立体画像データとして、プログレッシブ方式の左眼（Ｌ
）および右眼（Ｒ）の画像データを伝送するためのフォーマットである。
【０４７７】
　この３Ｄビデオフォーマットでは、左眼（Ｌ）および右眼（Ｒ）の画像データとして、
１９２０×１０８０ｐ、１０８０×７２０ｐのピクセルフォーマットの画像データの伝送
が行われる。なお、図９３には、左眼（Ｌ）画像データおよび右眼（Ｒ）画像データが、
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それぞれ、１９２０ライン×１０８０ピクセルである例を示している。
【０４７８】
　この３Ｄビデオフォーマットにより、垂直同期信号により区切られる、水平ブランキン
グ期間（Hblank）、垂直ブランキング期間（Vblank）およびアクティブビデオ区間（Hact
ive×Vactive）を含むビデオフィールド区間を単位とする伝送データが生成される。この
３Ｄビデオフォーマットにおいて、アクティブビデオ区間は、２つのアクティブビデオ領
域（Active video）と、それらの間に１つのアクティブスペース領域（Activespace）を
有している。第１のアクティブビデオ領域に左眼（Ｌ）画像データが配され、第２のアク
ティブビデオ領域に右眼（Ｒ）画像データが配される。
【０４７９】
　図１０４は、立体画像データのＴＭＤＳ伝送データ構造の一つであるラインオルタネイ
ティブ（Line alternative）方式の３Ｄビデオフォーマット（3D VideoFormat）を示して
いる。この３Ｄビデオフォーマットは、立体画像データとして、プログレッシブ方式の左
眼（Ｌ）および右眼（Ｒ）の画像データを伝送するためのフォーマットである。この３Ｄ
ビデオフォーマットでは、左眼（Ｌ）および右眼（Ｒ）の画像データとして、１９２０×
１０８０ｐのピクセルフォーマットの画像データの伝送が行われる。
【０４８０】
　この３Ｄビデオフォーマットにより、垂直同期信号により区切られる、水平ブランキン
グ期間（Hblank）、垂直ブランキング期間（２×Vblank）およびアクティブビデオ区間（
（Hactive×２Vactive）を含むビデオフィールド区間を単位とする伝送データが生成され
る。この３Ｄビデオフォーマットにおいて、アクティブビデオ区間には、左眼画像データ
の１ライン分と右眼画像データの１ライン分とが交互に配置される。
【０４８１】
　図１０５は、立体画像データのＴＭＤＳ伝送データ構造の一つであるサイド・バイ・サ
イド（side-bay-side）（Ｆｕｌｌ）方式の３Ｄビデオフォーマット（3D VideoFormat）
を示している。この３Ｄビデオフォーマットは、立体画像データとして、プログレッシブ
方式の左眼（Ｌ）および右眼（Ｒ）の画像データを伝送するためのフォーマットである。
この３Ｄビデオフォーマットでは、左眼（Ｌ）および右眼（Ｒ）の画像データとして、１
９２０×１０８０ｐのピクセルフォーマットの画像データの伝送が行われる。
【０４８２】
　この３Ｄビデオフォーマットにより、垂直同期信号により区切られる、水平ブランキン
グ期間（２×Hblank）、垂直ブランキング期間（Vblank）およびアクティブビデオ区間（
（２Hactive×Vactive）を含むビデオフィールド区間を単位とする伝送データが生成され
る。この３Ｄビデオフォーマットにおいて、アクティブビデオ区間には、水平方向の前半
に左眼（Ｌ）画像データが配され、水平方向の後半に右眼（Ｒ）画像データが配される。
【０４８３】
　なお、詳細説明は省略するが、ＨＤＭＩ１．４では、上述の図１０３～図１０５に示す
３Ｄビデオフォーマットの他にも、立体画像データのＴＭＤＳ伝送データ構造としての３
Ｄビデオフォーマットが定義されている。例えば、フレームパッキング（Frame packing 
for interlaced format）方式、フィールドオルタネイティブ（Field alternative）方式
、サイド・バイ・サイド（side-bay-side）（Ｈａｌｆ）方式等である。
【０４８４】
　上述したように、図１に示す立体画像表示システム１０においては、左眼画像および右
眼画像の一方に対する他方の視差情報に基づいて、左眼画像および右眼画像に重畳する同
一の重畳情報（クローズド・キャプション情報、サブタイトル情報、グラフィクス情報、
テキスト情報など）に視差が付与される。そのため、左眼画像および右眼画像に重畳され
る同一の重畳情報として、画像内の各物体（オブジェクト）の遠近感に応じて視差調整が
施されたものを用いることができ、重畳情報の表示において、画像内の各物体との間の遠
近感の整合性を維持することが可能となる。
【０４８５】
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　＜２．変形例＞
　なお、上述実施の形態おいては、１つのコンポーネント・エレメントＩＤに複数の視差
ベクトルを関連付けるために、ＤＨＩ（図５４、図５５）内に「number_of_mutiple_link
」の情報を配置している。この「number_of_mutiple_link」により、コンポーネント・エ
レメントＩＤと関連付けされる視差ベクトルの個数が予め指定される。しかし、例えば、
パーティション・ポジションＩＤ（Partition_position_id）に、コネクト・フラグ（Con
nect_flag）を付加して、１つのコンポーネント・エレメントＩＤに複数の視差ベクトル
を関連付けする方法も考えられる。
【０４８６】
　図１０６は、コンポーネント・エレメントＩＤに、視差ベクトルを関連付けする方法の
一例を示している。ここで、クローズド・キャプション情報のコンポーネント・エレメン
トＩＤは、ウインドウＩＤ（window_id）である。また、サブタイトル情報のコンポーネ
ント・エレメントＩＤは、リージョンＩＤ（region_id）である。コンポーネント・エレ
メントＩＤに視差ベクトルを関連付けするために、コンポーネント・エレメントＩＤに対
して、視差ベクトルが属する画面領域を示す、例えば最大１３ビットのパーティション・
ポジションＩＤが対応付けされる。
【０４８７】
　このパーティション・ポジションＩＤには、１ビットのコネクト・フラグ（Connect_fl
ag）が付加されている。１つのコンポーネント・エレメントＩＤに１つの視差ベクトルを
関連付けする場合、図１０６に示すように、このコンポーネント・エレメントＩＤに、１
つのパーティション・ポジションＩＤが対応付けされる。この場合、この１つのパーティ
ション・ポジションＩＤに付加されているコネクト・フラグは「０」とされ、この後に、
対応付けされているパーティション・ポジションＩＤはないことが示される。
【０４８８】
　また、１つのコンポーネント・エレメントＩＤに２つの視差ベクトルを関連付けする場
合、図１０６に示すように、このコンポーネント・エレメントＩＤに、２つのパーティシ
ョン・ポジションＩＤが対応付けされる。この場合、１番目のパーティション・ポジショ
ンＩＤに付加されているコネクト・フラグは「１」とされ、この後に、対応付けされてい
るパーティション・ポジションＩＤがさらにあることが示される。そして、２番目のパー
ティション・ポジションＩＤに付加されているコネクト・フラグは「０」とされ、この後
に、対応付けされているパーティション・ポジションＩＤはないことが示される。
【０４８９】
　なお、図１０６には示していないが、１つのコンポーネント・エレメントＩＤに３つ以
上の視差ベクトルを関連付けする場合は、上述した１つのコンポーネント・エレメントＩ
Ｄに２つの視差ベクトルを関連付けする場合と同様である。最後の１つ前までのパーティ
ション・ポジションＩＤに付加されているコネクト・フラグは「１」とされ、最後のパー
ティション・ポジションＩＤに付加されているコネクト・フラグのみが「０」とされる。
」
【０４９０】
　また、上述実施の形態においては、立体画像表示システム１０が、放送局１００、セッ
トトップボックス２００およびテレビ受信機３００で構成されているものを示した。しか
し、テレビ受信機３００は、図９６に示すように、セットトップボックス２００内のビッ
トストリーム処理部２０１と同等に機能するビットストリーム処理部２０１を備えている
。したがって、図１０７に示すように、放送局１００およびテレビ受信機３００で構成さ
れる立体画像表示システム１０Ａも考えられる。
【０４９１】
　また、上述実施の形態においては、立体画像データを含むデータストリーム（ビットス
トリームデータ）が放送局１００から放送される例を示した。しかし、この発明は、この
データストリームがインターネット等のネットワークを利用して受信端末に配信される構
成のシステムにも同様に適用できることは勿論である。



(76) JP 5407957 B2 2014.2.5

10

20

30

40

【０４９２】
　また、上述実施の形態においては、セットトップボックス２００と、テレビ受信機３０
０とが、ＨＤＭＩのデジタルインタフェースで接続されるものを示している。しかし、こ
れらが、ＨＤＭＩのデジタルインタフェースと同様のデジタルインタフェース（有線の他
に無線も含む）で接続される場合においても、この発明を適用できることは勿論である。
【産業上の利用可能性】
【０４９３】
　この発明は、クローズド・キャプション情報、サブタイトル情報、グラフィクス情報、
テキスト情報等の重畳情報を画像に重畳して表示する立体画像表示システム等に適用でき
る。
【符号の説明】
【０４９４】
　１０，１０Ａ・・・立体画像表示システム、１００・・・放送局、１１０，１１０Ａ～
１１０Ｆ・・・送信データ生成部、１１１Ｌ，１１１Ｒ・・・カメラ、１１２・・・ビデ
オフレーミング部、１１３・・・ビデオエンコーダ、１１３ａ・・・ストリームフォーマ
ッタ、１１４・・・視差ベクトル検出部、１１５・・・視差ベクトルエンコーダ、１１６
・・・マイクロホン、１１７・・・オーディオエンコーダ、１１８・・・サブタイトル・
グラフィクス発生部、１１９・・・サブタイトル・グラフィクスエンコーダ、１１９ａ・
・・ストリームフォーマッタ、１２０・・・テキスト発生部、１２１・・・テキストエン
コーダ、１２２・・・マルチプレクサ、１２４・・・サブタイトル・グラフィクス処理部
、１２５・・・テキスト処理部、１３０・・・データ取り出し部、１３０ａ・・・データ
記録媒体、１３１・・・視差情報セット作成部、１３２・・・視差情報作成部、１３３・
・・ＣＣエンコーダ、２００，２００Ａ・・・セットトップボックス、２０１，２０１Ａ
，２０１Ｂ，２０１Ｃ，２０１Ｄ・・・ビットストリーム処理部、２０２・・・ＨＤＭＩ
端子、２０３・・・アンテナ端子、２０４・・・デジタルチューナ、２０５・・・映像信
号処理回路、２０５Ａ・・・映像・グラフィック処理部、２０６・・・ＨＤＭＩ送信部、
２０７・・・音声信号処理回路、２１１・・・ＣＰＵ、２１２・・・フラッシュＲＯＭ、
２１３・・・ＤＲＡＭ、２１４・・・内部バス、２１５・・・リモコン受信部、２１６・
・・リモコン送信機、２２０，２２０Ａ・・・デマルチプレクサ、２２１・・・ビデオデ
コーダ、２２２・・・サブタイトル・グラフィクスデコーダ、２２２Ａ・・・２２３・・
・テキストデコーダ、２２４・・・オーディオデコーダ、２２５・・・サブタイトルデコ
ーダ、視差ベクトルデコーダ、２２６・・・立体画像用サブタイトル・グラフィクス発生
部、２２６Ａ・・・立体画像用サブタイトル発生部、２２７・・・立体画像用テキスト発
生部、２２８・・・ビデオ重畳部、２２９・・・マルチチャネルスピーカコントロール部
、２３１・・・視差ベクトル抽出部、２３２・・・視差ベクトル取り出し部、２３３・・
・ＣＣデコーダ、２３４・・・立体画像用ＣＣ発生部、２３５・・・視差情報取り出し部
、３００・・・テレビ受信機、３０１・・・３Ｄ信号処理部、３０２・・・ＨＤＭＩ端子
、３０３・・・ＨＤＭＩ受信部、３０４・・・アンテナ端子、３０５・・・デジタルチュ
ーナ、３０６・・・ビットストリーム処理部、３０７・・・映像・グラフィック処理回路
、３０８・・・パネル駆動回路、３０９・・・表示パネル、３１０・・・音声信号処理回
路、３１１・・・音声増幅回路、３１２・・・スピーカ、３２１・・・ＣＰＵ、３２２・
・・フラッシュＲＯＭ、３２３・・・ＤＲＡＭ、３２４・・・内部バス、３２５・・・リ
モコン受信部、３２６・・・リモコン送信機、４００・・・ＨＤＭＩケーブル
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